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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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探していた真実が、優やさしい噓うそで覆おおい隠かくされていた事を知った時。

選ぶべきは「眼めを瞑つぶる優しさ」か、「それでも触ふれる勇気」か。







　第１章　それぞれの約束の果てに
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　朝の陽ひの光が優しく差し込む場所がある。

　生おい茂しげる無数の木々によって、大地を覆い尽つくしているオルドラの森だ。

　穏おん健けん派の本ほん拠きよ地ちウィルダートの近くに広がっている自然豊かなこの森には現在、本来ならば動物達しかいない筈はずの奥深い一角を訪おとずれている者達がいた。それは魔ま界かいの歴史を左右する戦いを終え、自分達の世界へと帰ってゆく者達と、そんな彼らを見送る者達で、

「こっちにいる間、色々とありがとう……貴女あなたが居てくれて本当に助かったわ」

　成なる瀬せ澪みおは柚ゆ希きら他ほかの女子達と共にひとりの少女に別れを告げていた。

　メイドの少女、ノエルだ。すると、

「澪様……もう行ってしまわれるなんて」

　こちらの手を取ったノエルが、別れを惜おしんで寂さびしげな顔で言ってきて、

「……うん。ごめんねノエル」

　澪がそっと彼女の手を握にぎり返すと、ますます名残なごり惜おしさを募つのらせたのか、

「何も、こんなに慌あわただしくお帰りにならなくても……」

　そうノエルは悲しげに言った。枢すう機き院いんの陰いん謀ぼうによる魔ま神じんケイオスの乱入と、その撃げき退たいという結末で幕を閉じた穏健派と現魔ま王おう派の決戦──今日はまだ、あの戦いから二日しか経たっていない。その二日にしても、激げき闘とうのダメージを診みてくれた医師から課せられた安静期間と、最低限必要である今後についての確かく認にんと相談のためのものだった。

「……ノエルの気持ちは嬉うれしい。でも、こればかりは仕方がない」

　と言ったのは柚希だ。澪と同じくノエルにウィルダートの市街地を案内されるなど、接点の多かった柚希もまた、その顔に少し名残惜しさの色を浮うかべていて、

「私達がするべき事はもう終わった。なら、一刻も早くこの魔界を離はなれるべき」

　そんな柚希の言葉に、隣となりの胡桃くるみもまた同意の頷うなずきをしながら、

「だね。下手に長居したら、色々と問題が出てきちゃうだろうし」

　そう──澪達が急いで人間界へ戻もどるのには幾いくつかの理由があった。

　澪達がこの魔界へ来たのは、人間界では十二月二十五日から二十六日へと切り替かわったタイミングだ。こちらへ来てから経過した日数を考えると、既すでに学校は三学期が始まってしまっている。澪達の間では、刃バ更サラの「自分達の普ふ通つうの日常を可能な限り最優先にする」という考えを大切にしており、そのため魔界へ来るのも当初の予定から一ヶ月ほど遅おくらせ、学期末試験が終わってからにしていた。

　──無論、魔ま法ほうを使うなどすれば、出席日数や成績といったものはどうにでも改かい竄ざんする事は可能だ。ただ単に進級するだけならば、それで問題は解決される。

　……でも。

　そうやって異能の力を使ってゆけば、それだけ普通の人間からは遠ざかってゆく事になる。それは、日常を大切にしている事にはならない。むしろ、自分達の手で己おのれの日常を偽いつわりのものにしてしまうような行こう為いだ。それに、そうした人間界での日常的な問題の他に、澪達が魔界に留とどまる事によって別のリスクが出てきてしまう可能性があった。

　──魔界の未来を左右した、穏健派と現魔王派との決戦。

　その歴史的な戦いにおける澪達の功績は、良くも悪くも大きすぎるものだ。

　よって穏健派からは英えい雄ゆうと称しようされ、新たな統とう率そつ者として期待が高まってしまっている。

　反対に現魔王派や他の様々な勢力からは、その戦せん闘とう力や存在感が危険視されてもおかしくない状じよう況きようとなっていた。その上──あの決戦の後、すぐに現魔王派からは休戦の申し入れが行なわれ、穏健派もこれを受けていた。

　ラムサスとはケイオスを撃退して以降、澪たちは顔を合わせていないため彼の思おも惑わくは解わからないが、賢けん老ろうと名高いクラウスや、ラムサスの副官であるルキアの読みでは、レオハルトは枢機院の打だ倒とうを密ひそかな目的としていた可能性が高く、彼がその悲願を達成した事で、このまま穏健派と現魔王派は休戦から和平へ──それこそ最終的には、条約締てい結けつによって軍事同盟へと流れてゆくだろうとの事だった。

　そうなると、レオハルトが穏健派から、ラムサスが現魔王派から后きさきを迎むかえて互たがいの結び付きを強くする事が求められたり──それこそ、澪とレオハルトを結び付けようとする流れとなってもおかしくはない。しかし、

　……生憎あいにくだけど。

　澪にはそんな気はさらさらない。

　成瀬澪は、もうとっくに己を捧ささげる存在を決めている。それがどのような形になるかはまだ解らない。今回の魔界の問題はあくまで一段落しただけであって、全すべてが完全に解決した訳ではない以上、生しよう涯がいを見み据すえた関係を考えるのはまだまだ尚しよう早そうだ。

　……それでも。

　その相手は絶対に変わる事はない。それだけは絶対に断言できる。

　だからこそ澪はあの決戦で、ウィルベルトの娘ではなく人として──成瀬澪という一人の少女として、生きてゆく事を宣言したのだ。

　──よって、あの時の言葉は真実であると、澪は積極的に示さなくてはならない。

　そのためには、柚希の言うように、一刻も早くこの魔界を離れるのが一番なのだ。

　そうした事情を、上手うまくノエルに伝えるような言葉を澪たちが探していると、

「っ──ひゃぁあんっ？」

　横から伸のびた小さな手に、ぺろんとお尻しりを撫なでられたノエルが飛び上がった。と同時、

「──ノエル、あんまり澪ちゃん達を困らせちゃ駄だ目めよん」

　諭さとすような幼い声こわ音ねに澪達が視線を落とすように見れば、いつの間にかノエルの脇わきには幼い外見のサキュバスが立っており、

「シェーラ様……」

　驚おどろいたようにゼストが彼女の名を口にすると、幼い外見のサキュバスはノエルの尻をムニムニと揉もみながら、

「あんまり聞き分けのないようだと──あの子にこっぴどく怒おこられるわよん」

「し、失礼しましたっ！　わ、私、馬車の方を見てきますっ！」

　ノエルは顔を真っ赤にしながら頭を下げると、シェーラの手から逃のがれるように、澪達がここまで乗ってきた馬車の方へと駆けていった。すると万ま理り亜あが怖おず怖おずと、

「あの、お母さん……ルキア姉様の姿が見えないんですけど」

　と、シェーラに問い掛かけた。万理亜がルキアの事を尋たずねたのは、東とう城じよう家からこの魔界へ来る時に次元境界を構築したのがルキアだったからだ。

　魔ま界かいと人間界──異なる世界を、次元を越こえて結ぶ行為は並なみ大たい抵ていの者にできる事ではない。そのため、帰りもルキアが人間界へと通じる次元境界を作ってくれるという話になっていた。来た時と同じくオルドラの森から戻るのは、やはりウィルダート城の敷しき地ち内に外部とのルートを構築するのは避さけるべきという危機管理上の考えからと、

　……それに今回は。

　城内からだと、澪達を見送ろうとする者達で余計な騒さわぎになってしまう可能性があった。だから極ごく秘ひ裏りに人間界へと戻るためにも、このオルドラの森を出発地に選んだのである。しかし、それもルキアが来なければ話にならない。すると、

「ルキアちゃんなら、城で『会談』の準備の最終確認があるから、まだしばらくは手が空かないそうよ」

　まあ無理もないわね、とシェーラは肩かたを竦すくめる。

「警備も含ふくめて、万が一にも不備がないようにしないといけないんだもの」

　シェーラが言げん及きゆうしたのは、今日行なわれる予定の、穏おん健けん派と現魔王派との和平を議題とした、ラムサスとレオハルトのトップ会談の事である。いらぬ問題が起きないよう、澪達が早く魔界を離れるべきであるのと同じように、穏健派と現魔王派もまた、和平を結ぶならば迅じん速そくに話を進めるべきとして、レオハルトが休戦と同時にトップ同士の話し合いが必要であるとの提言を行ない、そして実現したのがこの会談だった。

「じゃあ、あたし達が戻るための次元境界は……？」

「ああ、それなら私がやるから大だい丈じよう夫ぶよん」

　澪が口にした疑問に、シェーラがさらりと言い放ったのを受けて、

「……シェーラさんが？」

　思わずキョトンとなった柚希に、

「ええ。ルキアちゃんに次元境界の構築の仕方を教えたのは私なの。あの子もかなり上達してはいるけれど、こと空間操作に限ってならまだまだ私の方が上手いから安心して」

　ふふっと笑うロリ母サキュバス。すると、

「まあ、お母さんがやってくれるなら安心ですけど……」

　娘むすめの万理亜もまた、納なつ得とくの言葉を漏もらした。無論、澪達にも不満はない。シェーラの構築した空間トンネルの凄すさまじい精度と練度は、澪達も実際に眼めにして知っている。

　──だが、それでも澪達はまだ出発する訳にはいかない。

　だから、成瀬澪は問い掛けを放った。

「シェーラさん……刃更とラムサスさんの話は、長引いているんですか？」

　そう──現在、この場に刃更の姿はない。城を出る時になって、ラムサスと少し話があるから先に行っててくれと刃更に頼たのまれ、言う通りにしたからだ。

　だからラムサスとの話が終わり次し第だい、シェーラが空間トンネルを使って刃更を連れてきてくれるものとばかり思っていたのだが……先にシェーラが来たという事は、別の方法でこちらへ来るつもりなのだろうか。

　……刃更……。

　自分達とラムサスの仲は、お世辞にも良好とは言えないものだ。特に刃更とラムサスは、澪達の知らないところで一いつ触しよく即そく発はつとなり、そのせいで刃更は一時的に客室から出る事を禁じられたりもしていた。澪が徐じよ々じよに心配を募つのらせていると、

「心配ないわ。ここまできたらもう、あのふたりがぶつかる必要はないし、そのつもりもない筈はず。恐おそらく、ふたりがしている話が色々と込み入ったものだからなだけよ」

　刃更が、わざわざラムサスとしたい話があるだろう事は理解できるものだった。

　そして──その話が大切なものである事も。

　……だって。

　レオハルトや魔ま神じんケイオスとの戦いの中で、刃更は澪と同じ紅のオーラを纏まとい、さらには重力波の斬ざん撃げきまで放ってみせた。

　それは刃更が『母親』から受け継ついだ力によるものだという。

　澪達がその話を聞いたのは、魔神ケイオスとの戦いの後──落ち着いて話ができる状態になってからだ。刃更自身はレンドヴァルへ向かう前に、迅じんから自身の母親についての話を聞かされており、だからこそ現魔ま王おう派との決戦における切り札の一つにできるよう、あの力を使いやすい状態になるための薬を秘ひ密みつ裏りにシェーラに頼んでいたらしい。

　よって魔界を離はなれる前に、ラムサスから母親の情報を聞きたいと思っても不思議はない。ラムサスがウィルベルトの兄であるという事は、刃更の母親にとってもラムサスは兄であり──そして刃更にとっては澪と同じく、彼は伯父おじに当たる存在なのだから。

　それは、決して公おおやけにしてはならない秘密。

　……でも。

　あの力を見せてしまった事で、一部の者達の間では刃更の出自については様々な憶おく測そくが飛び交かっているという話だった。公には、偉い大だいなサキュバスとして名を馳はせているシェーラが作った薬の効果によるものと誤ご魔ま化かしてはいるが、刃更の霊れい子しパターンを詳くわしく調べられたら言い訳はできない。これもまた、澪達が早く人間界へと戻もどらなければならない理由でもあった。すると、

「大丈夫よ。刃更君へ集まっている関心については、一時的なもので終わるから。彼の素す性じようについては確たる証しよう拠こがないけれど、魔神ケイオスの復活や枢すう機き院の全メンバーが死亡したというのは紛まぎれもない事実。その混乱もまだ治まっていないというのに、これまで争っていた穏健派と現魔王派が休戦を結んでさらに先へ進もうとしているのよ？」

　解わかるでしょう。

「既すでに事態は新たなステージへと進み始めているわ……魔界中の注目は、あっという間にその主役であるラムサスとレオハルトへと向けられる事になる。この後すぐに人間界へ戻ってしまえばもう大丈夫よ」

　それよりも、とシェーラ。

「前にも言ったけど、私としては、今後の貴女あなた達の関係の方が心配ね」

「え──…？」

　予期せぬ言葉にキョトンと眼めを丸くした澪達に、

「刃更君達の話はまだしばらく掛かるでしょうし……今の内に話しておきましょうか」

　と、苦く笑しようしながらシェーラは言った。その瞳ひとみの奥に、僅わずかに冷たい色を含みながら、

「──刃更君が抱かかえている『危あやうさ』について」




　　　　２




　ウィルダート城で行なわれる、穏健派と現魔王派のトップ会談の時間が迫せまる中。

　準備の指揮を執とっていたルキアは既に、警備計画までを含めた最終確かく認にんを終えていた。

　そしてルキアの姿は今、議場となる広間とは別の場所にある。

　ウィルダートの市街地を一望できる屋上だ。この場所には現在、ルキアの他ほかにふたりの存在があった。彼らから少し離れた場所で控ひかえているルキアの前で、

「待って下さい。という事は、今後は──」

「──そうだ。今後、我々がお前達と関かかわりを持つ事は基本的にない」

　刃更が発した問い掛かけに、ルキアの主あるじ──ラムサスが淡たん々たんと言い放った。

　──現在、刃更とラムサスの視線は交わってはいない。

　刃更はラムサスを見ているが、ラムサスの方は刃更へ背を向け、眼下に広がっているウィルダートの市街地を眺ながめたままでいるためだ。

　ラムサスが口にした考えは、既にルキアも聞かされていたものだった。それは穏健派を始めとする魔界の魔ま族ぞくが今後取る事になる、刃更達に対するスタンスだ。

「自覚しているだろうが、お前達は魔界における新たな争いの種となる危険性が高い」

　と、重じゆう厚こうな声でラムサス。

「我々と現魔王派との間で軍事同盟が成されようとしているこの大事な時期に、下手にお前達と関わりを持つような真似まねをすれば、互たがいの勢力内に要いらぬ企たくらみを持つ者が生まれかねない。周囲の勢力にも余計な疑念や憶測を抱いだかせるだろう」

　よって、

「そうならぬためにも、我々魔族はお前達との接点を可能な限り絶つ……無論、それでも良からぬ企みをする者が内外に出る可能性がある以上、引き続きこちらからは万理亜を付ける。お前が主従契約を結んだゼストも加わる事を考えれば、自衛のための戦力としてはひとまず不足はなかろう」

　とはいえ、とラムサスは付け加えるように。

「公平性と透とう明めい性せいを保つため、同盟相手の現魔王派からも引き続き監かん視し役が派は遣けんされる事となるだろう。だが今後は敵勢対象としてではなく、あくまで我らや他の勢力を始め、何者かがお前達の力や存在を利用しようとしたり、命を狙ねらう事のないよう見張るためのものだ。あの娘にウィルベルトの力を預けたまま戻す以上、この程度の条件は吞のんで貰もらう」

　そして。

「もしお前達に深刻な問題が生じた場合は、速すみやかに穏おん健けん派と現魔王派の両者で公正に協議し──解決策を実行する」

　それは刃更達にいざという事態が起こった際は、必要ならば穏健派と現魔王派の両方が介かい入にゆうする事を意味していた。

「……それは、心強いです。ありがとうございます」

「──何を勘かん違ちがいしている？」

　感謝の言葉を口にした刃更に、釘くぎを刺さすようにラムサスが言った。

「もし事態が我々の予想を超こえて深刻化し、救出などが困難であると判断した場合は、危険を回かい避ひするために我らの手でお前達を葬ほうむる可能性があるという事だ」

「………………」

　冷たく言い放つラムサスに、刃更は無言を返していた。しかし、

　……刃更殿どの？

　刃更を見ていたルキアは、思わず眉まゆを顰ひそめた。

　彼の浮うかべる表情が硬かたいものではなく、穏おだやかなものになっていたからだ。そして、

「そうやって、最後まで突つき放した態度を貫つらぬくつもりなんですね……貴方あなたは」

　溜ため息いき混じりにも聞こえる口調で呟つぶやくと、刃更は一息ついてラムサスに言った。

　真っ向から向き合う言葉で、

「このまま本当の事は言わずに、澪と別れるつもりなんですか？」







　東城刃更は、ゆっくりとラムサスが己おのれの方へと振ふり返ったのを見た。そして、

「……何の話だ」

　こちらの言葉に込められた『真意』を探さぐるように問い掛けを放ってくる。

「今から言うのは、俺の勝手な推測で何の証拠もない話です」

　そう前置きをしてから、刃更は話し始めた。

　それは現魔王派との決戦の前──ベルフェゴールを暗殺する計画を考えつき、実行に至るまでの過程で辿たどり着いた、東城刃更の考える『真実』。

「貴方の澪に対するこれまでの態度や接し方は、はっきり言ってアイツに好意的なものじゃなかった。アイツがどれだけ危機に陥おちいっても、万理亜以外の護衛は決して寄よ越こさず、澪の命を軽視しているかのような決定を下したりして……貴方は徹てつ底てい的に澪を避さけ、自分から遠ざけ続けてきた」

　何故なぜか。

「俺に事情を教えてくれた奴やつは、自分ではなく弟が魔王となった事が気にくわなかった貴方が、姪めいである澪の事を疎うとましく思っている節があると言っていました」

　かつて滝たき川がわが口にしていた推測を、刃更は敢あえて告げた。

　だが次に行なったのは、その証明ではなく反証だ。

「だけど今回、貴方は澪をこの魔ま界かいへ呼び寄せ、アイツの中にある先代魔王の力を抽ちゆう出しゆつしようとした。俺達がゾルギアを撃げき退たいしてみせた事で、クラウスさんのような澪に次代の魔王を望む声が強まり始めてしまった事が原因でしょう」

　クラウスのウィルベルトへの崇すう敬けいと、だからこそ澪を正統な後こう継けい者しやとして据すえようとする彼の思おも惑わくは明らかだった。しかし、そんなクラウスとラムサスは対立した。

「澪を祭り上げようと訴うつたえる彼らに対し、貴方は澪ではなく自身があの力を手に入れると主張した。普ふ通つうに見ればその行動は、優ゆう秀しゆうな弟に先を越こされたプライドの高い兄が、自らの虚きよ栄えい心を満たそうとした勝手な振る舞まいに取れる」

　だからこそ刃更は魔界へ来た日の晩──この場所で澪を侮ぶ辱じよくするような発言をしたラムサスに食くって掛かった。これまで澪を放ほうっておきながら、事情が変わったら自分達の勝手な都合を押し付け、澪を利用しようとするラムサス達が許せなかったからだ。

「でも……」

　と、刃更はルキアを見て、

「ルキアさんと万理亜の関係が、視点を変えて物事を見るヒントになったんです」

「私とマリアの……？」

　眉を顰めたルキアに、刃更は「ええ」と頷うなずいて、

「こっちへ来る前に『近視眼的になるな。柔じゆう軟なんに物事を見ろ』とアドバイスをくれた人がいたんです。彼女はこれまで、何度となく俺に大切な助言をくれた人で……だからこそ、彼女の言葉が俺の頭の中には残っていました」

　そして、

「ルキアさんと万理亜を見ていて改めて思ったんです……家族に対して注がれる愛情は、必ずしも目に見えるような単純な優やさしさだけじゃないんだって。そして親父おやじとこっちで再会して、その想おもいは確信に変わりました」

　導き出されたもの。それは、

「俺たち子供が過去から繫つながる今を生きる事だけで精せい一いつ杯ぱいでいる中で、親たちはその先まで──俺たちの未来まで見み据すえてくれているんだと」

「………………」

　刃更の言葉に、ラムサスは表情を変える事なく無言を保っていた。

　感情の読めないラムサスの顔からは、彼の沈ちん黙もくに込められた真意は窺うかがえない。

　だが、東城刃更は構う事なく言った。




「そこで見方を変えてみたんです。貴方のこれまでの澪に対する態度や行動は、貴方自身のプライドを満たすためのものではなく、全て澪のためだったとしたら……って」




　もしそうだとしたら、これまでにあった全ての事の意味が連れん鎖さ的に逆転を始める。

「先代魔ま王おうウィルベルトは、自分の配下を両親役にして、娘むすめである澪を人間界で人として育てさせました……それは一人娘の澪が、この魔界で政治の道具にされないようにするためだった。貴方のこれまでの行動や決断は、そんな娘を想うウィルベルト王の意志の延長線上に置く事もできる」

　何故ならば、

「万理亜しか護衛を寄越さなかったのは、必要以上に護衛を付ける事で、澪が穏健派の姫ひめとして認にん識しきされてしまうのを防ぐため。自分から遠ざけていたのもそう。澪が魔界の政治に巻き込まれないよう、極力接点が生じないようにしていた、としたら筋は通る」

　そして、と刃更。

「そこまで澪の事を考えていたとしたら、恐らくアイツに対する保険は何重にも掛けられていた筈はずだ……シェーラさんの話では、ウィルベルト王が澪にあの力を受け継つがせたのは、アイツを守るための保険の一つだった。無論、受け継がせてしまう事で狙われてしまう確率は上がるかもしれないけど、放って置いたってそのリスクはある」

　それに、

「最初にゾルギアが澪を狙った時も、貴方が万理亜に成体化のための『鍵かぎ』を渡わたす事を許可していたからこそ、ギリギリの所で事なきを得た……でも、本当はそれだけじゃなかったんでしょう？」

　そこで刃更は視線を再びルキアへと向け、

「ルキアさん……ゾルギアがシェーラさんを人ひと質じちにした時、万理亜から判断を仰あおがれた貴女あなたは、問題ないから澪の護衛任務に集中するように言ったそうですね」

「………………」

　ルキアは無言のままスッと表情を硬いものにした。それは肯こう定ていの沈黙であると同時に、刃更の言っている内容が隠かくされていた真実へと近付きつつある事を意味している。

　その真実の一いつ端たんを、東城刃更は口にした。ルキアではなくラムサスを見据えて、

「でもそれは、ルキアさんがシェーラさんを見捨てたんじゃない……彼女はわざとゾルギアに捕まっていたんじゃないですか？」

「………………………………」

　それは、全てを逆転して考えた事で見えてきたもの。ラムサスの放った長い沈黙を、刃更は己の推理の正しさへの後押しに変えながら、

「だってそうでしょう。シェーラさんは、貴方やルキアさんですら気付かないような空間トンネルを構築できるんです。そしてゾルギアは、シェーラさんを自分の館やかたとは別の場所に捕とらえていた。その気になれば、逃とう走そうするチャンスは幾いくらでもあった筈なんです」

　だが、シェーラは逃にげようとはしなかった──何故か。

「監かん視し役を更こう迭てつされてもなお、ゾルギアは澪を諦あきらめようとはしなかった……だからシェーラさんはゾルギアに捕まっているフリをして留とどまっていたんです。ゾルギアの澪への強い執しゆう着ちやくが危険なものである事から、澪が囚われの身になってしまった時の事を考えて」

　これはシェーラの独断ではなく、ラムサスも関かかわっていた可能性が高い。何せ、

　……ルキアさんは、シェーラさんの狙ねらいを知っていたんだからな。

　だからこそ、万理亜に対して任務に集中しろと指示したのだ。そして──主あるじに忠実である彼女が、ラムサスに無断でそんな真似まねをするとは思えない。

　よって必然的にラムサスも知っていたという事になる。

「そう。全ては澪のために──アイツを守るために貴方達が考えた事だった」

　静かに……しかしハッキリした声で刃更は言った。

「だけど、先刻さつきも言ったように俺達がゾルギアを撃退してしまった事で、穏おん健けん派と現魔王派の注目が澪へ強きよう烈れつに集まってしまった。澪を魔界の政治の道具にさせないためには、アイツから先代魔王の一人娘という価値を失なくさせるのが一番手っ取り早い。だから貴方あなたは、澪から例の力を抽出しようとしたんです」

　それはきっと、やむを得ない判断だったのだろう。

「澪から切り札を奪うばう事になるし、それこそ澪が魔ま力りよくそのものを失ってしまう可能性もあったが、貴方は構わなかった……ただの人間として、普通の女の子として澪が生きるにはその方が都合が良かったし、それに今のアイツにはゾルギアを退けた俺達もいる。よってリスクを負ってまで、ただの女の子になってしまったアイツを狙う者は減ると考えた」

　何せ、

「穏健派のトップに立つ貴方は、澪の存在を軽視するような態度を取り続けていましたからね。他ほかの勢力からしてみれば、力を失った澪はいよいよ穏健派に対する人質としても利用価値がなくなる。だから貴方は澪から例の力を抽出し、アイツの事を俺達に任せて、魔界の問題は自分の手で解決しようと考えた。しかし、その前に英えい霊れいを使用した現魔王派の襲しゆう撃げきがあり、結果として俺達が前面に出るしかなくなってしまった」

　でも、と刃更。

「そうなると、疑問も出てくるんです……」

　それは。

「貴方が穏健派の下もとに現れたタイミングと、澪に対して厳しい態度や考えを取っていた事です。貴方が俺の推測したように、兄として弟であるウィルベルト王の遺志を汲くみ、伯父おじとしては澪を大切に想ってくれている存在だとして。もしそうなら、貴方がわざわざクラウスさん達と対立する立場を取る必要はない。ウィルベルト王の遺志だからと、澪を巻き込まないように彼らに積極的に呼び掛かけた方が、ずっと事は穏おん便びんに運んだ筈です」

　すると、

「……矛む盾じゆんが生じたのは、自分の推測が誤っているからだとは思わないのか？」

　ようやくラムサスは口を開いた。彼が口にした言葉は紛まごう事のない正論だ。だが、

「──思いませんね」

　東城刃更は、己おのれへ向けられた正論を撥はねのけた。何故ならば、

「身を挺ていしてケイオスから澪を守ってくれた時の貴方と、最後にウィルベルトの力を使って意識を失ってしまったアイツを優しく抱だき留めた貴方の顔を、俺は見ています。貴方が本当は澪を大切に想っていた事……それは疑いようのない真実だ」

　そう断言の口調で言った刃更は、

「だから俺はこう考えます。貴方が澪に対して厳しい態度を取り続けていたのは、『そうするしかなかった』何らかの事情があったからだと」

　ラムサスが澪を想っていたという前提条件はそのままに、その可能性を追求する。

　──そのために必要な事を、東城刃更は行なった。

　ラムサスが穏健派の前に姿を現した──その前にまで時計の針を戻もどしたのだ。

　そして推理を重ねた上で導き出した結論は、

「──穏健派は、一時期は魔ま界かい最大の勢力を誇ほこっていたそうですね」

　刃更は低いトーンで語り始めた。真実へと近付きつつある興奮を抑おさえるように、

「ただしそれは、平へい穏おんを望む先代のウィルベルト王の考えに賛同するというよりは、最強の魔王と謳うたわれた彼のカリスマ性に惹ひかれて集まった者が大半だったと聞いています……自分達の王を慕したい、彼の強大な力を誇った穏健派の兵士達からは、戦後は各勢力の和平によって魔界に平穏がもたらされるよりも、穏健派の支配による魔界の統一を求める声の方が大きかったんじゃないですか？」

　ウィルベルトに対する信しん奉ぽうぶりが凄すさまじかった事は、クラウスが良い例だ。

　死してなお、あれ程ほどの影えい響きよう力を有しているのだ。魔王の座に就ついていた頃ころのウィルベルトに周囲が感じていたカリスマ性は、今の比ではなかっただろう。

　……でも。

　それは『穏健派』という名前や思想とは真逆の、力による支配。

　枢すう機き院と何も変わらない、独善的な思考だ。誰だれよりも平穏を望みながら、皮肉にも最強の魔王としてのカリスマ性が、彼を苦しめる事になった。

　──ウィルベルトにとって、それは何よりも辛つらい状じよう況きようだっただろう。自分を慕う者達が、自分に枢機院の代わりを求め、魔界を支配するように求めてくるのだから。

　そうして日に日にコントロールが難しくなり、暴走へと事態が突つき進もうとする中で、最強の魔王は考える。自分が理想とする穏健派の姿を取り戻し、枢機院による陰かげの支配や影響から脱だつ却きやくして、魔界に真の平穏をもたらすにはどうすれば良いかと。そして、

「そんな穏健派の暴走を止めるためにウィルベルト王が導き出した答え──それは自らが消える事だった」

　しかしいざという時に備え、穏健派を守れるようにはしておきたい。たとえどれだけ増長しようと、彼らはウィルベルトにとって守るべき、大切な存在なのだから。

「よって最強の魔ま王おうの死として説得力があり、かつ他の勢力に対して一定の抑よく止し力りよくを残すとしたら、誰かに敗北して殺される類たぐいのものは避さけたい。かといって事故も難しい。王が事故で亡なくなったとしたら、その原因は徹てつ底てい的に追つい及きゆうされてしまうでしょうから。そうした事情を考えると、病死が最もそういったリスクが少ない」

　しかし、他にも考えなければならない事があった。

　むしろ、そちらの方がウィルベルトにとっては重要だ。それは、

「ただし──それで娘むすめの澪にしわ寄せがいってしまう事態だけは何としても避けたい」

　だから、とラムサスを真っ向から見み据すえながら刃更。

「人間界で配下を養父母にして澪を人として育てさせ、自身は魔界からその成長を見守りながら、タイミングを見計らって病で死んだと偽ぎ装そうし──別の存在として戻ってくるという計画を考えた」

　一息。

「偉い大だいな魔王が死んだ事で穏健派がどのように変わるか、増長と野心の暴走にストップが掛かるのかと、枢機院がどのように動くかを見定め──その全すべてに対応するために」




　　　　３




「刃更の危あやうさ……？」

　シェーラの忠告のような言葉に、野の中なか柚希は眉まゆを顰ひそめた。柚希が発したオウム返しの問い掛けは、他の少女達も抱いだいたであろう疑問の筈はずだ。こちらが促うながしの瞳ひとみで見ると、

「今回の現魔王派との一連の戦いにおける、刃更君の活かつ躍やくは素す晴ばらしいものだったわ」

　そう言って、幼い外見の偉大なサキュバスは語り始める。

「ウィルダートの市街戦では、魔界で知らぬ者はいないとまで言われる英えい雄ゆうガルドを退け、レンドヴァルでの決戦においては、それこそ現魔王のレオハルトと互ご角かく以上に渡わたり合ってみせたんだもの。まあ、どちらも途と中ちゆうで邪じや魔まが入ってしまったけれど……」

　それでも。

「ウィルダートでは枢機院が送り込んだ上位英霊を、レンドヴァルでは魔ま神じんケイオスを撃げき退たいする上で重要な役割を果たしてもいる」

　そう言ったシェーラに、

「つまり……刃更さんが目立ちすぎてしまったのが良くないって事ですか？」

「今後は刃更様の存在が危険視され、狙われてしまう可能性がある……と？」

　万理亜とゼストが問うと、シェーラは「いいえ」と首を横に振ふって、

「確かに刃更君の活躍は鮮せん烈れつなものだったし、危険視する者が全くいないとは言い切れないけれど……それでも穏健派と現魔王派はこれから和平交こう渉しようを始めるわ。それが成立すれば、他の勢力との戦力差は今まで以上になる。もはや迂う闊かつには手を出せなくなる程にね」

　だから。

「そのためにラムサスとレオハルトは同盟を結んで、敵対や緊きん張ちよう状態にある他の勢力とも休戦へ持ち込むつもりでいるのよ。魔界から一気に争いの種をなくすためにね」

　よって、とシェーラ。

「そのためには、今回の決戦での立て役者から貴女あなた達は外れて貰もらった方が都合が良い……でも、これは貴女達にとっても悪い話じゃない筈よ。だって貴女達がそもそもこちらの世界へ来たのは、この魔界の政治に澪ちゃんと──そして貴女達全員が巻き込まれないようにするためだったんでしょうから」

「…………はい」

　澪が返した頷うなずきの言葉は、この場にいる皆みんなの想おもいを表すものだ。

　柚希の個人的な感情を言えば、刃更の功績が認められれば……という想いはある。

　……だって。

　魔ま族ぞくの二大勢力間の戦争を終結させた──それは魔界の歴史を変えたという事だ。

　それだけの偉い業ぎようは、それこそあの迅ですら成し遂とげてはいない。この事を《里》が好意的に受け止めれば、刃更達に下されている追放処分だって撤てつ回かいされるかもしれない。

　……でも。

　魔族同士の争いを止めた事を、《里》が良く思わない可能性もある。放っておけば魔族の勢力が衰すい退たいしたかもしれない状況を止めてしまったと考えれば、刃更の──自分達のした事は、勇者の一族にとって望ましいものではない。

　そういう意味では、シェーラの言っている事は柚希達にとっても納なつ得とくのできるものだった。魔族からにせよ、勇者の一族からにせよ、眼めを付けられたり狙ねらわれたりしてしまうような事態だけは避けなければならない。

　……それに。

　残念ながら現状、今回の件が明るみに出ると問題となる可能性の方が高いのだ。

　その理由をシェーラが言った。

「何より──刃更君が、澪ちゃんがウィルベルトから受け継ついだのと同じ、重力系の力を使っていた事は、魔界だけでなく他ほかの勇者の一族には知られない方が良いでしょう？」







　シェーラの言葉は、その場に沈ちん黙もくを生むには充じゆう分ぶんすぎる程の力を有していた。

「……その顔だと、もう知ってるみたいね。刃更君がサフィアちゃんの──ウィルベルトの妹の血を引いている事は」

　確かく認にんするかのようなシェーラの問いに、即そく座ざの肯こう定ていを返した者がいた。

　ゼストだ。

「はい……昨夜、刃更様より教えていただきました」

　そう言って、ゼストは己おのれの脳のう裏りに思い浮うかべる。

　現魔王派との決戦において、刃更があの力を使って見せた時の事を。

　それはいかに刃更の事を慕っているゼスト達でも、そのまま流せるものではなかった。

　だから決戦の後──空間転移でウィルダートへと戻り、そして一息をついたタイミングで、ゼスト達は刃更に尋たずねた。どうして刃更が重力系の力を使えたのかと。

　──刃更に聞く前に考えていたのは、澪との主従契けい約やくが関係している可能性だった。

　主従契約は、主あるじと配下が主従の絆きずなを深める事で互たがいの力を増す事ができる。そして力の増加は、主従関係の強さと、忠誠度の高い配下の数に比例する。高位魔族に主従契約で多くの配下を持つ者がいるのはそのためだ。そしてレンドヴァルのゲスト用居館で、主従関係を深めるために自分達が行なった淫みだらな媾まぐわいを通して、刃更と澪の関係はさらに進化を遂げていた。何せゼスト達が限界を迎むかえた後、澪だけが飛ばしていた意識を取り戻し、そこからさらに刃更と明け方まで快楽と絶頂を共にしていたというのだ。

　；…きっと。

　決戦前にウィルダートを出る時は、主従契約を結んでいる自分達三名の中で最も刃更への忠誠度が低いとシェーラに診しん断だんされてしまった事が引っ掛かかっていたのだろう。

　そうして主と配下の関係が凄まじく深まった事で、配下である澪の力を、主の刃更が一部使えるようになったのではないか。

　……そんな可能性を考えましたが。

　しかし事実は全く違ちがった。ゼスト達の問い掛けに刃更が語ってくれたのは、レンドヴァルへと発たつ前、迅から自身の生まれについて……母親の素す性じようについて初めて聞かされた時の事だった。そして、ゼスト達も知ったのである。

　刃更の秘密を──彼の母親が、先代魔王ウィルベルトの妹だった事を。

　──刃更は魔族の血を引いていた。

　その事実は、当然ながらゼスト達にも大きな驚おどろきを与あたえた。

　とはいえゼストと万理亜は、驚きこそあったものの、すぐに受け入れる事ができた。

　ゼストはもう、刃更を己の絶対の主として、固く忠誠を誓ちかっていたからだ。

　自分が魔族であろうと、刃更が元勇者の一族であろうと関係ないように、たとえ刃更が何者であろうとも、ゼストは己の全てを彼に捧ささげると決めている。それは魔族として生まれ育った万理亜も同じらしく、動どう揺ようした様子はほとんど見受けられなかった。

　……ですが。

　残る澪・柚希・胡桃の三人はそうはいかなかった。

　特に、勇者の一族である柚希と胡桃からしてみれば、刃更が魔族の血を引いていたという事実は喜ばしいものではない。ゼストと同じく、何があろうと刃更に付いてゆく事を既すでに決めている柚希は、まだどうにか自分の中で感情を落ち着かせる事ができていたようだったが、胡桃にはかなりの動揺が見て取れた。

　だってそうだろう。胡桃は《里》から刃更達の監かん視しに加え、問題発生時には最悪の場合、刃更達を始末するようにと指示を受けているのだ。それは、刃更達にとって不利益な情報を《里》に秘密にしていれば有う耶や無む耶やにできるようなものではない。《里》を裏切るような真似まねをすれば追っ手が掛かるし、胡桃や柚希の両親もただでは済まないからだ。

　そのため、どうして良いか解わからずに徐じよ々じよに混乱を強めていった胡桃は、最後には泣きじゃくり始めてしまった。

　……そして。

　もう一人、ある意味では胡桃よりも心を乱したのが澪だった。

　人として育てられながら、ある日いきなり養父母を殺され、さらには先代魔王の娘だと知らされた──自分が人間ではなかったという真実は、これまでの澪の人生を根底から覆くつがえすものだ。そのショックは凄すさまじいものだっただろう。

　──しかし、刃更は全てを知った上で、それでも澪を家族として受け入れた。

　先代魔ま王おうの娘むすめという正体を知ってもなお、自分を受け入れてくれる人がいる……刃更の存在は、澪にとって救いだったに違いない。だけど刃更と主従契約を結び、彼との絆が強まり距きよ離りが縮まるにつれて、自分と彼が異なる種族であるという事実は、澪をずっと苦しめてきた事だろう。それでも、やっとその事をどうにか乗り越こえようとしていたというのに、そこへ刃更も魔族の血を引いていると知らされたのだ。

　……感情を混乱させて当然です。

　刃更が自分と近しい存在だった事が嬉うれしくないと言えば噓うそになる。だが、自身が魔王の娘だったと知らされた時に大きなショックを受けた経験を考えると、刃更はもちろん柚希や胡桃の事を思うと、自分勝手に喜ぶ事なんてできない。

　だが先に泣き出してしまっていた胡桃につられて感情を抑おさえられなくなったのか、澪もまた涙なみだを流し始めてしまって──だから全員で澪と胡桃をそっと抱だき締しめた。

　泣きじゃくる二人を寝しん室しつへと運び、ゼストが万理亜や柚希と共にベッドの上で優やさしく彼女達の服を脱ぬがして──そして刃更が、澪と胡桃に教えたのである。

　レンドヴァルで共にした夜のように……全員で肌はだを重ねて、体温を同じにしながら、たとえ何があろうと自分達は変わらないし、そして変わる必要もないのだと。

　そうして全員で絆を確認し合った事で、どうにか澪と胡桃は落ち着く事ができたようだった。無論、感情が落ち着いても勇者の《里》との間に発生するであろう問題までもが解決する訳ではない。よって、

「その件については、向こうへ戻もどってから改めて全員で考える事になっています」

　とゼストが告げると、

「そうね……まあ、その事についてはそれで良いと思うわ」

　と、シェーラは彼女の抱いだく懸け念ねんが別にある事を遠回しに言ってきた。

「他にも何かあると……？」

　ゼスト達が見み詰つめる事で答えを求めると、

「まあ解らないのも無理はないわね……貴女あなた達は刃更君に対して特別な感情を抱いているもの。だから、無む茶ちやをされると心配になりながらも、彼が活かつ躍やくしたり、自分達のために戦ってくれると嬉しくなってしまう。全すべては貴女達のためにしてくれた事だから」

　シェーラは苦く笑しよう混じりの嘆たん息そくをして言ってくる。だが直後、スッと眼を細めて、

「でも──そんな無茶が続けば、いつか刃更君は命を落とすわ」
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　冷たく言い放たれたシェーラの断言に、

「──────」

　野中胡桃は、まるで心臓を冷たい手で摑つかまれたかのように身を震ふるわせた。

　胡桃だけではない。他の四人も、一様に顔を青ざめさせている。そんなこちらに、

「貴女達は馬ば鹿かじゃない。薄うす々うすは気が付いているし、少しずつ怖こわくもなってきている筈はずよ。刃更君の異質さにね」

　と、シェーラは厳しい表情を崩くずさないまま、静かな口調で語り始める。

「戦いの勝敗はその時々の状じよう況きようや運に大きく左右されるものだし、単純な強さだけを比べるものじゃない……けれど、それでもガルドやレオハルトは、本来なら刃更君の歯が立つような相手じゃなかったし、もっと言うなら戦うべきですらなかった。だけど、それでも彼は必要だと判断したら、それを成し遂げるための道を探し、最後には僅わずかな可能性を見つけてしまう」

　そう言って、シェーラは深く嘆息した。

　そして何かを思うように、視線をふっとオルドラの森の地面へと落とし、

「聞けば彼の《無次元のバニシング執行シフト》は、事象の根源……『天元』を見定めて断たつものだそうね。それは普ふ通つうの人間はもちろん、私達でも視みる事はおろか感じる事さえできないものよ。勇者の一族にも、同じ真似ができる者はいないでしょう」

「………………」

　シェーラの言葉に、胡桃と柚希が肯定の無言を返すと、

「多分それは、彼の中に流れる特とく殊しゆな血が可能にしている力よ……そんな特別な眼を持っている彼だからこそ、たとえどんなに苦しい状況からだろうと、自分の大切なものを生かす活路を見み出いだしてしまう。その道を選ぶ事で、自分の身や命が危険に晒さらされる事などまるで顧かえりみずに」

　恐おそらく。

「幼い頃ころに遭そう遇ぐうした悲劇の経験から、自分の大切なものが失われてしまう事に対して強い拒きよ絶ぜつ感……いえ、恐きよう怖ふ感があるんでしょうね。だから彼は死に物もの狂ぐるいで戦ってきたし、これまではそれで上手うまくいっていた。きっと運も味方してくれていたんでしょう」

　でも、とシェーラは強い口調で否定の言葉を置いて言った。

「──この次も、彼が無事とは限らない」

　断言にも似たその宣告に、

「それは……っ」

　とっさに胡桃は何か言い返そうとした。もちろん反論するためだ。

　そんな事には絶対にさせない──そうこちらが言い返すより先に、

「悪いけれど、もう一つ問題があるわ……」

　シェーラは別の不安を割り込ませてくる。

「そんな風に大切に想おもっている貴女達に、もしも何かあった時……刃更君はきっと、自分で自分を許せなくなる筈よ」

　確信めいた口調で、

「そして……そうなったが最後、刃更君はもう今の彼ではいられなくなる。私の周りにも大切なものを抱かかえ込んで、思い詰つめて、なのにそれを失ってしまって……心の中に生まれた抱えきれない程ほどの憎ぞう悪おや後こう悔かいに吞のみ込まれていった奴やつがいたわ。貴女達も、自分の力が及およばずに刃更君を失った時の事を想像すれば理解できるでしょう」

　その言葉に、

「…………………………………………」

　胡桃達の間に生まれた無言は長く、そして重いものとなった。

　そこへ、

「ちなみにその『変わっちゃった奴』ね……胡桃ちゃん以外は知っているわよ」

「え……？」

　胡桃が思わず声を上げ、自分以外の皆みんなを見ると、

「まさか、それって──…」

　ハッとなって言ったのは万理亜だ。そしてシェーラは、ある男の名を言った。

「そう──ゾルギアよ」







　成なる瀬せ万理亜は、母親が口にした男の名を呆ぼう然ぜんとした想いで聞いた。

　決して忘れる事のできない、忌いまわしい因いん縁ねんの相手に、

「……あの男が」

　とてもじゃないが俄にわかには信じられずにそう呟つぶやくと、

「それが当然の反応よね……でも、ゾルギアだって最初からああだった訳じゃない」

　と、苦笑しながらシェーラ。

「あれで昔は意外と気の良い奴だったわ……でも、何よりも大切にしていた女性を失ってから、アイツは変わってしまった。亡なくした彼女を必死に甦よみがえらせようとして、過去のあらゆる文ぶん献けんを調べ上げ、様々な禁きん呪じゆに手を出していってね」

　ふとシェーラの眼めが、虚こ空くうへと向けられた。

　遥はるか彼方かなたを見るかのようなその瞳ひとみは、遠い過去へ思いを馳はせるものだ。

「その途と中ちゆうで無数の怪け我がをして、様々な呪のろいを受けたりもしたけれど、それでもアイツは決して止まらなかった。外見が醜みにくく変わろうとも、ただひたすらに力だけを求め続けて……そうして、いつしか魔ま導どう生命体の分野では魔ま界かいで比類のない存在にまで上り詰めた」

　そして、とシェーラ。

「そうやって生み出されたのが、ゼストちゃん──貴女よ」

「…………………………」

　告げられた真実に沈ちん黙もくしたゼストの隣となりで、成瀬万理亜は一つの事を思い出す。

　……じゃあ、もしかしてあれは……？

　万理亜の脳のう裏りに浮うかんだのは、シェーラがまだ囚とらわれの身だった頃。

　ゾルギアの留守中に彼の部屋へと忍しのび込んだ万理亜は、シェーラの居場所を示すヒントがないか探す過程で、ゼストの姿が収められた古い映像投射装置を発見した。あれはゼストではなく、シェーラの言うゾルギアの大切な女性だったのだろうか。すると、

「でも、たとえどれだけ精せい巧こうに作ったところで、死んだ者が生き返る訳じゃないわ……だから失ったものが決して戻らない事を悟さとると、アイツは全てのものに価値を見出せなくなった。そして全てを諦あきらめると、魔界に遊ゆう戯ぎ場を作り、おぞましい快楽へと溺おぼれていった」

　でも、とシェーラ。

「今となってはもう解わからないけれど……色しき欲よくの権ごん化げとなったアイツが、それでもゼストちゃんにだけは自分の相手をさせなかったのは、アイツの中に残っていた最後の良心だったのかもしれないわね。たとえ外見が同じだけの別の存在だろうと、既すでに汚よごれてしまった自分にはもう、かつて大切だった女性に触ふれる資格はないからと」

　遠い眼をして語るシェーラに、その過去を知らない誰だれもが重い無言となってしまう中、

「…………関係ないよ、そんなの」

　そう言って、ゼストの手をギュッと握にぎった少女がいた。

　胡桃だ。それはこの場でただ一人、直接ゾルギアを知らないからこそ言える言葉で、

「そいつの過去にどんな事情があろうと、ゼストを酷ひどい目に遭あわせて良い理由にはならないし、澪の育ての親を殺した事が許される訳じゃない……ゼストがそいつの配下だった事だって、もう全部終わった過去の話だよ。今さら気にする必要なんか絶対にない」

「胡桃さん……」

　断固とした口調の胡桃に、驚おどろきに眼を見開いたゼストへ、

「その通りよ。これは、アイツの過去を知る私の感傷。貴女達にとって、ゾルギアはただの下げ種す以外の何者でもない。それが全てよ」

　だから、とシェーラ。

「ゼスト……貴女は、貴女に愛情を注いでくれる存在を想い、そして大切になさい。それが貴女にとっての幸せなのだから」

「はい……大だい丈じよう夫ぶですシェーラ様」

　と、しっかりとした口調でゼスト。

「今の私はもう──刃更様のものですから」

「それで良いわ。ただ……もし貴女達を失えば、刃更君もゾルギアのようになってしまう可能性があるって事だけは覚えておいて」

「平気……刃更は絶対にそんな事にはならない」

　柚希が断言の口調で返すと、しかしシェーラは意地の悪い表情で言った。

「あら……そうかしら？　サキュバスの催さい淫いん特性で主従契けい約やくを結んでいる今の貴女あなた達のしている事は、ゾルギアがアイツの女達にしていた事と、既にそこまで大差のあるものじゃないと思うのだけれど」

　そんなシェーラの言葉に、

「……刃更を、あんな男と一いつ緒しよにしないで下さい」

　震える声こわ音ねでそう言った者がいた。だから、

「澪さま……」

　万理亜は思わず彼女の名を呼んでいた。

　そしてこちらの視線の先では──唇くちびるをきつく嚙かんだ澪がシェーラを見み据すえている。
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　成瀬澪は我が慢まんできなかった。

　当然だ。自分達と刃更の関係が、あのゾルギアが女達にしていた事と変わらない……そんなシェーラの物言いは、澪にとって最大の侮ぶ辱じよくだった。たとえ様々な事で世話になり、大恩のあるシェーラだろうと、とてもじゃないが承服できない。

　しかし、幼い外見のサキュバスはふっと苦く笑しようして、

「刃更君を慕したう貴女達は、そう言うでしょうね……そしてその想いは多分、刃更君が何かで変わってしまったとしても、決して揺ゆらぐ事はない」

　でもね、とシェーラ。

「事情を知らない者からしてみれば、貴女達の関係は決して理解できるものではないわ。しかも刃更君は貴女達のために必要と判断したら手段を選ぶ事はせず、手を汚す事も厭いとわない。貴女達を守る為ために必要なら内ない緒しよで敵の可能性があったラースとだって手を組んだり、彼と共きよう謀ぼうして密ひそかにゾルギアを始末したり、今回の戦いでも切り札を増やすために、私に危険な薬を用意するように頼たのんできたように」

　そして。

「そんな判断を下し、実行に移せてしまう刃更君の事を、普通の者は恐れるわ。たとえば澪ちゃん……貴女の学校のお友達に、貴女が快楽によって刃更君に屈くつ服ぷくしている事や、刃更君が貴女のために密かに敵対している者を殺していたと教えて、それを理解して貰もらえるかしら？　刃更君の事や、彼との関係を素す敵てきだと言って貰えると思う？」

「それは……」

　澪は苦い表情で言葉を濁にごした。

　自分達の関係や素す性じようは、学校の友人達には──たとえば相あい川かわや榊さかきなどには、伝える必要のないものであり、それ以上に伝えるべきではないものだ。魔族や勇者の一族といった、世界の裏側に隠かくされている理ことわりを知らないからこそ、彼らは一いつ般ぱん人でいられるのだから。

　シェーラがこちらへ投げてきたのは、ひどく意地の悪い問い掛かけだった。

　……でも。

　たとえば魔族の中にも、戦う力を持たない者達はいる。そうした存在からしてみれば、澪達の関係は異常に映るだろう。また戦える者にしたって、澪達のような特とく殊しゆな主従関係に進んでなりたいと思う者は少ないに違ちがいない。澪自身、他ほかの誰かに勧すすめたいとは思わない。最初はそれこそ、早く解消したいとばかり思っていた。

　──だが、今の澪は刃更と主従契約を解消したいとは思わない。

　それは恐おそらく、柚希も同じだろう。たとえ周囲に知られては困る異質な関係であろうとも、この主従契約は今の自分達にとって最も早はやかけがえのない絆きずななのだから。

　……だけど。

　なら自分達の関係が、胸を張って誰にでも言えるものかと言えば……否いなだ。

　澪は友達には言えないし、柚希や胡桃は他の勇者の一族には知られる訳にはいかない。

　万理亜やゼストだって彼女達自身は平気でも、澪達のために穏おん健けん派内でみだりに話したりはしなかったし、東城家の周囲の家に言いふらすような真似まねもしないだろう。

　そして主従契約を結ぶしかなかった澪達の事情を知らない者からしてみれば、澪達と刃更の関係は、ゾルギアと彼の女達の関係と大きな違いがないように映ってもおかしくはない。たとえ他人から理解されなくても澪達が構わないのと同じように、ゾルギアの女達も彼から快楽を与あたえられる事に幸せを感じていたのかもしれない。

　……そんな……。

　澪は、己おのれの視界がぐらりと揺れたのを感じた。自分達は恐らく、ゾルギアの女達がゾルギアにしていたように奉ほう仕ししろと刃更から求められれば、応じるだろう。

　──自分達は刃更の事が好きだ。もし彼から求められればどんな事だってしてあげたい。それでも構わないと思わせるだけの事を、これまで刃更はしてくれたのだから。

　だが──ならば逆もまた真だろう。

　もし刃更は必要と判断したら、彼自身がゾルギアのようになる事など厭わない筈はずだ。

　そしてシェーラは、刃更を慕い信しん頼らいしているからこそ認めたくない澪達に代わって、そうなってしまう可能性を指し摘てきし、心配してくれているのである。

　そんなシェーラの想おもいを理解し、

「────────」

　澪達は、ただ立ち尽つくす事しかできなかった。

　その時だった。




「おいおい、そこのロリ母サキュバス──あんまり若者を脅おどすんじゃねえよ」




　苦笑を含ふくんだ声が、こちらの背後から投げられたのは。

　それは澪達の良く知る男性のもので、だから誰もがとっさに振ふり返り、

「迅さん……」

　いつのまにか、すぐそこへ佇たたずんでいる彼の名を澪は思わず口にしていた。

　刃更の父親にして、かつて戦神と謳うたわれた男性の──最強の勇者の名を。
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　東城刃更は、自身の推測を確信へと変える思考作業を続行していた。

「………………」

　考えろ、と心の中で己に強く言い聞かせる。眼めの前のラムサスが、父親である迅が、そしてシェーラが、自分たち子供のために何を考え、どんな事を実行してくれたのかを。

　──位の高い者の死を偽ぎ装そうする事は難しい。

　それがウィルベルト程ほどの存在ならば尚なお更さらである。そして、

　……それ以上に難しいのは、別の存在として戻もどってくる事だ。

　何せウィルベルトの配下達は、誰よりも彼の事を知っている。しかも、ただ戻ってくるだけでは意味がなく、政治を司つかさどる事ができるような地位へと就つき、穏健派を密かに導く必要がある。そうでもしないと、自分を慕う者達の脱だつウィルベルトは果たせない。

　……だからこそ。

　ウィルベルトはラムサスという架か空くうの兄を作りだし、演じる事を選んだのだろう。

　そう──ラムサスはウィルベルトだ。

　この前提を完全に固定した上で、考えられる狙ねらいは何か。

「……外見だけでなく、自分の力の大半を澪に引き継つがせる事で、貴方あなたは自身の霊れい子しや魔ま力りよくのオーラを変へん貌ぼうさせた。力は分け与えても属性は変わらないが、敢あえてそこを逆手に取った。最強の魔ま王おうの肉親として戻れば、それだけ政治の中ちゆう枢すうへ入り込みやすいからです」

　東城刃更は、そこから真実を逆算で導き出してゆく。

「人間界にいる澪に保険も掛けられる事もあり、貴方にとっては一石二鳥だった……とはいえ、その計画を成功させるとしたら、自分の身元を保証してくれる協力者の手助けや後押しは絶対に必要だ。それも、穏健派内で強い発言権を持っている存在の」

　その役を担になったのが誰だれかは、もはや言うまでもない。

「多分……シェーラさんは、ゾルギアの件よりもずっと前から貴方に協力していた。恐らくは貴方の計画の初期段階──いや、もしかしたらそれよりも前から」

　シェーラはウィルベルトと対等の付き合いをしていたという。穏健派や魔ま界かいの未来を憂うれいたウィルベルトが、彼女に意見を求めたとしてもおかしくはない。

　……それに。

　刃更は目線だけを横へ──ルキアの方へと向け、

「ずっと引っ掛かっていたんです……ウィルベルト王のカリスマ性は絶大だった。だとしたら、誰よりも真ま面じ目めなルキアさんが、貴方に付くのはおかしい。普ふ通つうに考えれば、クラウスさん達と共にウィルベルト王を信しん奉ぽうし続ける筈です」

　しかし、それが敬愛するウィルベルト自身であったとしたら話は別だ。

　それにルキアは、それこそ万理亜以上に母親であるシェーラを尊敬している。

　ふたりから計画を打ち明けられ、その補ほ佐さを頼まれたとしたら、ルキアがラムサスの副官に就いている今の状じよう況きようは納なつ得とくがいく。
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「そして──恐らくはもう一人、貴方には協力者がいた」

　それは大戦の末期、勇者の一族でありながらウィルベルトの妹と結ばれた男。

　……親父おやじ。

　なぜ迅が、穏健派の──ラムサスの下もとを訪おとずれたのか、刃更は今こそ理解する。

　迅とラムサスやシェーラの間には、かつて大戦時に敵同士で戦った者とは別に、何かしらの絆のようなものが感じられる。

　それは戦友や好敵手というよりは、秘密を共有している仲間のような雰ふん囲い気きだ。

　──何故なぜか？

　刃更の出自の真相は、勇者の一族からしてみればデリケートを通り越こし、深刻な問題へと発展してしまいかねない。

　そして──ウィルベルトもまた、生まれたばかりの澪の行く末を案じていた。

「図はからずも義兄弟となった親父と貴方は、同じ問題を抱かかえていた──だから」

　そんなふたりが、互たがいの子供のために手を組んだとしてもおかしくはない。

「そしてウィルベルト王の死を無事に偽装し終えた後、穏健派の暴走は貴方達の目もく論ろみ通りに収まった。ところが全すべてが上手うまくいった訳ではなく、予想外の事も起こった」

　それは。

「枢すう機き院がレオハルトを新たな魔王として立てたんです。穏健派内は、ラムサスとして貴方がトップに立つ事で多少強ごう引いんであっても抑おさえられていたが、枢機院のお膝ひざ元もとでもある現魔王派まではどうしようもない。貴方達の計画は、当初の予定から狂くるい始めた」

　そして、と刃更。

「レオハルトには強きよう烈れつなカリスマ性があって、現魔王派は勢力を拡大してしまった。でも、そんなレオハルトをもってしても、やはり偉い大だいな先代魔王である貴方の影かげは魔界統一の障害として依い然ぜんとして残り続け、彼は貴方の力を受け継いだ澪を無視できなくなった」

　後はもう知っての通りだ。澪を手に入れようとゾルギアが暴走して澪の養父母を殺し、危あやういところを万理亜が救い出して──その半年後、刃更は彼女達と出会った。

　……そうだ。

　東城刃更は思い出す。

　澪や万理亜と同居を始め、正体を現した彼女達を家から一度追い出した後──いつから二人が魔ま族ぞくだと知っていたのか尋たずねた刃更に、電話の向こうの迅は言っていた。

　最初からだと。

　あの言葉が本当は何を意味していたのか、今ならば解わかる。

　──東城刃更と成瀬澪の出で逢あいは、ずっと前から決まっていたのだ。

　思考を声に出して反はん芻すうしてゆく事で、やっと全てが自分の中で繫つながった。

　確かな納得を得て、刃更がようやく腑ふに落ちた感覚を得ていると、




「…………何とも夢見がちな事を色々と語っていたが、気は済んだか？」




　ラムサスが低い声でそれだけを言った。

　刃更が口にした推測を聞いても、その表情には微み塵じんも揺ゆらぎが生じていない。

　……まあ、そうだろうな。

　刃更は『真実』の可能性を提示した。しかし、それは何の証しよう拠こもない『推測』である。

　そして刃更が口にした事が真実だったとしても、ラムサスが認める筈もないだろう。

　そしてラムサスが認めなければ、彼の副官であるルキアもまた認める筈がない。

　迅やシェーラに聞いても、恐らく本当のところは明かしてくれないだろう。

　……何せ。

　彼らの計画は、ウィルベルトが表おもて舞ぶ台たいから姿を消しているからこそ成り立っている。

　そんなウィルベルトがもし生きていると知られれば、魔界は再び偉大な魔王の影えい響きよう力に縛しばられる事になってしまう。そうならないための計画であり、作られた秘密なのだ。

　ウィルベルトの死の真相は、この先もずっと隠かくし通さなくてはならない。

　その秘密を刃更が強引に認めさせる事は、親達の愛情を踏ふみにじるのと同義だ。よって、

「ええ……全部俺の考えた、俺にとって都合の良い話です。勝手に澪達に話すつもりもありません」

　この話はここで終わり。刃更はふっと苦く笑しようすると、

「そろそろ行きます。お世話になりました」

　ラムサスに向かって軽く頭を下げた。それから、

「ルキアさん……シェーラさんが、澪達が先に行っているオルドラの森に繫がる空間トンネルを用意しておいてくれるって言っていたんですが」

「ええ、把は握あくしています──こちらへ」

　こちらの問いに頷うなずいたルキアが、屋上の出口へと向かって歩き出した。

　その後へ続いた刃更は、しかし階段のところで足を止めた。

　そして振り返る。

「──────」

　既すでにラムサスはこちらへ背を向けて、再び街を見下ろしていた。

　だが、刃更は構う事なくその背へと向かって、

「最後に……たとえ今、俺が言った事が全て空想で、夢物語だったとしても。それでも貴方が、澪の伯父おじである事に変わりはない筈はずです」

　だから。

「いつでも会いに来て下さい。現魔王派との和平交こう渉しようとか、色々あってすぐには難しいとは思いますが……そういった政治的な問題が一段落したら、その時にでも」

　東城刃更は約束する。

「それまでの時間を、今度は俺達が守ります──これまで貴方達が守ってくれたように」

　想おもいは確かに受け継がれているからと、そう伝えるように。
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「……ったく、重苦しい雰囲気で話してるから何かと思えば」

　澪達の眼めの前で、やれやれといった表情で迅が言った。

「刃更の事を心配してくれるのは有り難がたいがな、それをこの娘こ達にまで無む駄だに押し付けようとするのは、大きなお世話ってモンだぜ」

　少し離はなれた場所に、自身がウィルダートへ連れてきた現魔王派の少年兵のフィオを待たせながら、迅がシェーラに言い放つと、

「あら、無駄とはまた聞き捨てならない事を言ってくれるじゃない」

　と、シェーラは薄うすい笑えみを浮うかべて、

「刃更君のハーレムには、ウチの万理亜ちゃんだって入っているんだから。親として心配する権利は私にだってある筈よ」

「あの、シェーラさん……その言い方は」

　飛び出した露ろ骨こつな言葉に、澪は顔を赤くしながら口くち篭ごもった。

　見れば胡桃も顔を真っ赤にしているのだが、万理亜・柚希・ゼストの三人は笑顔全開かモジモジしているかの差はあるものの、明らかに嬉うれしそうにしていて、

「ちょ、ちょっと……っ！」

　澪は焦あせりの声を上げた。確かに現状、自分達の関係はシェーラの言うようにハーレムみたいなものになっている事については澪も同意する。

　とはいえ、それを刃更の父親である迅の前で認めてしまうのはどうなのだ。

　多数決的には澪と胡桃の方がおかしいみたいになっているこの現状は、民主主義がおかしな事になってはいないだろうか。

　すると、澪達を見ていた迅が「ふむ」と納得したように言った後、

「……なあシェーラ、息子むすこがモテるってのは嬉しいもんだな」

　しみじみとしたその呟つぶやきに、シェーラは嘆たん息そくしながら、

「吞のん気きな事言っちゃって……貴方あなたは心配じゃないの？」

　その問い掛かけに、迅は肩かたを竦すくめて、

「そりゃ心配じゃねえって言えば噓うそになるさ……息子の事を気にかけてやるのは父親としての俺の責任の一つでもあるからな」

　そこでニヤッと笑って言った。

「だが、あんまり刃更を──俺の息子を見くびってくれるなよ、シェーラ」

「別に、そんなつもりはないわよ」

　ただ、とシェーラ。

「貴方と違ちがって、刃更君は変に真ま面じ目めすぎるところがあるから……この娘達のために、決して踏み越えてはいけない一線を越えてしまったり」

　一息。

「いつか、そんな自分はこの娘達には相応ふさわしくないからと、刃更君の方から離れようとしちゃう可能性だってあるんじゃない？」

「────っ!?」

　澪は思わず息を吞のんだ。自分達の方から刃更と距きよ離りを取ろうなどとは思わないし、刃更が澪達を見捨てるなどという事も絶対にないと言い切れる。

　……でも。

　澪達のためを想ってというなら話は別だ。他ほかの皆みんなと思わず愕がく然ぜんとなっていると、

「おいおい……何を青くなってんだ」

　苦笑した迅に言われる。

「そこは『あたし達がそんな事にはさせません』って即そく答とうして貰もらえると、父親の俺としては安心だったんだが」

　からかうような口調の中に、確かな本音を漂ただよわせるその言葉に、

　……迅さんの言う通りだわ。

　澪はキュッと唇くちびるを嚙かんだ。シェーラの言ったリスクを否定する事はできない。

　だが、避さける事ならばできる。全ては澪達の心こころ掛がけ次し第だいなのだ。

　──恐おそらく、先さき程ほどのシェーラは澪達に覚かく悟ごを問うていたのだろう。

　これまで刃更が澪達を助けてくれたのと同じように、澪達もまた刃更のために諦あきらめる事なく彼を救うための道を探し、見つけ出し、それを実行できるかを。

　以前──澪と柚希は、滝川から「いざという時に刃更を殺せるくらい強くなれ」という趣しゆ旨しの事を言われた。それもまた一つの覚悟のありようだ。

　……でも。

　そのような選せん択たく肢しを、澪達は絶対に選ばないと決めている。刃更はこれまで、何度となく澪達の事を助けてくれた。辛つらい時、苦しい時に傍そばにいて支えてくれた。そんな彼を、シェーラが言うようにみすみす一人にしたり、死なせたりなど絶対にさせるものか。

　……そうよ。

　澪達は刃更を、大切な彼を絶対に失わない。

　強くなろう──と、成瀬澪は今こそ思った。

　現魔ま王おう派との戦いなど、魔族との問題はひとまず決着した。だがこれから先も刃更の傍にいて、彼を失わないためには、今まで以上に揺らぐ事のない心の強さが必要になる。

　ならば自分達はそれを手に入れよう。彼のために強くなろう。

　……だって。

　自分達は東城刃更の「家族」なのだから。他の皆も澪と想いを同じにしていて、澪達は弱気になっていた己おのれを振ふり払はらうように顔を上げると、

「で──俺は、君らにアイツの事を任せても大だい丈じよう夫ぶかい？」

　迅がこちらへ挑ちよう発はつ的な笑みを向けてきた。だから、

「────────」

　澪達は、確固たる意志を込めた瞳ひとみで見み詰つめ返した。

　それがこちらの答えだ。それを見た迅は、

「……どう思うシェーラ？」

　と、隣となりの幼い容姿のサキュバスに尋ねた。すると、

「そうね……この顔ができるなら及きゆう第だい点かしら」

　と、シェーラはふっと表情を穏おだやかにして、

「脅おどすような事を言ってゴメンなさいね。ただ、貴女あなた達が今抱いだいているその気持ちは、本当に苦しい時にこそ必要になるものよ──その事を忘れないでね」

　その言葉に、澪達は自然と声を揃そろえて頷いていた。

　確かな声で──「はい」と。







　そして。

「さて、と……俺の方はそろそろ行くかな」

　ふっと笑顔で迅が言った。その言葉の意味を察して、

「迅さん、もしかして一いつ緒しよには……？」

　と柚希が尋たずねると、

「ああ。実はこっちには女によう房ぼうに会いに来たんだが、ちょっと姿が見当たらなくてな」

　と迅。

「聞けば、どうもこの魔ま界かいにはいないみたいなんだが……」

「ええ、前にも言ったけどサフィアちゃんの霊れい子しは感じないわよん」

　とシェーラに言われ、

「とはいえ、手て掛がかりの一つもナシに帰るのも癪しやくだからな……悪いが、もうちょっとこっちで調べさせてくれ」

　それに、

「ありがたい事に、フィオも手伝ってくれるって言うんでな……なあフィオ？」

　と迅が少し大きめの声で呼び掛けると、フィオはこちらへとやって来て、

「……言っとくけど、仕方なくだからね」

　と、ジト眼で言った。

「アンタに付いてここまで来ちゃったせいで、俺の立場や所属が変に複雑になっちゃったし……レオハルト様と穏おん健けん派の話し合いがまとまるまで、どっかに行ってた方が良いって言うのは解わかるしさ」

　ハァ、と嘆息したフィオの頭に優やさしく手を置いた迅は、澪達の方を見て、

「この事は、刃更にはもう言ってある……それじゃあ、アイツの事よろしくな」

　そう言ってこちらに背を向けると、フィオと共に森の向こうへと去っていった。
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　ラムサスと別れて屋上を出た後。

　ルキアの後について城内の廊ろう下かを歩いていた刃更は、

「最後まで、サフィア様の事は聞かれませんでしたが──良かったのですか？」

　ふと先を歩くルキアが立ち止まり、前を向いたまま問い掛けられた。

　だから、隣に並んだところで刃更も足を止め、

「……ええ。母さんの──母親の事については、親父おやじからもう聞いていますから」

　そう静かな口調でルキアに答える。

　──とはいえ、迅は刃更に多くを語ってくれてはいない。

　教えてくれたのは、彼女との出会いは戦場で、最初は敵として剣けんを交えた事。そして結ばれた後は、互たがいの立場から表立って一緒に暮らすのは難しかったという説明くらいだ。

　そして、どんな女性なのかについては一言──良い女だ、と。

　……あの親父。

　ふざけた話だと思う。だが──刃更はそれで充じゆう分ぶんだった。

　恐らく迅は今、話せる事は全すべて話してくれた筈はずである。

　それにあの迅が、魔ま族ぞくにも拘かかわらず自分の妻に選んだ女性なのだ。そして、向こうもまた魔王の妹という立場でありながら、勇者の一族である迅と結ばれる決断をしてくれている。娘の澪をあれ程までに大切に想おもい続けているウィルベルトの妹というのも頷うなずける話だ。迅の言うように、さぞかし『良い女』なのだろう。

　そして刃更も、自分が魔族の血を引いている事を知った時、驚おどろきこそあったものの、ショックを受ける事はなかった。それは澪や万理亜、ゼストらと出会い、彼女達と絆きずなを深めていたからだろう。むしろ刃更がその事を打ち明けたら、澪や胡桃の方が動どう揺ようしてしまっていた。柚希も含ふくめて、それぞれが複雑な立場である彼女らの気持ちは良く理解できて、だから刃更は彼女達に教えてあげた。

　自分が魔族の血を引いていても、何も変わる事はないのだと。種族や生まれなど関係ない。東城刃更にとって、彼女達はかけがえのない存在なのだからと。

　……まあ。

　万理亜の案で、ベッドの上でそれを教える事になってしまったが。とはいえ、それが自分達らしいやり方だと言われてしまうと、言い返せないのが困ったところだが。

　そして──そうした澪達への想いを刃更が迅に伝えると、迅はあっさりとそれを認めてくれた。ゼストも向こうへ連れて帰り、一緒に暮らす事についても了りよう承しようを貰っている。

　──お前の好きにして良い、と。

　だが──当の迅は刃更達と一緒に家には戻もどらず、こちらでサフィアの消息の手掛かりを探すという事だった。刃更は、そんな迅の行動を止められない。

　たとえ結けつ婚こんはしていなくても、刃更にも澪達という大切な存在ができた。

　もしも彼女達の行方ゆくえが解らないような事になったら、それこそ家になど帰らず、見つけるまで探し続けるだろう。迅にとってはサフィアという女性こそが、そうせずにはいられない相手──大切な存在なのだ。

　……それに。

　刃更自身も会えるものなら母親には会ってみたいと思うし、せめて無事である事だけでも確かく認にんが取れて欲しかった。とはいえ、

「もちろん、欲よくを言えば聞けるなら聞きたいとは思いますよ……でも、今はまだラムサスさんが俺に教えてくれる事はしにくいでしょうから」

　彼が大切にしているもののために貫つらぬかねばならない立場と態度を考えれば、残念ながら表向きは刃更と良好な関係となる事は難しいだろう。

　いつか時間が解決するかもしれなくても──少なくとも今はまだ。

　そう刃更が苦く笑しようしながら言うと、

「…………そうですね」

　ルキアの声がふっと穏やかなものになった。見れば隣のルキアの横顔には優しい微び笑しようが浮うかんでいて、珍めずらしいその表情に刃更が少し驚いていると、

「では代わりに……私の口から、マリアの事について少し話しても？」

　と問われた。

「万理亜の事……？」

　オウム返しに問い掛かける事で刃更が先を促うながすと、

「──私とマリアは、実は父親が違ちがうのです」

「え……？」

　思わず眼めを丸くしたこちらに、ルキアはゆっくりと語り始めた。

「私の父親は、母が私を産んでしばらくした後に亡なくなりました。元々、身体からだがあまり強くなかったんだそうです……それでも母は父との恋こいに落ち、父の子が欲しいからと私を産んでくれました」

「…………そうだったんですか」

　残念な話ではある。だが長くは生きられないと知っていたルキアの父親にとっても、そんな彼を愛したシェーラにとっても、ルキアの存在はきっと救いとなった事だろう。死という別れを迎むかえた今も──娘むすめであるルキアを通して、彼らは結ばれているのだから。

「それから母はずっと独り身だったのですが……ウィルベルト陛下の奥方であるアーシェ様が、澪様を出産してすぐに亡くなった後。人間界で澪様を育てさせる事について母がウィルベルト陛下の相談に乗っていた時の事なのですが──」

　そこでルキアが一いつ拍ぱくの間を挟はさんで、

「──一度だけ、関係を持ったんだそうです」

「っ──シェーラさんが？　ウィルベルト王と？」

　予想だにしなかった話に、とっさに声を上うわ擦ずらせた刃更に、

「互いに大切な伴はん侶りよを失い、そして対等の立場の関係を築いている者同士……ふたりにしか埋うめられない心の隙すき間まがあったのでしょう。しかしマリアを身み籠ごもったと知った母は、実にあっけらかんとしていたそうです。もうひとりくらい子供が欲しかったし、これで兄弟がいない澪様にも、妹のような存在ができただろうと笑って」

　そして、とルキア。

「澪様に力を受け継つがせる事を決めていたウィルベルト様と同じく……母はマリアを産む際に、あの子に自身の力の大半を分け与あたえました」

「力の大半って……まさか、シェーラさんのあの姿は」

　ハッとなった刃更に、ルキアは「ええ」と頷いて、

「ただ、マリアにはその事は教えていません……あの子はゾルギアから、母があの子を産んだせいで、あの姿になってしまったと聞かされたようです」

「そんな……どうして万理亜に本当の事を言ってやらないんです！」

　ゾルギアの脅きよう迫はくに屈くつし、その命令に従うという道を万理亜に選ばせてしまったのは、単に家族としてシェーラが大切だったからだけではない。自分を産んだ事で、力を失ってしまったシェーラに対する後ろめたさが、万理亜をそうさせてしまったのではないのか。

「ただでさえゾルギアの件では、貴女あなた達は澪を守る事を優先して万理亜の感情を後回しにしたんじゃないですか。それなのに……そんなのってないでしょう。せめてシェーラさんの姿の事ぐらい教えてやったって」

　だってそうだろう。

「アイツがその事でどれだけ自分を責め、苦しんだか……家族である貴女達が一番良く解る筈です」

　刃更の口調はルキアを責めるものとなった。ウィルベルト達の計画で、一番犠ぎ牲せいになったのは万理亜かもしれないと思ったからだ。万理亜の気持ちを想うと、どうしても憤いきどおりを抑おさえられなかった。すると、

「…………ええ、仰おつしやる通りです」

　苦い表情を通り越こし、悲しそうな顔になったルキアは言った。

「私も刃更殿どのと同じ事を思いました……母には、あの子に真実を伝えるべきだと、それこそもうずっと前から何度も言っています。しかし、母はどうしても嫌いやがるのです」

「シェーラさんが、どうして……？」

　彼女が娘である万理亜を、ルキアと同様に溺でき愛あいしているのは傍そばで見ていて明らかだ。信じられない想いで問う刃更に、

「母もまた偉い大だいなサキュバスとしてこの魔ま界かいで名を馳はせた存在です……ですが母はあの通りの性格ですから、昔は色々と敵が多かったそうなのです」

　よって、とルキア。

「そんな母の力を与えられた子がいると知れたら、間ま違ちがいなく狙ねらわれてしまう……」

「……それは」

　ルキアが口にした危険性は理解できるものだった。ウィルベルトなどはそれこそ、力を受け継がせる前から自分の下もとより離はなれさせ、人間界で育てるという道を選んだ程ほどだ。

　澪を守るために力を与えたのに、狙われるリスクが増えては何の意味もない。

「おまけに、あの子はウィルベルト陛下との間に産まれた子供です……下手へたに調べられてその事実が公おおやけにでもなれば、或あるいは澪様以上に政治の道具として眼を付けられてしまいかねません。母は、そうした事態だけは避さけたかったのだと思います」

　だから──本当の事を教えてあげる訳にはいかなかった。

　たとえ万理亜を苦しめてしまう事になっても。

「澪様と同じく、マリアの事についても全てを明らかにするには、この魔界の状じよう況きようがもう少し落ち着くまでは難しいでしょう……」

　ですが。

「ゾルギアの件についてのケジメが済んだ後──貴方あなた達と一いつ緒しよにいる時のあの子は、本当に明るい笑え顔がおを見せていました。貴方達には本当に感謝しています」

　そこまでを言うと、ルキアはこちらを向いて深々とお辞じ儀ぎをするように頭を下げ、

「刃更殿、これからもマリアの事を──どうかよろしくお願いします」

　まるで懇こん願がんするように刃更へと頼たのんでくる。

「母の力を受け継ぎ、そしてウィルベルト陛下の血も引いているあの子の真の力のポテンシャルは、私はもちろんあの母よりも上です……その力は、あの子が本当の意味で己おのれの存在を認め、受け入れられた時に目覚めるのではないかと思います」

　ですから、とルキア。

「叶かなうことならば刃更殿、どうか貴方が……あの子を導いてあげて下さい」

　それは本来、シェーラやルキアがすべき事──否いな、彼女達がしたい事だろう。

　だがルキアは今、それを刃更へ託たくしたいと言っていた。

　だから──そんなルキアの切なる想いを、東城刃更は受け止める。

「…………解わかりました。真の力に目覚めさせるとか、そこまでの保証はできませんけど」

　でも、と刃更。

「万理亜に、自分の事をもっと受け入れても良いって事は、これからも伝えていくつもりです……貴女やシェーラさんにとっての家族であるのと同じように、俺達にとっても万理亜は大切な家族ですから」

　それで構いませんか？

　そう問い掛けたこちらに、

「はい、それで充じゆう分ぶんです……」

　頷うなずきながらそう言ったルキアの表情は、ラムサスの副官としてのものではなく。

　ただひたすらに妹の事を想おもう──優やさしい姉の顔だった。




　　　　９




　万理亜についての約束を交かわした後。

　刃更達が目指したのは、裏門へと繫つながる出口だった。人間界への帰き還かんは極ごく秘ひ裏りに行なうため、シェーラはオルドラの森への空間トンネルを目立たぬ場所に作っていたからだ。

　建物の東側をぐるっと回るルートで、ルキアと共に廊ろう下かを進んでいた刃更は、

「──────」

　ふと、瞳ひとみをスッと細めたものにした。進行方向の先に、知った気配を感じたからだ。

　すると、向こうも同じくこちらの存在を認識していて、

「──東城刃更」

　裏門へと抜ぬける出口が設けられた広間の向こう──刃更達とは逆の、西側のルートで城内へと進もうとしていた一団の中から、こちらを呼んだ者がいた。

　それは刃更がレンドヴァルで剣けんを交え、さらには共きよう闘とうも行なった青年。

　現魔ま王おう派レオハルトだ。

　穏おん健けん派のメイドと近この衛え兵へいに連れられ、城内へと案内されるところだったのだろう。

　先導役のメイドに視線だけで断りを入れたレオハルトは、同行している部下達を残してこちらへとやってくる。

　対する刃更達もまた歩を進め、共に足を止めたのは出口のある広間の中央だ。

　向かい合うようにして、刃更がレオハルトと視線を合わせると、

「……また会えるとはな。出立は今日だと聞いていたが？」

　呼び止めた側の礼れい儀ぎか、レオハルトの方が先に口を開いて尋たずねてくる。だから、

「ああ……これから澪達と合流して、次元境界で向こうへ帰るところだよ」

　対する刃更は頷きを返して、

「そっちは、例のトップ会談だよな？」

　会談が今日という話は聞いていたが、まさかこんな朝早くからだったとは。無論、レオハルト達も多少は時間に余よ裕ゆうをもって来ているのだろうが。

　だが、刃更には他ほかにも気になる事があった。

「この時間に、しかも裏口から来たって事は……今回の会談は極秘扱あつかいになるのか？」

　穏健派と現魔王派の二大勢力によるこのトップ会談は、他の勢力に対する政治的なアピールと牽けん制せいが目的の筈はずだ。その効果を最大限発揮させるためには、正規の手順に則のつとって正門から堂々と訪おとずれる方が良いだろう。それをしなかったという事は、

「互たがいの勢力の民衆感情に配はい慮りよしたんだな……」

「ああ……今回の休戦は、前準備を行なわずに決定したのでな」

　と、レオハルトは頷いて、

「政治的な判断は時に即そく断だんが要かなめとなるが、戦争状態にあった我々と穏健派との政治的な状況は解消できても、民たみの心まで急がせるのは酷こくだろう。彼らの感情を納なつ得とくさせ、落ち着かせるための時間は作ってやるべきだと判断した」

　すると、ルキアが補足するように、

「会談を持ったという事実については、我々と現魔王派の双そう方ほうにとって問題のない、然しかるべき形で公表されます。他の勢力に対しては、それでも充分な効果がある筈です」

「確かに……その方が良いでしょうね」

　民衆をなおざりにして和平交こう渉しようを行なったところで、それは平和には繫がらない。

　反発する者を多くだし、それこそ内乱の火種を生んでしまう危険性がある。

　……これなら安心かな。

　どうやら、ラムサスとレオハルトは本気で和平だけでなく、その先まで見み据すえているらしい。そうではなかった時のリスクを考えていた刃更は、僅わずかに安あん堵どを得る。

　そして改めて眼めの前のレオハルトを見た刃更は、数日前の彼と現在の彼との間に起きている変化に気が付く。

　……少し雰ふん囲い気きが柔やわらかくなった、かな？

　若くしながら既すでに備わっている王としての余裕ある佇たたずまいこそ変わらないものの、レンドヴァルで刃更達へ向けてきていた空気を張り詰つめさせるような圧力は、今のレオハルトからは感じられない。

　……まあ、そうだよな。

　和平交渉に来ておいて、無む駄だに圧力や殺気を放つなど、そんな馬ば鹿かな真似まねを、




「へえ……コイツが、例のジン・トージョーの息子むすこか？」




　不意に──刃更の耳元で声がした。見れば、レオハルトが連れてきていた一団の中から、一いつ瞬しゆんでこちらの隣となりへ移動してきた青年がいる。

「っ────」

　突とつ然ぜんの事に、傍にいたルキアが思わず息を吞のんで身を硬かたくした。

　恐おそらく彼女には青年の動きが見えていなかったに違ちがいない。

　青年はそんなルキアを完全に無視して、

「レオハルトと互ご角かくにやり合ったって話だが、そこまで腕うでが立つようには見えないがな」

　好戦的な笑みを宿した隻せき眼がんの瞳が、刃更を値ね踏ぶみするようにジッと見て、

「よお、兄ちゃん……俺にもコイツに膝ひざを付かせたって技わざァ見せてくれよ」

　そう言うなり、無造作にこちらへと手を伸のばしてきた。その瞬しゆん間かん、

「────────」

　刃更は己の瞳をスッと細めた。とっさに測ったのは、眼の前の青年の実力。

　恐らくレオハルトとそう大差のない力の持ち主──しかも眼の前の彼だけでなく、同等レベルの者達が向こうにさらに七名もいる。

　レオハルトとこの八名を同時に相手にできるだけの戦力は、残念ながら今の穏健派にはない。それどころか刃更が澪達と合流して全員で掛かかっても、勝てる可能性は低いだろう。

　レンドヴァルで刃更がレオハルトを追い詰められたのは、運良く彼の隙すきを突つけたからだ。もし今あの時と同じ重力波の斬ざん撃げきを放っても、レオハルトは容易たやすく避けるに違いない。

　──だが、もしこの会談が穏健派を襲しゆう撃げきするためのものだったとしたら。

　今それを見み逃のがせば、彼らの狙いの矛ほこ先さきは再び自分達へ向けられるかもしれない。

　……だったら。

　そうさせないためにはどうすれば良いか。

　レオハルトには避けさせず、さらに眼の前の八名も自分一人で倒たおせば良い。

　だから。

「──────」

　東城刃更は、己の思考を一気に加速させた。

　と同時、向こうで反応が生まれる。

　青年以外の七名が訝いぶかしげな表情を見せたのだ。そして、

「ほお──…面おも白しれえ」

　眼の前の青年もまた、ニヤリと笑った。

　彼らは刃更が何をしようとしているのか気付いたのだろう。

　こちらの考えは既に読まれている。

　……でも。

　数で勝まさっている彼らは自分達が負けるとは、微み塵じんも思っていない筈だ。

　彼らの眼には、刃更が無む謀ぼうな真似をしようとしているようにしか見えないだろう。

　だが──その心の隙を突いてひとりを倒せれば動どう揺ようが生まれ、集団は一気に混乱する。

　そうさせるためには、最初のひとりを残ざん酷こくに殺すのが最も効果的だ。だから、




「…──止よせ、ふたり共」




　不意に、冷たい声が放たれた。

　制止したのはレオハルトだ。そして、

「この馬鹿っ、付いてくるなら大人しくしてろって言ったでしょうが！」

　刃更に絡からんでいた青年の頭を、錫しやく杖じようのようなもので女性が殴なぐった。

　向こうにいた七名の中のひとりだ。

「っ、痛いてえな……何すんだよ」

　と不ふ機き嫌げんそうにする青年に、

「痛いのはアンタの馬鹿な頭でしょ！　ごめんね、この馬鹿が失礼な事言って」

　錫杖を下ろした女性はこちらへ謝ると、再び隻眼の青年へ向き直り、

「大体、こっちから休戦を申し入れた相手にケンカ売るとか、何をトチ狂くるってんのよ！」

「いや……別に、休戦を決めたのは俺じゃねえし」

「うるさい！　大体レオハルトじゃなくて、陛下でしょ。公おおやけの場での言こと葉ば遣づかいくらい何とかしなさいよ……ホラ、いいからこっち来なさいよ馬鹿！」

　そう言って、青年の襟えり首くびを摑つかんで向こうへと戻もどってゆく。そして、

「今日はこちらの新たな体制を紹しよう介かいさせて貰もらいにきただけだ……争う意思はない」

　と言うレオハルトに、刃更は嘆たん息そくを一つして、

「じゃあ彼らが……？」

　と、向こうにいる青年達から視線を外さずに尋ねると、

「ああ──新しく俺を補ほ佐さしてくれる者達だ」

　若き魔王がこちらへ、そう言葉を返してきた。







　刃更からの問いに、

「枢すう機き院が死んだ事もあり、我々は新たに政治機構の再編を行なう事になった……彼ら『八魔ま将しよう』は、これまで各方面軍を任せていた軍団長だ。連中はいずれも、前の大戦では俺とそう大差のない武ぶ勲くんを挙げている」

　レオハルトは自分達の状じよう況きようの説明を行なった。

「彼らには俺の側近としてだけでなく、新たな議会の代表メンバーとなって貰う。八名のうち半分以上の同意があれば俺の決定に異議を唱えられ、八名全員が意見を同じくすれば俺の罷ひ免めん決議も発動できる権限を持たせる予定だ」

「王の権力の暴走を防ぐため、か……」

「ああ……枢機院の二の舞まいにはならないようにな」

　刃更の言葉に、レオハルトは頷うなずいた。

　だが──彼らからは、自分達を率いるのにレオハルト以上の適任はいないという、心強い言葉を貰っている。とはいえ、万一レオハルトがベルフェゴール達のような堕だ落らくした存在へと成り果てた時は、彼らは容よう赦しやなくレオハルトの事を裁くだろう。

　……本来なら。

　議会のトップには、副官のバルフレアに就ついて貰いたかった。

　──しかし、バルフレアはあの決戦の最中に行方ゆくえ不明になってしまっている。

　ガルドにもその役を打だ診しんしてみたが、これからはもうレオハルト達が次代を切り開いてゆくべきだと固辞されてしまった。

　決戦に参加したルカも議員の一員として候補に考えてはいたのだが、心の優やさしい彼は以前から政治よりも研究の道へ進みたいと言っていたため、レオハルトがその意志を尊重すると、本来の居場所であるアカデミーへと戻っていった。

「……なら、滝川は？」

　やはり気になるのだろう。ふと刃更にそう問われ、

「ラースは立場上、我々と穏おん健けん派の間でどう扱うのか判断が難しくてな。奴やつの所属と処しよ遇ぐうをどうするかについても、今日の会談の議題となっている。俺としては、今後は政治の面でも力を借りたかったのだが……生憎あいにくと政まつりごとには興味がないらしい。自分ひとりの責任で自由に動ける方が気楽だからと断られた。今はレンドヴァルで待機して貰っている」

「それじゃあ会えそうにないな……向こうに帰る前に、世話になった礼やお別れを言いたかったんだけど」

　と刃更。

「でもアイツ、大だい丈じよう夫ぶなのか……？　そのスパイとか、立場的に色々とさ……」

「その事についてなら心配ない。奴の行動は、最終的には我々だけでなく穏健派にとっても利するものとなっていた。いずれにせよ、悪いようにはならない筈はずだ」

「そうか……問題ないなら良かったよ」

　そう言って刃更は笑った。そんな刃更の明るい笑え顔がおを見て、

「──────」

　レオハルトは、己おのれの身体からだの奥が僅かに冷えたのを感じる。

　──先さき程ほど、刃更はこちらを相手にしようとしていた。

　レオハルトと八魔将を相手に、勝算があっての事だとは思えない。

　その事は刃更も充じゆう分ぶんに理解していた筈だ。

　……だが。

　それでも刃更は仕し掛かけようとしていた。

　恐らく、レオハルト達には理解できない何かを見ていたのだろう。

　自分達には得体の知れないような何かを。

「…………東城刃更」

「ん？　何だ？」

　レオハルトの呼び掛かけに、刃更はこちらを見た。

　その表情は無防備で、だからこそレオハルトは余計に確かく認にんしたい衝しよう動どうに駆かられる。

　リアラが言っていた事を──ベルフェゴールを殺したのは刃更なのかと。

　あの魔ま界かいの未来を決める死し闘とうの前に、しかもたった一人で。

　だが、

「…………いや」

　喉のど元もとまで出かかった問いを、レオハルトは吞み込んだ。

　恐らく聞いたところで刃更は認めないだろうし、仮に認められたところで八魔将を無駄に警けい戒かいさせてしまうだけだ。下手をすれば、彼らの中に穏健派との和平に異を唱える者が出てきかねない。

　誰だれにとっても幸せにならない真実は、そのまま闇やみに葬ほうむり去るべきなのだろう。

　たとえ──それが、レオハルトの誇ほこりを傷つけるものであったとしても。

　必要ならば目に映る真実を無視する事もまた、王であるレオハルトの務めなのだから。

　そして、

「じゃあ、俺はそろそろ行くよ……澪達を待たせてるからさ」

「ああ……さらばだ東城刃更」

　そう言葉を交かわして、レオハルトは刃更と別れた。

　レオハルトがその背を見送る中、刃更は城の外へと去って行く。

　そして、その姿が見えなくなると、

「────────」

　レオハルトもまた、ゆっくりと踵きびすを返して歩き出した。

　自分達の世界へと帰る刃更達と同じく、己の向かうべき場所へ。

　新生・現魔ま王おう派のトップとして、穏健派の長おさであるラムサスと相対するために。

　この魔界の未来を語るために。
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　レオハルトと別れた後、刃更はウィルダート城の裏門から外へと出た。

　そのままルキアに案内されたのは、シェーラが作った空間トンネルの入り口だ。

　改めて世話になった礼と別れの言葉をルキアに告げると、刃更はトンネルの中へ。

　そして──次の瞬しゆん間かんには、刃更は澪達の下もとへと着いていた。

「刃更……！」

　こちらを見るなり、澪達は表情を綻ほころばせて、

「悪い、待たせたな……」

　そんな彼女達を安心させるように刃更が優しい声こわ音ねで告げると、

「……ラムサスから聞きたい話は聞けたのかしら？」

　ふと笑みを含ふくんだ声が下からした。そちらへ視線を下ろすと、意味深な微び笑しようを湛たたえたシェーラが刃更の事を見上げている。だから、

「いいえ……何も聞けませんでした」

　刃更は苦く笑しようでそう答えた。噓うそは言っていない。今後についての話ならばともかく、刃更が確認したかった過去の話については、こちらが一方的に考えを述べただけだ。

　ラムサスは何一つ認めてはくれなかった──それがあの場の全すべてだ。

　しかしシェーラは、刃更が浮うかべた苦笑で、おおよその事を理解したようだった。

　それでも何も言ってこない彼女の心こころ遣づかいを、刃更はありがたいと思う。

　ラムサスの秘密は、澪にはまだ教えられないものだから。

　──だから、刃更もルキアから聞いた万理亜の件については何も言わない。

　今も──そしてこれからも、シェーラの許しを得ずに真実を明かすつもりはなかった。

　そして、

「──じゃあ、始めるわよん♪」

　と軽い口調で言うなり、シェーラは魔ま法ほう陣じんを展開した。

　そう思った瞬間にはもう──魔法陣は異なる二つの次元を繫つないでいた。空間の接続面に微み塵じんの揺ゆらぎもないそれは、ルキアのものと同じかそれ以上に完かん璧ぺきな次元境界だ。

　──ただし、シェーラの次元境界は、ルキアのように地面に対して垂直ではなかった。

　水平だ──それも地面そのものにである。

　その結果、

「えっ────きゃあああああああああああああああああぁぁぁっ!?」

　甲かん高だかい悲鳴と共に、澪達が穴の中へ吞のみ込まれるようにして落下して、あっという間にその姿が見えなくなった。

「なっ……シェーラさん何をっ!?」

　ただ一人、たまたま立ち位置のお陰かげで難を逃のがれた刃更が困こん惑わくの声を上げると、

「大丈夫よん。ちゃんと次元は繫げたから」

　シェーラはふふっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　最後の最後まで悪戯を仕掛けてくるロリ母サキュバスに、刃更は嘆息すると、

「それなら良いですけど……じゃあシェーラさん、色々とありがとうございました」

　そう別れを告げて、澪達の後を追おうと次元境界の縁ふちに立った。

　その時だった。

「──刃更君」

　シェーラがこちらの名を呼んだのは。

　今までの彼女のものとはまるで違ちがう──どこまでも真しん剣けんな声で。







　シェーラの呼び掛けに、視線の先の刃更が驚おどろいたようにこちらを振ふり返った。

　そんな彼に、シェーラは言った。

「澪ちゃん達の事を大切にするのは構わないわ。でもね、そのために貴方あなたが犠ぎ牲せいになっても良いって訳じゃない──その事だけは絶対に忘れないで」

　こちらの言葉の意味が解わかったのだろう。

　刃更は表情を僅わずかに暗いものにすると、ただ無言を返してくる。

　その無言がどのような感情から生まれたものかを、シェーラは理解していた。

　だからこそ、今ここで伝えておかなければならない。

　……生憎と、馬ば鹿かな男共には任せておけないのよ。

　迅とウィルベルト──男親である彼らは、敢あえて言葉にしない事が美徳だとでも思っているようだが、そんな下らない男のロマンチシズムに女の自分が付き合う義理はない。

　──迅達の間に生まれた刃更は、シェーラやウィルベルトにとっても希望だった。

　勇者の一族との戦いに完全な終しゆう止し符ふを打てる、次代の可能性の象しよう徴ちようとして。

　それが自分達の勝手な願いや希望を押し付けている事だとは承知している。

　それでも、刃更達が幸せに暮らせる世界──それこそが迅が、ウィルベルトが、そしてシェーラが望んだ未来なのだ。だから、

「約束して──自分で自分自身の事を諦あきらめてしまうような真似まねだけはしないと」







　東城刃更は、俄にわかに言葉を迷わせた。シェーラを無む駄だに心配させる必要はない。

　この場だけを取り繕つくろう噓は幾いくらだってつく事ができた。だが──刃更はそうしたくなかった。シェーラの呼び掛けが、これまでにない真剣なものだったからだ。

　だから両手で作った拳こぶしをギュッと握にぎり締しめ、東城刃更は言った。

「…──頑がん張ばります」

　これが今の刃更に言える、噓ではない言葉。シェーラとできる精せい一いつ杯ぱいの約束だった。

　それはシェーラの期待していた言葉からは程遠いものだったかもしれない。しかし、

「──────」

　それでもシェーラは微笑と共に頷うなずいてくれて、そしてこちらへ赤いリボンで結ばれた大きな袋ふくろを投げてくる。キャッチすると、ずしっとかなりの重みがあり、

「これは……？」

「魔界のお土産みやげと、ゼストちゃんを加えた新生活への餞せん別べつよ。色々と役に立つものを入れておいたから、困った時にでも使って頂ちよう戴だい」

　そう言ってこちらへ向かって手を振った。だから、

「はい──ありがとうございます」

　刃更はお礼の言葉を告げると、シェーラの作った次元境界の穴へと飛び降りた。

　己の前だけを──大切な少女達がいる方をしっかりと見み据すえながら。
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　次元境界の中へ飛び込むと同時──刃更の周囲から光と音が消え去った。

　刃更を包み込んだのは、瞳ひとみを閉じた時よりもなお深い漆しつ黒こくの闇だ。

　そして、五感に刹せつ那なの空白を得た直後──刃更はふわりと闇の底へと着地した。

　と同時、眩まばゆい光が広がった。

　そう思った次の瞬間、東城刃更は既すでに己おのれのよく知る部屋に戻もどっていた。

　東城家のリビングだ。戻ってきた……そんな安あん堵ど感かんよりも先に、

「────っ？」

　刃更は不意の驚きを得た。リビングの床ゆかに、澪達五人が倒たおれていたからだ。

「お、おい……っ！」

　先に戻っていた彼女らに、まさか何かあったのかとギョッとなった刃更は、

「…………？」

　しかし、彼女達の呼吸が穏おだやかである事に気が付き、

　……眠ねむっているだけ、か……。

　刃更が意識を失わなかったという事は、不意打ちで精神を乱された状態で次元を渡わたった事が原因か、それともこれもシェーラの悪戯か。いずれにせよ問題がなさそうだと解り、刃更はホッと胸を撫なで下ろして床に尻しり餅もちをついた。そして、

「……………………」

　東城刃更は、改めて自分のいる場所を見み渡わたした。

　刃更の眼めに映ったのは、自分の帰るべき場所と、自分が大切にしている少女達。

　それは──東城刃更の守りたいものだった。

　……そうか。

　或あるいは、シェーラはこれを見せるために澪達を眠らせ、そして刃更を最後に帰らせたのかもしれない。大切な存在のいる場所へと帰ってくる事の意義を教えるために。

　もし刃更が自分を諦めるような事をすれば、刃更が大切に想おもっているのと同じように、刃更の事を大切に想ってくれている眼の前の彼女達を悲しませてしまう。

　そんな事にはしたくない。

「いや、そうじゃない……」

　東城刃更は己の本音を認める。自分が彼女達を失うのが嫌いやなのだと。

　ずっと彼女達の笑え顔がおを見ていたいのだと。誰だれにも奪うばわせやしないと。

　それこそが──東城刃更の願いなのだと。

「……頑張りますって言ったしな」

　先さき程ほどシェーラに言った言葉を噓にしないためには、これからもずっと諦めずに探し続けなくてはならない。大切なものを失わずに済む未来へと続いている道を。

　そう決意を──否いな、覚かく悟ごを新たにしていると。

「……ん」

　ふと視線の先で声と動きが生まれた。

　眠っている少女達の中で、一人が眼を覚ましたのだ。

　澪だった。

　自分が人間ではなく、魔ま族ぞくの血を引いていた事や、刃更達を巻き込んでしまう事を、澪はずっと気にしていた。今回やっと、その因いん縁ねんからひとまず澪を解放できたのだ。

　だから。

　この家に戻ってきた時──そんな彼女に何と言葉を掛かけるか、刃更はもう決めていた。

「刃更……？」

　薄うすく開いた瞳でこちらを認にん識しきした澪に、東城刃更は穏やかな笑顔で告げる。




「──お帰り、澪」

　そのたった一言に、全すべての想いを込めて。







　第２章　ロリエロサキュバス家を買う？
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　ロリエロサキュバス、成なる瀬せ万ま理り亜あの朝は忙いそがしい。

　東とう城じよう家の家事を司つかさどる彼女には、やらなければならない事が沢たく山さんあるからだ。

　それは魔ま界かいから戻った翌日であろうと関係はない。

　そのため、

「んっ……あぁ、ん……はぁ……♥」

　早朝の東城家に、艶つやっぽい吐と息いきの漏もれる場所があった。

　声の発生源は、澪みおと万理亜の部屋──そのベッドの上だ。

　布ふ団とんの中、パジャマの上着を全開にはだけさせて豊かな乳ち房ぶさを露ろ出しゆつし、下はズボンを脱ぬがされショーツ一枚の格好にされた澪は、

「……やぁ、お兄ちゃん、駄だ目めぇ……ふぁん♥」

　弱点である胸をいやらしく揉もまれる度たびに敏びん感かんに反応し、甘く身をくねらせ、悩なやましげな吐息を漏らしていた。

　──しかし、澪の両瞼まぶたは閉じられていた。

　眠っているのだ。そして澪の胸を揉む事で寝ねている彼女を感じさせながら、

「ふふふ……澪さま、今朝も良い反応ですよ～」

　綺き麗れいな桜色の乳ち首くびがピンと膨ふくらんでいるのを見て、ロリエロサキュバス、成瀬万理亜は満足げな忍しのび笑いを漏らした。

　──以前、澪が刃バ更サラに夜よ這ばいされる夢を見ている現場を目もく撃げきした後。

　澪の願望を満たしてあげながら、刃更の配下としてより屈くつ服ぷくできるよう、万理亜は定期的に澪に対して、刃更から淫みだらな事をされる夢を見せていた。

　言うなれば睡すい眠みん学習だ。そして、

「さあ澪さま……我が慢まんせずにどうぞ」

　興奮した瞳の万理亜が、キュッと澪の乳首を摘つまんでやると、

「んっ──…♥」

　澪は眼を瞑つむった状態でピクンと躰からだを僅わずかに強こわばらせた。

　眠ったまま軽く達したのだ。

　それは刃更によって躰を開発された証あかし。澪のショーツの股こ間かんに、その反応がじんわりと現れているのを確認した万理亜は、至福の達成感を覚えると、

「──さて、次へ行きましょうか」

　自分を待っている者は他ほかにもいるとばかりに、そっと澪の部屋を出た。

　そして次に柚ゆ希きと胡桃くるみの部屋に侵しん入にゆうすると、彼女達にも澪と同じように刃更にいやらしい行こう為いをされる夢を見せ、彼女達に幸せな眠りをプレゼントする。柚希のショーツの中に手を入れて尻しりを揉み、胡桃のパジャマの上を脱がせて両りよう脇わきをいやらしく舐なめてあげた。

「あん……刃更ぁ♥」

「やっ、刃更兄ちゃ……ふぁあん♥」

　あっという間に野の中なか姉妹も軽くイカせてあげると、万理亜は額にかいた心地ここち良よい労働の汗あせを手の甲こうで拭ぬぐって、

「これでよし……今日も朝から、良い仕事ができてます」

　ふう、と爽さわやかな表情で笑った。

　とはいえ──こんな真似まねができるのは久しぶりの事だ。何せ、

　……ここのところ、ずっとシリアス続きでしたからねー。

　魔界へ行っている間、自分達は張り詰つめた精神状態を強しいられ続けていた。

　正確に言えば体育祭の後──ルキアが魔界へ来るよう通達してきてからというもの、東城家は一定の緊きん張ちよう感かんが保たれた状態だった。魔界の政治的な思おも惑わくから澪を切り放す事の困難さや、現魔ま王おう派との本格的な戦いなど、これまでとは比べものにならない困難を、刻々と変わる状じよう況きようの中どうやって乗り越こえるか、常に考え続けねばならなかったからだ。

　いつもなら、思い悩む刃更達を引っかき回して明るくするのが万理亜の役目なのだが、これまでとは比べものにならない困難な状況という事もあり、この時ばかりはこの手の悪戯いたずらは控ひかえざるを得なかった。

　……それに。

　あの時はまだ、万理亜自身もゾルギアの件で付けなければならないケジメがあった。魔界へ戻れば今度こそ刃更達と離はなれなければならないのだと思うと、悪ふざけをするような気持ちにはなれなかった。

　もちろん──それでも偽いつわりの笑顔で明るく振ふる舞まってはいたので、いつものように澪達を誘ゆう導どうして淫らな展開へ持ち込む事は幾いくらでも可能だったが、

　……でも。

　下手をすれば刃更達に無理をしている事を感づかれ、みんなに余計な心配を掛けてしまっていただろう。そのため、万理亜としてもこの手の真似は自じ粛しゆくしていたのである。

　よって万理亜達が本当の意味で一息をつく事ができたのは、人間界へ──この東城家へと戻もどってこられた昨日の事だった。しかし、これまでの緊張感から解放された事でどっと疲つかれが出てしまったのか、昨日の晩は早々にみんな就しゆう寝しんしてしまったのである。

　万理亜としても、流石さすがに昨夜は刃更達に何かしようとは思わなかった。

　……ですが。

　既すでに一夜が明け、万理亜のサキュバスパワーは完全に充じゆう塡てんが終わっている。

　ならば、溜たまりに溜まって満タンになっているこの欲よつ求きゆうが、溢あふれて零こぼれてしまう前に解放してあげなくてはならないだろう。

　そう──プロの職人にだって報ほう酬しゆうは必要なのだ。

　お客さんの喜ぶ笑顔や感謝の言葉、代金などがそれに当たるが、

　……残念ながら私の場合はそうはいきません。

　本心では喜んでいる筈はずなのだが、澪達はそれを認めようとはしない。

　むしろ澪などは万理亜の事を怒おこったりする。それが恥はじらいの裏返しである事が解わかるので、万理亜としてはニヤニヤできて楽しいし、別に見返りを求めている訳ではない。

　自分が彼女達にしている事は、あくまで無む償しようの愛なのだから。

　そう、全てを愛で包み込む聖母マリアのように──サキュバスですけど。

　とはいえ拳げん骨こつや雷らい撃げき魔ま法ほうなどでしばかれてばかりだと、たまにやるせない気持ちになってしまうのもまた事実だ。だから、万理亜はたまに自分にご褒ほう美びをあげる事にしている。働き者のＯＬさんだって、頑がん張ばる自分にスイーツやビールなどご褒美をあげているのだ。自分だってそういう事があって良いだろう。

　だから気分はもう給料日。

「──今朝は、私も豪ごう華かにいただきますよ」

　万理亜はそう宣言すると、柚希と胡桃の部屋を出た。

　そして、抜ぬき足差し足で廊ろう下かを歩きながら向かったのは、

「うぷぷっ、待ってて下さいね刃更さ～ん」

　そう──この家の唯ゆい一いつの男子、刃更の部屋だった。

　欲求不満のはけ口を澪や胡桃などに求めても良いのだが、

　……最近、刃更さんと二人きりのシチュエーションはご無ぶ沙さ汰たですからね。

　柚希や胡桃とも同居するようになってからというもの、淫らな行為の回数はぐっと増えた反面、万理亜と刃更だけになれる機会は減ってしまっていた。

　無論、刃更が澪達を屈服させているところへ参加するのは超ちよう楽しい。

　超楽しいが、やはり二人きりの時間というのは別腹なのだ。

　……そう。いつもは澪さまたちに譲ゆずってあげているんです。

　普ふ段だんの万理亜は、常におまけの位置に甘んじている。よって、たまには自分だけで刃更との時間を楽しんでも良いだろう。

　……さあ、どうしましょうか。

　刃更の部屋の前で、万理亜はふむと考える。

　以前、刃更のＴシャツの中に潜もぐり込んだ事があったが、

「うーん……ならやっぱり今回はパンツの中ですかね」

　刃更の下着はボクサーパンツだが、ウエストのゴムを限界まで引っ張れば、恐おそらくギリギリ入れる筈だ。澪達では、刃更のＴシャツの中にすら入れないだろうが、こういう時、万理亜の自じ慢まんのロリボディは不可能を可能にできる。

　それに、朝は男の子の生理現象が大変だ。刃更はまだ高校一年生。思春期真っ盛りだ。

　そんな彼の繊せん細さいな男心を傷つけないよう、優やさしく起こしてあげなければならない。

　そう。

『刃更さん、眼めを覚まして下さい……ホラ、股間はとっくに起きてますよ』

　気き遣づかい完かん璧ぺき。ええもうこれしかありません。部屋の中に入ってから服を脱いだら、衣きぬ擦ずれの音で刃更が眼を覚ましてしまうかもしれないからと、万理亜はその場でいそいそと服を脱いだ。とはいえこれを廊下に置いておいたら、誰だれかが通り掛かかった時にモロバレだ。

　万理亜は脱いだ服を小こ脇わきに抱かかえながら、

　……まあ。

　澪達がすぐには来られないように、彼女達を感じさせてたっぷりとショーツを濡ぬらしておいた。眼が覚めたらまず恥じらいを得て、次に着き替がえ、その後にはこっそりと脱だつ衣い所や浴室で手洗いするまでの一連の流れを考えると、稼かせげる時間は充じゆう分ぶんな筈だ。

「その隙すきに、私は刃更さんの一番搾しぼりをいただいちゃいますよー」

　きゃーとテンションを上げながら、万理亜はそっと刃更の部屋の扉とびらを開けて忍しのび込み、

「なっ──…？」

　しかし、すぐにその場に立ち尽つくした。

　刃更の姿はまだベッドにあったものの、彼は既に起きてしまっていた。

　──だが、万理亜が驚おどろいたのは刃更が起きていたからだけではなかった。

　ベッドの上には、刃更とは別にもう一人居たのだ。それは、

「ゼストさん──…」

　万理亜は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そう──刃更とベッドを共にしていたのはゼストだった。しかもゼストはショーツ一枚の姿で、刃更の膝ひざに対面座位のような体勢で乗っていた。そして己おのれの豊かな乳ち房ぶさを刃更に強く吸われて、瞳ひとみを快楽にとろけさせながら、

「はぁ……刃更様……あぁっ、刃更様ぁ……♥」

　ゼストは陶とう酔すいした顔で、いやらしく腰こしを振りながら幸せそうに喘あえいでいた。

　左手は刃更の首の後ろに引っかけて。

　そして右手は──刃更のボクサーパンツの中へと差し入れている。







　ゼストは、誰かが刃更の部屋へと入ってきたのを感じた。

　しかし背後を──部屋の入り口の方を振り返る事はできなかった。

　自分だけが刃更にされる幸せを味わってしまっていた後ろめたさもあるが、それ以上に、眼の前の刃更への愛いとおしさでいっぱいで。彼が与あたえてくれる快楽に溺おぼれながら、刃更に対して自分からも奉ほう仕しを行なう事を止められない。

　──ゼストが刃更と淫みだらな行為に耽ふけっているのには理由があった。

　昨日、ゼストは刃更達と共に魔ま界かいからこの東城家へとやって来た。

　しかし既に部屋がいっぱいだったため、昨夜のところはリビングで寝ねる事にしたのだが、優しい刃更はゼストの事を気に掛けてくれて、朝早くに起きてこちらの様子を見にリビングまで下りてきてくれたのである。

　そんな刃更の気遣いが嬉うれしくて……だが同時に申し訳なさも募つのらせてしまった結果、ゼストは主従契けい約やくの呪のろいを発動して催さい淫いん状態へと陥おちいった。そんなゼストを、刃更は優しく抱だきかかえると、彼の部屋のベッドの上へと運んでくれて──そして現在に至る。

　──だが、ただ快楽を与えられて楽にして貰もらう訳にはいかなかった。

　ゼストは刃更のメイドなのだ。

　彼に奉仕する事が自分の役目であり存在意義である。だから、

「ふぁあん……はぁっ、刃更様ぁ……」

　刃更を想おもって大きくなった胸を彼にしゃぶって貰いながら、ゼストは夢中になって大きくなった刃更のモノを己の手でしごいた。ボクサーパンツを下にずらして露ろ出しゆつさせると、硬かたく張り詰めた刃更のモノの先せん端たんからは粘ねん着ちやく質しつな液体が潤じゆん滑かつ油として溢れており、ゼストが手でしごく度たびにクチュクチュといやらしい音を立てる。

　すると、ふと刃更は吸っていたゼストの乳ち首くびから口を離し、

「っ……、ゼスト……っ！」

　そうこちらを呼ぶと、ゼストがしごいている彼のモノがさらに硬く大きく膨ふくれ上がった。

　だから、

「んっ……どうぞ、出して下さい刃更様……っ」

　手の動きを一気に速めながら、ゼストは懇こん願がんするように告げる。すると、

「っ────」

　刃更が身を硬くした瞬しゆん間かん──ゼストの右手に大量の熱い液体が[image: ]ほとばしった。

　それは刃更が絶頂を得た事で起きる反応だ。勢い良く噴ふき出した白はく濁だく液が、ゼストの褐かつ色しよくの胸から顔にまでべっとりとかかり、

「あぁ……んっ……♥」

　それでもなお、こちらの手の中で刃更のモノは脈動を続けていた。繰くり返される淫みだらな蠢しゆん動どうが、刃更が感じている快楽の大きさを伝えてくる。

　──刃更様にきちんと奉仕ができた。

　メイドとしての悦よろこびにゼストが打ち震ふるえていると、

「──ゼスト」

　不意に刃更に、耳元で囁ささやくように名前を呼ばれた──次の瞬間、

「っ──ふああぁぁぁぁあぁあん♥」

　ゼストは甘い嬌きよう声せいを上げながら、上半身を仰のけ反らせていた。

　弱点である耳を刃更に嚙かまれ、盛大に絶頂したのだ。
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　そして。

　その一部始終を、呆然と立ち尽くしながら見守った万理亜は、

「──ああっ、私ったら無意識に撮さつ影えいをっ!?」

　気が付けば、いつの間にかビデオカメラで刃更達の様子を撮影していた。

　おまけに廊下で脱ぬいだ後、小脇に抱えていた服も床ゆかに綺き麗れいに置いてある。

　こんな時までチャンスを逃のがさないように身体からだが動いてしまうとは、我ながらサキュバスの本能が末すえ恐おそろしい。しかし、

　……む、おかしいですね。

　ふと万理亜は違い和わ感かんを得た。自分の新たなお宝動画コレクションに新たなラインナップが加わったというのに、何故なぜだか気持ちが盛り上がらない。

　……いつもなら、もっとウキウキするんですけど……。

　一体どうした事だろうと万理亜が首を捻ひねっていると、耳を嚙まれて絶頂した余よ韻いんで瞳の焦しよう点てんを失い、意識がぼんやりとしてしまっているゼストをベッドに寝かせた刃更がボクサーパンツを穿はき直しながら、

「あんまり人の事は言えないが……何してんだ万理亜？」

　と、少し恥はずかしそうに尋たずねてきた。

「いえ、それが私にもよく解わからないんです……」

　と万理亜。

「自分へのご褒ほう美びに、刃更さんの一番搾りをいただこうとしたんですけど、いざ部屋へ忍しのび込んだら刃更さんとゼストさんが既すでにエロ真っ盛りでして。気が付いたらその模様をばっちりビデオカメラで撮とっていて我ながらグッジョブなんですけど、何故だかあんまり嬉しくなくて……」

　うーん、と首を捻りながら、

「刃更さん……これって一体どういう事だと思います？」

「その説明を聞いた俺に、何が解るっていうんだよ」

　と、げんなりした顔で言われる。

「そうですか……そうかもしれませんね」

　と、万理亜は気を取り直して、

「では刃更さん──ちょっと二に度ど寝ねして貰えますか？」

「？　何でだよ？」

「はい、ちょっと刃更さんのパンツの中にお邪じや魔ましたくてですね……」

「何でだよっ!?」

　と、大きな声を上げられ、

「し～っ、澪さま達が起きたらどうするんですか」

　と慌あわててベッドに上がって刃更の唇くちびるに人差し指を添そえて黙だまらせた。そして、

「ああもう、説明している時間が惜おしいです……えいっ！」

　と、万理亜はサキュバスの睡すい眠みん魔ま法ほうを刃更に掛けた。

「なっ……お前、何……を──…」

　不意打ちが効いたのだろう。驚きに見開かれた刃更の眼が、途と端たんにとろんとしたものになり、刃更は糸が切れたようにベッドの上で仰あお向むけになると、そのまま寝ね息いきを立て始めた。

「ふふふ、グッドナイト刃更さん──朝ですけど」

　万理亜はニヤリと笑うと、いそいそと当初の目的の実行に移った。

　刃更のパンツ潜せん入にゆう作戦だ。

　ウエストのゴムを引っ張ってパンツと刃更の間に隙すき間まを作り、まずは右足を中へ──既に刃更の左足が入っている脚あしぐりの中へと滑すべり込ませ、そのまま尻しりも入れようとするが、

「っと……これは左足が先ですかね」

　想像以上に窮きゆう屈くつだった。Ｔシャツの中に入った時とは段だん違ちがいの難度だ。

　よって先に左足を入れると、万理亜は後ろ手に刃更のパンツの前を摑つかみ、

「ふぬっ、と……ん、何とか行けそうです……おお、行けそうですよー！」

　どうにか自分の尻辺りまでを入れ込む事に成功した万理亜は、不可能と思われていたミッションの成功にわーいと喜びを露あらわにする。そして、

「うわあ……これは、かつてない密着感ですねえ」

　ボクサーパンツの中で、万理亜と刃更の股こ間かんが完全にひっ付いてとんでもない事になっていた。そして、

　……あ……。

　ふと万理亜は、刃更のものが硬くなり始めている事に気が付いた。

　サキュバスである万理亜と肌はだを重ねている上、敏びん感かんな部分も擦こすれてしまった事が原因だろう。万理亜は「ふふっ」と笑って、

「一度出したばかりなのに、もうこんなにしちゃって……刃更さんてば仕方ないですね」

　そう言った瞬間──不意に何かが万理亜の頭をぐわしと摑んだ。そして、

「……朝から随ずい分ぶんと楽しそうね、万理亜」

　背後からした冷たい笑えみを含ふくんだ声に、顔にぶわっと汗あせを浮うかばせながら、

「そんな……あの状態から一体どうやってこんなに早く？」

　万理亜がブルブルと震えながら問うと、

「迂う闊かつだったわね……確かにアンタのせいで濡ぬれちゃった下着は洗いたかったけど、脱だつ衣い所は柚希が、浴室は胡桃ちゃんが先に使っていたから、あたしは二人が終わってからよ」

　と、底冷えをするような声で言われる。

「馬ば鹿かな……どうしてそこで仲良く一いつ緒しよに洗わないんです？　早く綺麗にしないとエッチな染しみが残っちゃいますよ？　良いんですかっ!?」

「その時は捨てるわよっ！」

　という叫さけびと共に、万理亜は刃更のパンツの中からキュポンと音を立てて引っ張り出された。すると、先さき程ほどまであんなにエロ可愛かわいい寝ね顔がおをしていた澪が、こめかみに青筋を浮かべながら立っていて、頭を摑まれた万理亜はぶらんぶらんと宙を揺ゆれながら、ふっと感かん慨がいに浸ひたるように、

「澪さま……すっかり握あく力りよくがお強くなられて」

「──ええ、アンタのお陰かげよ」

　そう言うなり、ベッドの刃更とゼストを見て、

「ったく、エッチな動画欲しさにゼストまで巻き込むなんて……刃更達を起こすと悪いから、お仕置きはあたし達の部屋でゆっくりとね」

　そう言って、成長した握力で万理亜の頭を摑んだまま引きずり始める。

「ああっ、ひどい誤解ですっ！　ちょっと二人とも、寝ねてないで澪さまにちゃんと説明してあげて下さい！　私がしたのは刃更さんを魔ま法ほうで眠ねむらせて、パンツに潜もぐり込んだところまでだと！」

　しかし、そんな万理亜の叫びは、激しい絶頂の余韻で意識が半分飛んでいるゼストと、睡眠魔法で夢の中にいる刃更には届く筈はずもなく。

　そして自分達の部屋へと戻もどった後──万理亜は澪から折せつ檻かんをされた。

　──当然ながら、これも久しぶりの事だった。
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「うう……とんだ家庭内冤えん罪ざいですよ」

　澪のお仕置きから回復した万理亜は、階段を下りながらぼやいた。

　そしてリビングの扉とびらを開け、キッチンへ向かおうとした万理亜は、

「…──え？」

　ダイニングテーブルに、既に朝食が並べられ始めているのを見て思わず眼めを丸くする。

　彩いろどりが鮮あざやかなサラダ、焼きたての匂においが香こうばしいパン、ふわっと絶ぜつ妙みような焼き加減のオムレツと、メニューこそベーシックな洋食でありながら、一つ一つのクオリティが抜ばつ群ぐんに高い。食べるまでもなく、見ただけで既に美味おいしいと確信できる。器うつわへの盛り付けも美しく、配はい膳ぜんの並びやバランスも一いつ切さいの乱れがなく完かん璧ぺきだった。完全なプロの仕事に万理亜が立ち尽つくしていると、

「おお、凄すごいなこりゃ……」

「高級ホテルの朝食みたい」

　と、後からやって来た刃更達も次々に感かん嘆たんの声を上げる。

　……これ程の料理を一体誰だれが？

　万理亜の求める答えはキッチンにあった。

「──お待たせしてすみません。もう少しでスープも出来上がりますので」

　恭うやうやしい口調で言ったのは、ガスコンロでスープの仕上げに掛かかっていた、可愛らしいエプロンを身に付けたゼストだ。

「そんな……いつの間にこの家のキッチンの使い方を？」

　昨日来たばかりにも拘かかわらず、ゼストは完璧に東城家のキッチンを使いこなしていた。

　呆ぼう然ぜんとなった万理亜に、

「以前、シェーラ様と共に穏おん健けん派へ身み柄がらを預けられた時、迎むかえが来るまで少しだけこちらへ滞たい在ざいさせていただいた際に拝見だけはしていましたので……お役に立てる日が来た暁あかつきには、こうして腕うでを振ふるえるようにと」

　魔ま界かいでシェーラやルキアからメイドとしての嗜たしなみを学んでいた時から、その技術を発揮する場を東城家に──否いな、刃更にと夢見ていたのだろう。

「そうか……ありがとな」

　健けな気げなゼストの言葉に、刃更の顔が穏おだやかなものになったのに対し、

「………………」

　万理亜は表情を複雑なものにしながら、

　……で、でもどうやって……？

　と、一つの疑問を抱いだいた。それは食材の問題だ。

　──魔界へ赴おもむくために長く家を留守にするという事で、万理亜は計算して出で掛かける前に冷蔵庫の食材をほとんど使い切っていた。

　よって今朝のところは焼きおにぎりのお茶ちや漬づけなど、お米など保存のきく食材にあり合わせのもので一手間加えた料理で我が慢まんして貰もらい、午前中のうちにスーパーへ買い出しに行くつもりでいたのだ。だが、ゼストの作った朝食は明らかに東城家に残っていた食材でどうにかできるものではない。つまり、

「まさか、買い物に……？」

「はい。こちらの世界のスーパーというものは便利ですね。食材が早朝でも普ふ通つうに買えるというのは素す晴ばらしい事です」

　こちらの問い掛けに、あっさりとゼストは認めた。

　この手の込んだメニューを作るのに掛かるであろう時間から逆算すると、刃更を起こしに行く前には大体の調理の目め処どが立っていなければ無理だ。冬の日の出の遅おそさを考えると、恐おそらくゼストは日が昇のぼる前に、一人で買い物へ行っていたという事になる。

「でも、お金はどうしたの…？」

　ふと柚希が発した素そ朴ぼくな疑問に、万理亜は勢い良く乗っかって、

「そ、そうですよー！　ゼストさんはこちらの世界のお金は持ち合わせがない筈。まさか、お店の人を脅おどして食材を──」

「──それなら問題ありません」

　と、ゼストはスッと一枚のカードを取り出してテーブルの上に置いた。

「ぶ、ブラックカード……っ!?」

　審しん査さ基準から選ばれし者しか持つ事を許されないクレジットカードの王様を見せられ、思わず戦せん慄りつした万理亜に、

「こちらの世界で刃更様へお仕えする以上、澪様のお世話もさせていただく事になります。よってルキア様よりこちらを渡わたされました」

　ゼストがさらりと言い放つ。

「ねえ……まさかとは思うけど、偽ぎ造ぞうカードじゃないよね？」

　と眉まゆを顰ひそめた胡桃に、

「ご心配なく。魔法などによる偽造や意識操作などで多額の金銭を得るなど、人間界に大きな影えい響きようを及およぼすような目立つ行こう為いをすれば、勇者の一族が問題ありと見なして動き出してしまいかねません。それにより柚希さんや胡桃さんの立場を難しくしてしまうような真似まねをする訳にはまいりませんから」

　と、ゼストは微び笑しようを浮かべて、

「現魔ま王おう派との戦いでの功績と、澪様が生活において不自由がないようにと、ラムサス様とクラウス様の計らいで、魔界のバリアラント金鉱で採さい掘くつされた最高純度の黄金をこちらの世界へ持ち込み、一度外貨に換かん金きんしたものを円に両りよう替がえしてこのカード用の口座を用意していただいたとの事です」

　それは──かつて、ウィルベルトから澪の養父母となる事を任されたふたりが、この人間界で暮らす際の支し度たく金を与あたえられた時と同じ方法だった。

　ただし、それはウィルベルトが可能な限り澪に危険が及ばない安全策を取ったからであって、基本的には魔ま族ぞくが勇者の一族の顔色を窺うかがう事はない。

　しかし今回、澪が人間として生きてゆく事を選んだ事や、刃更への報ほう奨しようとしての意味合い、さらには先ほどゼストが言った柚希や胡桃の立場を総合的に考えて、最も眼を付けられにくい方法を選んだのだろう。

　それは理解できるし、正しい選せん択たくだと万理亜も思う。しかし、

「な、なぜ姉様はゼストさんに……生活費なら私に渡してくれれば」

　納なつ得とくがいかずに万理亜が頰ほおを膨ふくらませると、

「貴女あなたに渡すと、卑ひ猥わいなアイテムなどが無む駄だに増える可能性が考えられるため、家計は私が管理するように──と、ルキア様が」

「あー……」

「なっ、何ですか刃更さんその納得顔はぁっ！　心外にも程がありますっ。私がせっせとエロゲーやらアダルトグッズやらを買い漁あさっているのは、刃更さん達の屈くつ服ぷく調教ライフを充じゆう実じつさせるためであってですね、ちゃんとネットのレビューを確かく認にんしたり、体験版をプレイした上でチョイスしてるんです。無む駄だ遣づかいなんて全然した事ありませんよー！」

　ふんぬーと憤ふん慨がいする万理亜に、

「解わかった解った。とにかく朝ご飯にしよう……な？」

　と刃更が言い、それぞれが自分の席につくと、ゼストは出来上がったスープをよそった器を一人一人の前に置きながら、

「……お口に合うと良いのですが」

　と、控ひかえめな言葉を不安そうに言ってくる。

　──だが、それが全くの杞き憂ゆうである事はゼスト以外の全員が解っていた。

　ゼストの料理の味は見た目以上に最高で、一口食べるなり、

「美味しい……」「本当、凄いよこれ……」

　と、口々に感動の声を上げる。万理亜もオムレツを口へ運び、

「こ、これは……っ！」

　悔くやしいが凄く美味しい──ふわっとしていながら、表面はしっとり滑なめらか。

　火加減だけではない。フライパンの材質を理解して完全に使いこなさなければこの仕上がりは不可能だ。

「………………」

　立つ瀬せを失った万理亜が、いよいよ落ち込みを感じる中、

「どうしたゼスト、早くお前も座って──…」

　と言い掛けた刃更が、ふと気付いたように言葉を切った。

　ベッドが足りなかったのと同じように──椅い子すの数も足りていない事に気が付いたのだ。







　当初──東城家のダイニングテーブルに置かれていた椅子は四脚きやく。

　それは同居を始めた迅じん・刃更・澪・万理亜のためのものだった。

　だが迅が家を留守にしたため、後に柚希も暮らし始める事になった時は迅のものを使い回したものの、胡桃が一いつ緒しよに住むようになった際には買い増しを行なっていた。
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　……迂う闊かつだったな。

　東城刃更は、己おのれの失態を悟さとった。

　昨夜、ゼストのベッドが足りなかった時点でこの事には気付きそうなものだ。今後はゼストもこの家で暮らす以上、ベッドと同じく彼女のための家具は必要不可欠となる。無論、魔界から戻もどった翌日の朝にどうこうできる問題ではないかもしれないが、だったら今朝はリビングで食べたり、それこそ外で朝食を取るという選せん択たく肢しもあっただろう。すると、

「どうかお気になさらないで下さい、私ならば大だい丈じよう夫ぶです」

　とゼストは微笑ほほえんで、

「メイドが主人と食事を共にする事は失礼にあたりますから……」

　その言葉に刃更は首を横に振り、

「駄だ目めだゼスト。確かにメイドとしてはそれが正しいのかもしれないけれど、これからはお前にも一緒に食べて貰う」

「ですが……」

　と恐きよう縮しゆくするゼストに、

「お前が俺を主あるじとみなしてくれているように、俺はお前を他ほかの皆みんなと同じく家族として扱あつかう……これから一緒に暮らす以上は、この家の考え方に従ってくれ」

　と、己の考えをはっきりと伝える。

「解りました……刃更様が、そうご命令になるのでしたら」

「命令っていうのはちょっと違ちがうな。家族として普通のあり方をしようって事だよ……まあ、少しずつでも慣れてくれ」

「はい……」

　こちらの言葉に、ゼストは嬉うれしそうに微笑んだ。

「しかし、ゼストの分の家具も必要だけど、流石さすがにちょっと手て狭ぜまになってきたなぁ……」

　この家はあくまで、迅・刃更・澪・万理亜の四人で暮らす事を考えて借りたものだ。

　間取りは四人各おの々おのの部屋に加え、迅のカメラ関連の道具やこれまでの仕事のファイルや資料などを収めた書しよ斎さいを加えた４ＬＤＫ＋Ｓ。

　──しかし柚希と胡桃も一緒に住むようになり、居室の割り当てを一度変へん更こう。

　刃更と迅が使用している部屋はそのままに、残る二部屋を澪と万理亜、柚希と胡桃の組み合わせに分けて使っていたのだが、その状態でも既すでにいっぱいいっぱいだったのだ。

　昨夜、ゼストには迅の部屋を使っても良いと言ったのだが、それは恐れ多いからと固辞されてしまった。かといって、男の刃更の部屋で一緒に寝ね起おきさせる訳にもいかない。

　刃更の理性的にも他の女の子達の反応的にも厳しいものがあるし、ゼストも自分のせいで刃更に不自由をさせる訳にはいかないとか、そもそも主である刃更と同じ部屋など恐れ多い……などと断られるのがオチだ。

　──かといって、部屋に余よ裕ゆうはない。

　どうしたものか、と刃更が思案していると、

「でしたら刃更さん、この際新しい家を探すというのはどうでしょう？」

　ぽんと万理亜が手を叩たたいて言った。

「今ある部屋の数でも、やりくりすればゼストさんの居住スペースを捻ねん出しゆつする事はできるでしょう。しかし、これでもし消息が摑つかめなくなっている刃更さんのお母さんを迅さんが見つけて、ご夫ふう婦ふで一緒に帰ってきたりしたら、いよいよこの家のキャパシティは完全にオーバーしてしまいます」

　それに。

「迅さんがこの家に居た頃ころと比べて、私達の関係は大きく変化しています。私としては迅さんが家にいる状態で、声とか物音を抑おさえてバレないようにギリギリのスリルを楽しむというのもオツだと思いますが、流石にずっとそれでは色々と不便です」

　まあ、と万理亜。

「刃更さんと澪さま達がサキュバスの特性で主従契けい約やくを結んでいる事はもう迅さんも御ご存ぞんじなのですから、私達が何をしているのかも想像がついているでしょうけれど……とはいえ実際に見られたり聞かれたりするとなると話は別です。澪さま達も安心して刃更さんに屈服できないでしょうし」

「『安心して』って、アンタね……」

　下手に肯こう定ていもできず、澪が頰を赤く染めながら言葉を濁にごすと、

「それに刃更さんも、父親である迅さんがいる状態で澪さま達を調教するのは色々と気き恥はずかしいでしょう」

「当たり前だろ……」

　気恥ずかしいっていうより、普ふ通つうに気まずいわ。

「まあ刃更さんが、父親に自分と女の子との情事を見られたいとか、特とく殊しゆな性せい癖へきをお持ちというならば話は別ですが」

「欠片かけらもないから心配すんな」

　と、刃更は即そく座ざに断言し、

「でも……確かに一理あるかもな」

「やっぱり！　見られるのって興奮しますよね？」

「性癖から離はなれろ。家の事だよ」

　魔族との問題が一段落したとはいえ、魔ま界かいの方がまだ色々とゴタつくリスクがある以上、すぐに刃更達の主従関係を解消する訳にはいかない。それは穏おん健けん派と現魔王派との和平や、他の勢力との状じよう況きようの推移を見ながら慎しん重ちように判断すべき事だ。よって迅が戻ってきた時の事を考えると、この家ではスペース的にも構造的にも色々と厳しい事は否定できない。

「とはいえ、未成年の俺達だけでどうにかできるものじゃないしな……」

　金銭的にも、信用的にもだ。その気になれば、不動産屋の担当者の意識を魔ま法ほうで操あやつる事もできるが、ゼストとも暮らすようになった今の状況で、勇者の一族に再び眼めを付けられるような事になるのは何としても避さけたい。すると、

「──私が預かっている口座のお金を使用されてはいかがでしょう？」

　と、ゼストが控えめに提案を口にした。

「このお金は刃更様達の活かつ躍やくに対する報ほう酬しゆうと、澪様の生活のためにと渡わたされたものです。迅殿どのに無断で事を進めたくないようでしたら、まずは現在の状況をお伝えして、新居を探す事について問題がないか確かく認にんを取られてはいかがでしょう」

「それは……まあそうかもしれないけど」

　確かに、迅は特殊な魔ま力りよくチップの入った携けい帯たいを所持しているため、魔界にいる向こうと連れん絡らくを取る事は不可能ではない。問題があるとしたら、

「どう思う？　大丈夫だと思うか？」

　と、刃更は柚希と胡桃にゼストの提案について判断を求めた。《里》が問題視をしないか──その可能性について問うと、柚希が僅わずかに思案してから、

「多分、大丈夫……人に直接的な害を与あたえるようなものじゃないから」

「社会に対して著いちじるしい影えい響きようを及およぼすような真似まねをする訳でもないしね」

　胡桃もまた問題ないという見解を示してくる。

「そうか……」

　ならば、検討する価値はあるのかもしれない。刃更が改めて全員を見回すと、澪・柚希・胡桃・ゼストの四人の瞳ひとみは「異論はない」と言っていた。

　ただ一人──万理亜だけがどことなく不満げな顔をしていて、

「どうした万理亜……家探しを言い出したのはお前だろ？　やっぱり嫌いやになったのか？」

「いいえ別にぃ～？　全然まったくこれっぽっちも嫌だなんて思ってませんですよ？」

　こちらの問い掛かけに、万理亜はわざとらしくとぼけてくる。

「全然そう見えないんだが……まあでも、だったら後で良い物件がないかちょっとだけ探してみるか」

　やれやれと嘆たん息そくしてから、東城刃更は言った。

「実際にどうするかは別にして──情報を調べておくだけなら問題はないだろうしな」
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　刃更を起こす事で後おくれを取ってしまった上に、朝食まで完かん璧ぺきに作られて。

　ならばと新居を借りるアイディアを出したら、費用は心配しなくて良いと言われた挙げ句、冷静に具体的かつ効果的な意見まで述べられた。

「ううっ……これじゃあまるで、私はピエロじゃないですかぁ～」

　よって朝食の後──万理亜は、柚希と胡桃の部屋でめそめそしながら愚ぐ痴ちを零こぼしていた。

「ちょっと！　ちゃんと聞いてますか胡桃さん？」

「やぁんっ……は、話があるって言うから、あたし……それなのに、な、何で朝からこんな……ふぁあんっ」

　背後から抱だきすくめているこちらの腕うでの中で、胡桃が艶つやっぽく喘あえいでいた。

　──万理亜は現在、胡桃のベッドの上で彼女に傷付いた心を慰なぐさめて貰もらっている。

　着ていた服とブラをひん剝むいたため、胡桃の姿はショーツ一枚で裸はだか同然だ。

「だってだって、他にする事がないんですよぅ……ゼストさんてば夜中の内に家中掃そう除じしちゃって、朝食の間に洗せん濯たく機きまで回してたんですよ？」

　下手をすれば、こちらはピエロどころか役立たずの負け犬だ。

　よって胡桃の胸をいやらしく揉もみ、時おり彼女の敏びん感かんな脇わきも舐なめて、感じさせている実感を得る事でしか、今の万理亜には己を保つ術すべがなかった。

　万理亜は胡桃のショーツに手を入れながら、彼女の脇をぺろんと舐めた。と同時、

「やっ──ふあぁぁぁぁぁぁあああんっ♥」

　胡桃はビクンと躰からだを震ふるわせて甘い嬌きよう声せいを上げる。

　途と端たんに、こちらが手を差し入れていた彼女のショーツの中が熱く濡ぬれた。

　それは絶頂をした際に見せる、女特有の反応だ。

　先さき程ほどから快楽で潤うるんでいた胡桃の瞳の端はしには、快楽の洪こう水ずいを得た事で涙なみだが浮うかんでいて、その反応に万理亜は彼女の正面に回ると、嬉しそうに胡桃の躰をキュッと抱き締しめながら、

「胡桃さん……私のために泣いてくれてるんですね」

「っ……はぁ、違ちが……万理亜……あぁ……んっ」

　熱を帯びた喘ぎを漏もらす胡桃に、万理亜は熱く濡れそぼった彼女のショーツの中でいやらしく尻しりを揉む事で言葉を奪うばいながら、

「大だい丈じよう夫ぶですよー。胡桃さんが濡らした下着もベッドシーツも、責任をもって私が洗いますから！　ですから、もう少し良いですよね？　お母さんの計らいで打ち解けてからというもの、胡桃さんはゼストさんとすっかり仲良しになっちゃったみたいですが、私としても負けてられませんので」

　嗜し虐ぎやく的な瞳で言いながら、万理亜は胡桃の涙をぺろりと舐める。そして、

「──柚希さんも一いつ緒しよにどうです？」

　自分達がいるベッドとは逆──反対側の壁かべ際ぎわに置かれているベッドに背をもたせかけ、本を読んでいた柚希に冗じよう談だん半分で呼び掛ける。

　そう──柚希は、万理亜が胡桃への行こう為いを始めた時からこの部屋にいた。

　だが、咎とがめる事なく許してくれていたのだ。まるで万理亜達が友情を育はぐくむのを見守るかのように──実際は、こちらの方は見る事なくずっと本を読んでいたが。

「私も……？」

　と、本から顔を上げた柚希は、万理亜と胡桃を交こう互ごに見ると、

「…………解わかった」

　そう言ってパタンと本を閉じると、立ち上がってこちらへとやって来る。

「お、お姉……っ？」

　まさか柚希が乗ってくるとは夢にも思わなかったのだろう。胡桃が困こん惑わくの声を上げながら背後の柚希を振ふり返った。

　だが、驚おどろいたのは万理亜も同じだ。柚希はこちらのやる事に眼は瞑つむってくれても、参加まではしてこないだろうと思っていた。しかし驚く万理亜達に構う事なく柚希はこちらのベッドの前へ来ると、静かに服を脱ぬいでいった。そしてショーツ一枚になると、

「でも万理亜……出で掛かける時間は平気？」

　と、ベッドの上に乗ってきながら柚希に尋たずねられ、

「それなら大丈夫です……行くのは午後からになりましたので」

　と、万理亜は頷うなずきを返した。

　朝食の後──刃更が携帯メールで迅に確認を取ったところ、向こうからはあっさり「好きにして良いぞ」との返事が来た。そのため問題は一気にクリアとなり、刃更達は現在、最も寄より駅近くのめぼしい不動産屋をリストアップしている。先にネットで物件情報を調べたものの、こちらの希望条件に合うものが見つからなかったからだ。なので出掛けるのは昼食を食べた後──午後からにしようという話になっている。だが、

「どうせお昼もゼストさんが作るんですよ。なので私は、お昼まで胡桃さんを美味おいしくいただく事にしたんです。そう、どこまでも甘いデザートのように！」

「そう……だったら良い」

　柚希はそう言うと、万理亜と前後を挟はさむようにして胡桃の背後へ回った。

「やっ、噓うそ……お姉……っ？」

「大丈夫……私は胡桃のお姉ちゃんだから」

　柚希は後ろから──胡桃の肩かたの上から覆おおい被かぶさるようにして両手を前に回すと、困惑している妹の胸をそっと揉み始め、

「……万理亜もしてあげて」

　そんな柚希の呼び掛けに、

「──了りよう解かいですっ！」

　万理亜は嬉き々きとした表情で頷くと、胡桃の脇へ唇くちびるを寄せていった。

　胡桃は慌あわてて抵てい抗こうするが、二人がかりのこちらに敵かなう筈はずもなく、

「やっ……二人とも、駄だ目めぇ……ああぁっ、はぁぁぁぁああああああっ♥」

　万理亜が思い切り脇を舐め上げると、嬌声を上げながら再び絶頂した。
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　その後──胡桃は本当に、正午近くまで万理亜と柚希に可愛かわいがられ続けた。

　自分だけがされるのは悔くやしいので、途と中ちゆうからは万理亜を味方につけて二人で一緒に柚希を攻せめた。万理亜に両手を摑つかませて拘こう束そくした状態で、胡桃が尻を滅め茶ちや苦く茶ちやに揉んでやると、柚希は面おも白しろいように絶頂して、そこからはもう姉と妹のプライドを懸かけた意地の張り合いのように互たがいの弱点を攻め合った。

　その快楽の余よ韻いんがあまりにも強すぎて、ベッドの上から動けなくなった胡桃は、皆みんなと一緒に昼食を食べる事はできず、物件探しに出掛けるのも辞退した。

　流石さすがにやりすぎたと思ったのか、万理亜が申し訳なさそうにしていたが、胡桃は怒おこらずに万理亜を送り出し、刃更達に付いていかせた。

　万理亜が抱いだいているモヤモヤとした感覚は、かつて胡桃も同様に感じた事があったものだ。高たか志しや斯し波ばと共に訪おとずれた時は刃更に対して、柚希の補ほ佐さとして東城家へやって来た時は万理亜に対して。そして──魔ま界かいへ行った時は、ゼストに対してその感情を抱いた。それは、抱いた相手ときちんと向かい合わなければ解消される事のないもの。だからこそ、

　……大丈夫だよ。

　胡桃は万理亜の事を想おもった。自分にも乗り越こえる事ができたのだ……万理亜だって解消できるに違ちがいない。根こん拠きよだってある。

　……刃更がいるもん。

　胡桃が感情を苦しいものにした時、その度たびに刃更は胡桃の心を救ってくれた。だから、きっと万理亜も大丈夫な筈だ。

　そして現在──家で留守番している事を選んだ胡桃は、浴室の湯船に浸つかっていた。

　万理亜と柚希のせいで、汗あせなどを搔かいてしまったからだ。

　──だが、浴室に居るのは胡桃一人ではなかった。

　家には柚希も残ってくれていて、シャワーの前に置かれたバスチェアに腰こし掛かけ、スポンジで黙もく々もくと身体からだを洗っている。そんな柚希に、

「お姉……何で刃更達と一緒に行かなかったの？」

　胡桃は横目で顔色を窺うかがうようにして尋ねた。

　普ふ段だんの柚希なら、刃更が出掛けようものなら何をおいても付いて行く筈だ。

　澪も一緒に行くというのならば尚なお更さらである。

　……それに。

　万理亜と一緒になって、あんな風にこちらへ悪戯いたずらをしてくるのも少し変だ。

　──無論、これまでにも柚希とああいう真似まねをした事はあった。

　柚希のサポートとしてこの東城家へ来た時、万理亜の魔ま力りよくで刃更と主従契けい約やくを結んだと聞かされた時や、魔界で現魔ま王おう派と戦う前のゲスト用居館でも皆と一緒に快楽を共にしている。しかし、呼吸をするように発情して暴走するサキュバスの万理亜はともかく、柚希が胡桃とああいう行為をするのは刃更がいる時しかない。

　一体どうして──そんな疑問を抱いた胡桃に、

「──胡桃、これからどうするつもり？」

　と柚希が尋ねてきた。

「どうって……ちょっとのんびりしようと思ってたけど」

　魔界に長くいたため、胡桃はまだ向こうの濃こい魔ま素そに晒さらされ続けた影えい響きようが気だるさとして残っている。これは、魔族である万理亜の魔力で刃更と主従契約を結んでいる柚希よりも、魔素への耐たい性せいが低いための症しよう状じようだ。

　無論、胡桃も勇者の一族として魔素への耐性訓練は受けているので、日常生活を送る分には問題ない。こちらの世界へ戻もどってもきたし、もう少しすれば体内から完全に魔素が抜ぬけてくれるだろう。この入浴も、搔いた汗を流す以外に禊みそぎとしての意味合いがあってのものだった。だが、柚希の問い掛かけは胡桃の解かい釈しやくとは異なるもので、

「──澪は自分がどう生きるかの答えを出した」

　柚希の発した声が、静かに浴室に響ひびいた。

「──────」

　とっさに胡桃がハッとなる中、

「そして魔界へ行き、澪なりに魔族との間にケジメとケリを付けてきた……だから、次は私達の番」

　そう言って、柚希はこちらを見て、

「勇者の一族として、一人の人間として──これから刃更とどう関かかわってゆくか、私達は自分の生き方を決めないといけない」

「お姉──…」

　胡桃は思わず息を詰つめた。

　──心の奥を、柚希にそっと見み透すかされた気がした。

　刃更の事が大切だ。今では澪や万理亜、ゼストの事も友達だと思っている。

　……でも。

　自分達は勇者の一族なのだ。その事実から、いつまでも逃にげている訳にはいかない。

　ウィルベルトから受け継ついだ力を使いこなし始めている澪と、Ｓ級レベルの力を持つゼストが新たに加わったこの状じよう況きようを、いつまでも《里》が見み逃のがしている筈はない。万理亜だって今ではもう、Ａ級かそれ以上の力を持っている。刃更と共に生きてゆくという事は、そんな澪達とも共に生きてゆくという事だ。

　きっと澪達は既すでに、刃更と共に生きてゆく事を選んでいるだろう。

　そこに迷いはない筈だ。

　──それはまるで、今の状況そのものだった。

　刃更は澪や万理亜、ゼストを連れて新しい家を探しに行き──胡桃と柚希は、こうして二人で彼らのいないこの場所に残っているのだから。

「……恐おそらく刃更も、そう遠くない内に自分の生き方を決める筈。だから、その前に私達は決めておくべき」

　だって、と柚希。

「私達の決断次し第だいで、刃更の選ぶ道が変わる可能性がある。少なくとも私は、シェーラさんが心配していたような事にだけはさせるつもりはない」

「でも……あたし達が決める事で、逆に刃更がそっちを選ぶ可能性も」

　と、胡桃は別の心配を口にした。胡桃達が刃更と生きて行く事を選べば、里にいる両親に迷めい惑わくが掛かってしまう事はまず避さけられない。その事があるため、胡桃や柚希はまだ完全にどうするかを決めきれてはいなかった。だが、そんな胡桃達の事を想った刃更が、こちらを遠ざけようとする可能性は充じゆう分ぶんに考えられた。

「そうかもしれない……でも、私はもう後こう悔かいしたくない」

　と、柚希がきっぱりとした口調で言った。

「五年前の悲劇の時、私は何も出来なかった……刃更に命を助けられたのに、刃更が追放されるのを黙だまって見ている事しかできなかった。刃更の守りたいものを守りたい……そのために強くなると決めたのは、彼と離はなれ離ばなれになってしまった後。そして『咲さく耶や』に選ばれて、澪の監かん視し役を任されて、どうにか私は刃更と再会できた……」

　でも。

「一つ間違えば、もう手遅れだったかもしれない……私も胡桃も、もう二度と刃更に会えなかったかもしれない」

「それは──…」

　柚希が口にした可能性に、胡桃が言葉を失う中、

「だから、今度こそ私は刃更より先に自分の生き方を決める……間に合わずに後悔する事だけは絶対にしたくないから」

　そして。

「胡桃にも同じ後悔を繰くり返して欲しくない……だから」

　生き方を決めよう──野中柚希と野中胡桃の。

　そうした柚希の言葉に、

「…………解わかった」

　胡桃はやがて、しっかりとした頷きを返した。

　……そうだったね。

　五年前の悲劇は、何も一族の仲間や友人らを失った事だけではない。

　里を離れる刃更の背中を黙って見送る事しかできなかった──それもまた、自分達にとっては耐たえがたい苦しみだった。

　あんな後悔を繰り返すのは──もう二度とご免めんだ。
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　胡桃と柚希からエロパワーを貰もらった万理亜は、張り切って外へと出で掛かけた。

　刃更・澪・ゼストと共に向かったのは、駅前にある不動産屋である。

　その目的は──今まで以上に淫いん乱らんな行こう為いや調教が可能な夢の新居探しだ。ところが、

「すみません、ご希望の条件を満たす物件は現在当社の取り扱あつかいには……」

　対応してくれた不動産屋の担当が、申し訳なさそうに言った。

　刃更達が希望した条件は、まずは何かで周囲を巻き込んでしまう危険性を少しでも減らせるように、今と同じく一いつ軒けん家やである事と、現在の家よりも広さに余よ裕ゆうがある事。

　そして万理亜が希望したのは、一人につき一部屋が割り当てられる事と、浴室とバスタブは全員で入れるような広さがある事だ。しかし、

「既すでにネットで物件情報をご覧になったというお話ですからお解りでしょうが……恐らく他ほかの会社さんでも見つけるのは難しいと思いますよ」

「そ、そんな──…」

　担当者の言葉に、万理亜は愕がく然ぜんとした声を漏もらす。

　──現在、東城家は絶賛大所帯である。

　迅の事はひとまず考えずに、六人で別の家へ引っ越すにしても、一人一部屋を割り当てるなら必要な間取りは６ＬＤＫとなる。

　しかし──聖ひじりヶが坂さか学園の徒歩圏けん内ないだけでなく、バスを利用したエリアにまで範はん囲いを広げても、６ＬＤＫ一戸建ての賃ちん貸たい物件は見当たらなかった。何でもこの辺りの戸建ての一いつ般ぱん的な間取りは４ＬＤＫが最も多く、３ＬＤＫ、５ＬＤＫと続くらしい。ところが６ＬＤＫとなると、途と端たんに物件の数が激減してしまうとの事だった。

　……よもや、こんな所にまで少子化の影響が……っ。

　どうやらこの国が置かれている状況は想像以上に深刻らしい。現実を突つき付けられて打ちひしがれている万理亜が、あまりに不ふ憫びんに見えたのか、

「ま、まあそんなに落ち込むなよ万理亜……」

　と、刃更がこちらの肩かたに手を置いて慰なぐさめてくる。隣となりの澪も、

「そうよ……５ＬＤＫなら大だい丈じよう夫ぶって話だし、そんなに自分の部屋が欲しいならアンタだけ一人部屋にして、お風ふ呂ろはちょっと我が慢まんすれば──」

「っ──それじゃあ駄だ目めなんですっ！」

　自分の意図を澪に誤解──否いな、勘かん違ちがいされて万理亜は思わず叫さけんだ。

「万理亜……？」

　とっさにしてしまった過か剰じような反応に、刃更と澪から怪け訝げんそうに見られ、

「……すみません、つい大きな声を」

　万理亜は感情的になってしまった事を謝った。

　──自分は何も、自分のプライバシーを気にしている訳ではない。

　万理亜が各自の部屋の必要性を訴うつたえているのは、澪達を想おもっての事なのだ。

　……だって。

　刃更と澪達が今よりもさらに先へ進めるようになるためには、一人だけの部屋で過ごした方が絶対に良い。開放的な環かん境きようを作れば気持ちに隙すきも生まれるだろうし、それ以上に、

　……相部屋ではやれないような事もできるようになります。

　今まで恥はずかしくてできなかった事も、一人部屋ならば気き兼がねなく行なう事ができる。

　刃更によって激しい快楽の味を覚えさせられ、性感を開発されていった澪達は、今ではすっかり女の悦よろこびを知っているのだ。よって、

　……そろそろ「ひとりＨ」を解禁してあげないと、澪さま達が可哀かわい想そうです！

　火ほ照てった躰からだを持て余し、刃更を想いながら自分で自分を鎮しずめたい……そんな夜もあるだろう。そして──それを可能とする環境を与あたえてやれば、澪達はさらに淫みだらな大人の階段を上ってゆけるに違ちがいない。

　……こういう事は、私がしっかりしなければ……っ。

　成瀬万理亜は、使命感にも似た心情で想う。

　その手助けができるのは、自分をおいて他にはいないと。

　──食材は、旬しゆんのものを美味おいしく頂くのが和の心だ。万理亜を取り巻く状況が、澪達の「ひとりＨ」をオカズにしろと言っている。

　とはいえ、これは万理亜のサキュバスとしての本能や願望を満たしたいからという訳ではない。無論、そうした欲よつ求きゆうが全くないといえば噓うそになるが、

　……今はまだ、足あし踏ぶみをしている訳にはいきません。

　そう──魔ま界かいに関する当面の問題が解決されたとはいえ、全すべてのリスクがなくなった訳ではない。穏おん健けん派や現魔ま王おう派以外にも、魔界には多数の勢力が存在している。その中には、現在進んでいる穏健派と現魔王派の同盟を快く思わない者達もいるだろう。ラムサスとレオハルトは、そうした他の勢力とも穏おん便びんに話し合いを行なってゆくとの事だったが、

　……全ての問題が落ち着くには、まだまだ時間が必要です。

　現魔王派との戦いが終わり、ようやく魔界の政治的な思おも惑わくや因いん縁ねんから解き放たれた澪に言うべき事ではないだろうが、他の勢力の連中が、穏健派と現魔王派の要職に就ついている者や、その関係者を狙ねらってくる事は充分にあり得るのだ。そうした現状を鑑かんがみると、刃更達はまだ最後の一線を越こえる事によって生じるリスクを避ける必要があるため、これ以上行為そのものをエスカレートさせてゆくのには限界がある。それでも──自分達は今の強さに満足する事なく、まだまだ成長していかなければならない。

　現状に満足する事なく、貪どん欲よくに成長を追い求め続けなければ。

　……たとえ、ゼストさんが私よりも家事全ぜん般ぱんに優すぐれていても。

　刃更や澪達を──東城家で暮らしている皆みんなを想う気持ちでは負けない。

　よって成瀬万理亜は、新居の部屋数については決して譲ゆずりたくなかった。

　部屋数は勿もち論ろんのこと、これからはさらに裸はだかの付き合いが充じゆう実じつできるよう、六人全員で入れる大きなお風呂も必ひつ須すだ。

　そう心に秘ひめた野望を万理亜が想っていると、

「──でしたら、購こう入にゆう可能な物件の方はどうですか？」

　それまでずっと黙っていたゼストが、静かに口を開いて言った。







「購入って……家を買うって事？」

　澪がゼストの口にした言葉の意味を問うと、

「そ、その手がありました……」

　万理亜もまたとっさに表情を明るくして──しかし、

「はい。賃貸にこだわらず、販はん売ばいされている物件にまで範囲を広げても構わないかと……こちらの資金にはかなり余裕がありますので」

　とゼストが言うなり、

「………………」

　途端に万理亜は表情を曇くもらせて俯うつむいてしまう。

　……万理亜……？

　澪だけでなく、刃更やゼストも万理亜の様子がおかしい事には気付いているようで、三人で心配そうに彼女を見み詰つめる中、

「──それでしたら、当社でもご相談に乗れます！」

　対応してくれている担当者だけが、突とつ然ぜん降って湧わいた商売のチャンスに空気を読まずに声を弾はずませて、

「予算を考えないのであれば、６ＬＤＫ以上の物件が確か幾いくつか……ありました、こちらの物件なんていかがです？」

　と、操作したタブレットＰＣをこちらへ見せてくる。

「はあ……えっと──え？」

　万理亜からタブレットへ視線を移して画面を覗のぞき込むなり、澪は固まった。

　掲けい載さいされている物件情報を見たからだ。しかし担当者はそんな澪を無視して、

「敷しき地ち面積が一〇〇坪つぼ、建物面積は一二〇坪の９ＬＤＫです。こちらなら、それこそ六人でも充じゆう分ぶんゆとりのある暮らしができると思いますよ」

「価格は一億円ですか……お手て頃ごろですね」

　得意げな担当者の言葉に、ゼストが頷うなずきを見せたため、

「いやいやいや、ちょっと待とうかゼスト」

　刃更が慌あわてて手をブンブン横に振ふって制止する。

「？　口座の金額は既にお伝えした通りです。この程度の金額でしたら、お気になさる必要はないかと思いますが」

「いや、それはそうかもしれないけど……」

「……そういう問題じゃなくてだな」

　キョトンとなったゼストに、澪と刃更はどう言ったものかと頭を抱かかえた。

　確かに、ゼストが穏健派から預かっている口座の額は、澪達が今見ている物件よりも桁けたが三つも上である。あのお金は澪達への報ほう酬しゆうという名目らしいので、六で割った額が各人へ与えられたものとなるのだが、それでもとんでもない額だ。その気になれば広大な土地を購入し、その上に自由に豪ごう邸ていを建てる事も容易だろう。

　……でも。

　こんな金額を使用する生活を始めたら、それこそ自分達が望んでいた日常から遠ざかってしまいかねない。ゾルギアの館やかたや、魔界ではウィルダート城やレンドヴァル城などを見てきたゼストとしては別に悪気はなく、主あるじである刃更や、王族の生まれの澪にとって不自由のない住まいをと考えてくれての事なのだろうが、

　……一般的な価値観や、金銭感覚を教えてあげなくちゃ駄目ね。

　一いつ緒しよに暮らす事になった以上、ゼストにはこちらの世界での常識を色々と教えてあげるべきだろう。だから、

「あの、すみません……」

　澪達は、一いつ旦たん帰って検討するからと担当者に告げると不動産屋を出た。
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　不動産屋を出た後、刃更はこの後どうするべきかの判断を迷わせた。

　他にもリストアップした不動産屋は幾つかあるので、そちらも覗くだけ覗いてみれば、或あるいは運良く６ＬＤＫ以上の賃ちん貸たい物件が見つかるかもしれない。

　……でも。

　交差点の横断歩道前で、信号待ちをしながら刃更はチラっと己おのれの横に視線を落とした。

　刃更の隣に立っている万理亜は、明らかに元気をなくしていた。

　真後ろに並んでいる澪とゼストは、そんな万理亜の空気を読んでか少し前から会話を控ひかえており、自然と刃更達の周りを気まずい沈ちん黙もくが包んでいる。

　──新居探しを提案し、誰だれよりも乗り気だったのは万理亜だった。

　そして賃貸ではないとはいえ、万理亜自身が熱望していた一人につき一部屋を割り当てられる物件が見つかったのだ。刃更や澪はゼストを止めたが、万理亜の性格を考えれば、積極的に「買うべき」だと主張する筈はずなのだが。

　……やれやれ。

　刃更は心の中でどうしたものかと思う。万理亜の様子がおかしい事は、朝食後に柚希や胡桃と共に彼女達の部屋に引き篭こもっていた時から気付いていたし、その理由も何となく察しの付くものだった。恐おそらく澪も想像が付いているだろう。

　ゼストも万理亜の様子がおかしい事には気付いているが、しかしその原因までは解わかっていないらしい。教えてやる事もできるが、万理亜の前でそんな真似まねをする訳にはいかないし、教えたところでゼストの性格を考えると上手うまくやれなかったり、それこそ胡桃の時のように思い詰つめられてしまっても困る。

　よって雑ざつ踏とうの中、東城刃更は考える。

　万理亜とゼスト──二人のために、どうするのが一番良いだろうかと。

　その時だった。

　横断歩道の向こう側──対岸で信号待ちをしている人ひと混ごみの中に、刃更は一人の青年の顔を見つける。

「滝たき川がわ──…」

　刃更が呟つぶやくようにその名を口にすると、一緒にいた澪達も滝川の存在に気が付いたようだった。そして、

『────』

　向こうの滝川もまた、こちらと視線を合わせてニッと笑えみを浮うかべる。

　そして信号が変わると、互たがいに行き交かう人の流れが生まれた。

　歩を進める刃更達に対し、滝川はその場を動く事なくこちらを待っていて、

「──よおバサっち、お揃そろいでデートか？　流石さすがは穏健派のスター様、良いご身分だな」

　歩み寄ったこちらに、滝川は軽口を叩たたくようにして言った。

「滝川……お前がこっちに居るって事は」

　おおよその状じよう況きようを推測しながら問い掛かけた刃更に、

「ああ……ちょっと話せるなら、どこかへ入ろうぜ。このクソ寒い冬空の下で立ち話ってのもなんだろ」

　滝川八や尋ひろは肩かたを竦すくめながらこちらへと苦く笑しようを浮かべた。







　そして刃更達は、近くの喫きつ茶さ店てんへと入った。

　そこはかつて、刃更が聖ヶ坂学園に転入したその日に、柚希に連れられて入った店だ。

　休日の昼下がりという事もあってか、店内はかなり混雑しており、注文カウンターには行列ができていて、

「──俺達が買っていくから、三人は先に席を取っておいてくれ」

　支し払はらいと商品を運ぶのは自分達がやると刃更が告げると、澪はブレンドコーヒーを、万理亜はカフェラテを選んで五人で座れる空席を探しに店の奥へと入っていった。ゼストだけは主である刃更に雑事をさせたくなさそうにしていたが、刃更の言葉を命令と受け取る事で自分を納なつ得とくさせたのか「では、刃更様と同じものを」と言って澪達の後へと続いた。

　そして刃更と滝川は二人になると、

「穏健派と現魔王派の間で、お前をどう扱あつかうか決まったって事か……」

「ああ、俺は両勢力の合意の下もと、引き続き監かん視し役をやる事になった……ただし今回は成瀬だけでなく、お前達全員が対象だがな」

　周りの客に構う事なく話し始めた。

　人は──他人が周囲で何を話しているのかそこまで興味を持ちはしない。
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　よしんば聞かれたところで、映画やゲームなど、フィクションの話だと思われて終わりだ。滝川が本当に魔ま族ぞくなどと思う者はいない。

「それにしたって、昨日の今日だろ……随ずい分ぶんと対応が早いな」

　穏おん健けん派と現魔ま王おう派が、和平へ向けて初めてのトップ会談をウィルダートで持ったのは、刃更達が魔ま界かいから戻もどったのと同じ──つい昨日の事だ。

　すると、滝川が注文待ちの列を前に進みながら、

「何言ってやがる……こうなったのはバサっちのせいなんだぜ」

「──俺の？」

　恨うらめしそうに言われ、刃更は眉まゆを顰ひそめたものにした。

　──自分が警けい戒かいされてしまう心当たりがない訳ではない。

　刃更が魔王の血も引いている事は、レオハルトと戦った時にその力を見せた事で、穏健派だけでなく現魔王派にも知られている。

　──しかし、その事が両勢力にとっての問題になるとは思えなかった。

　たとえ現魔王派が問題視しても、穏健派が──刃更の生まれを知っているラムサスがそれを抑おさえるよう働きかける筈だ。

　ならば──穏健派と現魔王派の両方が刃更を危険視するケースは何か。

　自分達の順番が来たため、刃更は滝川と共に店員に飲み物を注文し、滝川の分も合わせて会計を済ませてお釣つりを貰もらうと、受け取りカウンターの方へと移動して、

「もしかして──会談で、ベルフェゴールの件が俺の仕し業わざだと？」

　そちらで出来上がりを待ちながら、会話を続ける。

　刃更は穏健派と現魔王派の決戦の前に、密ひそかにベルフェゴールを暗殺した。

　その事を知っているのは実際に手を下した刃更と──ベルフェゴールの香こう水すいの手配や彼がいる遊ゆう戯ぎ場の場所を教えるなど、刃更に手を貸した滝川だけの筈だ。

　──無論、推測によって疑われる可能性は否定できない。

　どことなく迅は感づいている様子があったし、最後にウィルダートで会ったレオハルトも、刃更の仕業だと気付いているような節があった。

　だが──刃更は自分がやった証しよう拠こを残すような真似はしていない。

　澪達にも、別行動していたのはレオハルトとの戦いの最中に使用した、シェーラが調合した薬を先に一回試ためしていたと説明し、納得して貰えている。

　……何せ。

　実際、刃更は別行動中にシェーラの薬を試していた。

　母親であるサフィアから受け継ついだ魔族の血の活性化は、その後のリスクを考えると可能ならば使わずに済ませたい切り札だった。よって使うとしたら、それは限界にまで追い詰められた状況でしかあり得ない。そんなギリギリの状態の中、上手くいくかどうか確証のない事をぶっつけ本番で試すような無む謀ぼうな真似を刃更は選ばない。

　シェーラからは魔族の血の活性化の薬を複数貰っていたし、それを抑える薬も──元の状態へと戻るための薬も貰っており、刃更はそれを事前に試していた。

　切り札として間ま違ちがいなく使える事を確かく認にんし、そして後で澪達への事情説明にも使えるように。そしてその事情説明は、穏健派と現魔王派にも有効となるものだ。

　よって疑われはしても、それは推測の域を出ない話でしかないのだ。

　刃更がどれだけ確信を持ってラムサスを問い詰めても、引き下がるしかなかったように。

　……それに。

　息子むすこの刃更が警戒されるような事をわざわざ迅が漏もらすとは思えないし、レオハルトにしても、ベルフェゴールを始末したのが刃更だと──穏健派から選出されたメンバーだと公おおやけに認める事はしない筈だ。穏健派と現魔王派が和平から軍事同盟へと関係を進めてゆくためにも、真相は闇やみに包まれたままの方が良い。刃更にとってだけではない──穏健派と現魔王派にとっても、ベルフェゴールの死の真相は不都合な真実なのだ。

　誰かが刃更がやったと証言したなら話は別だが、唯ゆい一いつ事情を知っている滝川がそれをやるとも思えない。そんな真似をすれば、自分が刃更に手を貸した事まで明るみに出てしまいかねないからだ。すると、

「心配すんな……会談ではベルフェゴールの話は出なかったそうだし、俺も口を滑すべらすような迂う闊かつな真似はしてないからよ」

　と滝川は言うと、そこで表情を嫌いやそうなものにして、

「ただ──あの決戦の後、レオハルトの姉貴に眼めを付けられちまってな。お前の事や、俺達の関係について教えろとしつこくてよ」

「──────」

　滝川の言葉に、刃更は軽く息を吞のんだ。

　レオハルトの姉とは、刃更も一度だけ──彼女がベルフェゴール以外の枢すう機き院いんのメンバーを皆みな殺ごろしにした現場の部屋で顔を合わせていた。彼女がレオハルトの姉である事と、リアラという名については後になってから知った事だ。

　確かに──彼女ならば、ベルフェゴールの死の真相に辿たどり着いてもおかしくはない。会談に来ていたレオハルトが、刃更の仕業という可能性を疑っていた節があった事も説明がつく。むしろ解わからないのは、

「なあ──彼女は一体何者なんだ？」

　壮そう絶ぜつな殺さつ戮りくが行なわれた後の室内で、迅と相対していた彼女が発していた凄すさまじいオーラは、あの魔ま神じんケイオスに勝まさるとも劣おとらないものだった。

　あれはもう──ただ者ではないとか、そういう次元ではない。すると、

「さあな、俺も詳くわしくは知らねえよ……彼女がいつからああなのかは。何でも容姿が問題になって表立ってリアラ様が公こう爵しやく家を継げなくなったため、孤こ児じだったレオハルトが引き取られて跡あと目めとして育てられる事になったらしい」

　ちなみに、と滝川。

「レオハルトとの血の繫つながりを疑われないように、両親はアイツに自分達の血を大量に輸血させたそうだ。沢たく山さんいた孤児の中からレオハルトが選ばれたのは、彼女の両親の血を輸血しても拒きよ否ひ反応が出ないと予あらかじめ調べた上での事だったらしい。いかにもテメエの事しか考えない貴族的な真似まねだが、この事を俺に教えた当のレオハルトは嬉うれしそうだったよ……『あれで俺と姉上は本当の家族になれた』ってな」

　そして。

「そんなレオハルトの事を、リアラ様もまた溺でき愛あいしていてな……枢機院のジジイ共を始末した時と同じおっかねえオーラ全開で『ベルフェゴールを殺した子に心当たりは？』とか聞かれた時は、本気で死ぬかと思ったぜ」

「で……お前は何て答えたんだ、滝川？」

「決まってるだろ……ベルフェゴールの件は全力でお茶を濁にごして、バサっちの事と、俺らの関係を言える範はん囲いで白状したよ。ジン・トージョーの息子で、特とく殊しゆな消去技が使えて、一いつ緒しよに焼き肉食ったり、手ぇ組んでゾルギアを始末したりとかな」

「？　それ位の話で納得してくれたのか？　その程度の情報なら、現魔王派も既すでに知っているだろ」

「ああ。恐おそらく、とっくにレオハルトから教わって知っていたとは思うんだがな……どういう訳か、随分と楽しそうに聞いていたよ」

　ただし、と滝川。

「バサっちみたいな奴やつがいたなら、自分もあの決戦に出れば良かったかもとか言い出した時はゾッとしたがな」

「……同感だ。そうならなくて本当に良かったよ」

　もしリアラと戦う事になったら、とてもじゃないが今の刃更に勝ち目があるとは思えない。レオハルトに通じた重力波の斬ざん撃げきをどれだけ効果的に使ったとしても、リアラを倒たおせそうなイメージは一いつ切さい浮うかんでこないからだ。

　刃更が命拾いした事を思っていると、

「つー訳で、とにかく現魔王派からは逃にげたくてレオハルトの誘さそいを断ったら、バサっち達の監視任務に就つけって話になったんでな……そりゃもう即そつ行こうでこっちへ逃げてきたって訳だよ」

　と、滝川は心底げんなりした様子で言うと、店員から自分の分のアメリカンを受け取った。そして刃更もまた、

「そうか……悪かったな滝川、迷めい惑わく掛かけちまって」

　と苦く笑しようしながら、自分と澪達の四人分のコーヒーを受け取ると、滝川を伴ともなって先に席を取ってくれている彼女達の下もとへと向かった。







　滝川八尋は、刃更と共に澪達の待つテーブルへと向かった。

　刃更が飲み物を渡わたしてやると、澪達は刃更へのお礼を口にしながらカップを受け取る。

　そしてテーブルを挟はさんで滝川と刃更が並んで席に座ると、

「それで──ラース、なぜ貴方あなたがこちらに？」

　途と端たんにゼストが、冷たい視線をこちらへ向けながら尋たずねてきた。

　だから滝川は面めん倒どう臭くさそうに、

「その話はもうバサっちにしたよ……同じ話を繰くり返す気はねえから、後でコイツから好きに聞いてくれ」

　刃更としても、澪達にどこまで話すかの匙さじ加減は自分で決めたいだろう。

「……あたし達に直接言うとマズイ、何か都合の悪い秘密でもある訳？」

　スッと瞳ひとみを細めた澪に睨にらまれ、滝川は肩かたを竦すくめながら、

「おいおい……バサっちから聞く話だけじゃ納なつ得とくできないってのか？　主従契けい約やくを結んでいる配下が、主あるじの言う事を信用できないとは驚おどろきだな」

　と挑ちよう発はつするように返してやると、

「──止やめろ、滝川」

　と、即そく座ざに刃更が滝川を制止した。もし澪が自身の発言を不敬だと思ってしまったら、催さい淫いんの呪のろいが発動してしまうからだろう。しかし、

「お生憎あいにく様……これは刃更の事を信用していないからじゃない、心配しているだけよ」

「そうかよ……そりゃ結構なこった」

　当の澪に余よ裕ゆうの笑えみを返され、滝川はふっと笑う。

　……成る程ほど。

　流石さすがに、以前よりは良い意味で図ずう々ずうしい考え方や心構えができるようになっているらしい。なかなか素す直なおになれない性格から、当初の主従契約の呪いに振ふり回されて学校で倒れたりしていた頃ころの事を考えると、大した進歩ではある。

「とはいえ……適度に心配してくれる分には可愛かわいいが、何でもかんでも知りたいと欲よく張ばり過ぎる女は、男にとっては重くて負担なだけだぜ」

「なっ──…！」

　こちらの言葉に、途端に澪は顔を真っ赤にし、ゼストもその表情に不快さを露あらわにした。

　そんな彼女達に、滝川は意地の悪い笑みを浮かべて、

「そして心配って言葉の意味を勘かん違ちがいして、束そく縛ばくの免めん罪ざい符ふにし始めたりしたらいよいよお終しまいだ……ウザがられてバサっちに捨てられないように、せいぜい気を付けるんだな」

「…………………………………………………」

　滝川の忠告に、とうとう澪達は悔くやしそうな顔をして黙だまり込んだ。

　……ん？

　そこでふと、滝川は端はしに座っている万理亜が先程からずっと黙ったままでいる事に気が付いた。滝川と万理亜は、レンドヴァルで行なわれた穏おん健けん派と現魔ま王おう派の決戦で戦った者同士だ。そして、あの時は滝川が万理亜に勝利している。その悔しさや、仲間である刃更達への申し訳なさを思い出して無口になってるのかと思ったが、その割には滝川への敵てき愾がい心しんなどは眼めの前の万理亜からは感じられない。

　よって先程まで何をしていたのか尋ねると、不ふ機き嫌げんになった澪達に代わって刃更が教えてくれた。そして、

「ふーん……新居探しねえ」

　事情を聞いた滝川は、鼻を鳴らしながら言った。

「それも、一人につき一部屋割り当てられるように、６ＬＤＫ以上の間取りの一いつ軒けん家やがご希望と……流石に十六の若さで五人も女を囲ってる奴は違ちがうな」

「いや、間取りは別に俺の希望じゃ……」

　と苦い顔をする刃更に、

「とはいえ、それ位の条件なら見つかりそうなもんだがな……全員で入れるような馬ば鹿かでかい風ふ呂ろが付いてるのが良いとか、無む茶ちやな我が儘ままを言ったとかなら話は別だけどよ」

　と、こちらが言うなり、

「っ────」

　ピクンと万理亜が反応し、

「……………………………………………………………………………………」

　刃更と澪が、もの凄すごく気まずそうな顔をして押し黙った。

　だから滝川は呆あきれたように、

「おいおいお前ら、お盛んすぎるのも程々にしとけよ……あんまり無茶してると、その内バサっちの金玉なくなっちまうぜ？」

「そっ、そんな事──…っ」

　澪が羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして声を上げると、刃更が「澪」と名前を静かに呼ぶ事で制止して、

「大きなお世話だけど、そうならないように気を付けるよ」

　そう言って、浮かべた苦笑をこちらへと見せてくる。

　そんな刃更の表情や振る舞まいは、ゾルギアやベルフェゴールのように女を自分の所有物のようにみなしている者が持つ余裕とは違っていた。澪達の存在や彼女達との関係を背負ってゆく、静かな覚かく悟ごが垣かい間ま見みえるもので。

　……やっぱり、女関連かね。

　今後も彼とは密ひそかな共きよう謀ぼう関係を続けつつ、いざという時はどのようにでも立ち回れるようにしておくためには、刃更に恩を売っておく事が一番である。

　自分達の間にあるのは安い友情ではない。一歩間ま違ちがえば互たがいの立場を一気に危あやうくする、共犯関係だからこそ生まれた信しん頼らいである。

　──きっとこれからも、滝川と刃更は誰だれにも知られる事のない、誰にも知られる訳にはいかない秘密を共有してゆく事だろう。それは主従関係を結んでいる澪達とは異なる、犯おかした罪を共にしてゆく一いち蓮れん托たく生しようだ。

　だから、滝川八尋は刃更へと──共犯者の青年へと告げた。

　自らもまた苦笑を浮かべながら、

「それなら──今後ともお前らとは付き合っていかなきゃならない者のよしみだ。大きなお世話ついでに、新居探しの解決方法を教えてやるよ」
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　喫きつ茶さ店てんを出て滝川と別れた後──刃更達はある店を訪おとずれていた。

　それは駅前に建っている、ショールームを持った大型リフォーム店だ。

　──滝川の言う解決方法とは、現在の東城家に増築を施ほどこすというものだった。

　今の家は賃ちん貸たい物件だが、ゼストは土系魔ま法ほうを得意としている。よって彼女の魔法で一いつ旦たん地中を作り替かえて地下室を設ければ、部屋数不足の問題は解消できるし、余計な金が掛かかる事もないだろうという話だった。

　それが可能かゼストに尋ねたところ、コンクリートの打ちっ放しや、豪ごう華かな大理石へと変化させたものなど、住宅に適した床ゆかや壁かべを造る事は問題なくできるらしい。それが可能なら、それこそ木材や壁かべ紙がみをホームセンターなどで購こう入にゆうしてきて自分達で貼はって内ない壁へきにする事だってできる。水道管も鉄である以上、原料は鉱物のためゼストの守しゆ備び範はん囲い内だ。

　これなら思い入れのある今の家から引っ越こす必要はないし、自分達の手で、自分達の理想に近い部屋を造れる。外からは変化が解わからないので、問題になる可能性もほとんどない。

　将来的に引っ越す事になっても、元に戻もどして返せばオーナーに迷めい惑わくを掛ける心配もないだろう。今の刃更達にとって、滝川の案はベストに近いアイディアだった。

　そのため家に戻もどってから柚希や胡桃にこの事を話して、どういう地下室にするか皆みんなで話し合う事にして、まずはリフォーム店で資料を貰もらう事にした。

　ゼストは土系魔ま法ほうのスペシャリストではあるものの、決して建築設計のプロではない。

　刃更達にしても、ネット上で表面的な情報を見て話し合うよりも、リフォーム店が持っているきちんとしたパンフレットなどの資料があった方が、より具体的にイメージしながら相談できると考えたのだ。

　そして店員に地下室の増築に関する資料を貰った後、折せつ角かくなので刃更達は一通り店内も見て回る事にした。リフォームによって理想の生活スタイルを手に入れられるようにと住宅設備を展示している店内は、二階建ての巨きよ大だいなフロアを有していて、まるでモデルルームや大型家具店の見本室内のレイアウトに近いものがある。テレビのリフォーム番組よろしく、その気になればまるで新しい家を建てたかのように外装から内装まで一新する事が可能なのだろう。店内には家族連れから若いカップルなど様々な年代の客がおり、

「わぁ……素す敵てき」

　やはり女の子はこういう所に来ると楽しいのか、澪などは様々な種類のキッチンや洗面台を見ては、それを使用している自分を想像するかのように瞳ひとみを輝かがやかせていた。一方のゼストは地下室の増築を任された事がよほど嬉うれしかったのか、真しん剣けんな眼まな差ざしで貰ったばかりの資料にさっそく眼を通し始めている。

　そんな二人を微笑ほほえましく見ていた刃更は、

「……万理亜？」

　ふと、一いつ緒しよに来ていた幼いサキュバスが傍そばにいない事に気が付いた。

　ぐるりと周囲を見み渡わたすと、その姿は刃更達のいる洗面台エリアから少し離はなれた場所にあった。それは西側の壁かべ一面に加えて南西側にも跨またがって大きくＬ字状に展開されている戸建て用のユニットバスエリアだ。

　……そういや、風ふ呂ろの事はまだ考えてなかったな。

　滝川のアドバイスのお陰かげで、部屋数の問題はどうにかなりそうだが、万理亜が希望していた浴室──特に皆で入れるような大きな浴よく槽そうについては手付かずのままだった。

　とはいえ──昨今の浴室は、追い炊だきや洗せん濯たく物ものの乾かん燥そうなど様々な機能を有している。そうした機械的な分野は、流石さすがにゼストの土系魔法の範はん疇ちゆう外だ。

　そして引っ越こさず、地下室を極ごく秘ひ裏りに増築する方向で動いている以上、基本的に浴室は今のままでいくしかない。賃貸物件である以上、いつかはオーナーへ返さなければいけなくなる時がくる……よって家自体の構造を変える訳にはいかないのだ。

　無論、オーナーに交こう渉しようする事は可能ではあるが。

「──万理亜」

　刃更は幼いサキュバスの名を呼びながら、彼女の方へと歩き出した。

「………………」

　万理亜が物欲しそうに見ていたのは、レジャー施し設せつやリゾート施設、高級ホテルなどで採用されている海外の有名高級メーカーの展示品だった。

　それもハリウッド映画などで、たまにセレブがパーティなどで入ったりしているような、ジェットバス機能を持った巨大なものだ。日本の平均的な住宅の面積を考えると、とてもじゃないが屋内に設置する事は憚はばかられるサイズ。

　わざわざお湯を張っているのを見るに、恐おそらく来店者を驚おどろかせたり、購こう入にゆうを考えている客との話題作りにする目的で展示しているのだろう。

　刃更達の他ほかにも、足を止めて展示品を見ている客が複数いた。電気代節約のためジェットバスは作動させていないものの、浴槽だけでもかなりの迫はく力りよくだ。

「凄すごいな、こりゃ……」

　その圧あつ倒とう的なサイズに驚きながら、万理亜の隣となりに並んで傍のスタンドに掲けい示じされている仕様表を見ると、ジェット口数が五十近いというのも驚きだが、

　……定員人数６～７人か……成る程ほどな。

　それは正しく万理亜の希望を満たすものだった。だから、

「──これが欲しいのか？」

　と、刃更が問うと、

「…………………」

　幼いサキュバスは、無言のままコクンと頷うなずいた。







　成瀬万理亜は、自分が無む茶ちやな事を言っていると理解していた。

　何せ刃更や澪はなるべく穏おん健けん派からの報ほう酬しゆうに手を付けたくないと考えているのに、万理亜が欲しがっているバスタブは、安い軽自動車が新車で四台は買えてしまうような代しろ物ものなのだ。おまけにサイズも一辺が二ｍ半近くもあるため、東城家に設置するには浴室そのものを広げる工事が必要になる。そうなれば、掛かかる費用はさらに膨ふくれあがるだろう。

　……それに。

　東城家は賃貸である。現在の浴室を変えない範はん囲いでバスタブを交こう換かんするならまだオーナーに交渉する余地はあるだろうが、浴室を広げさせて欲しいというのは流石に厳しい。隣りん接せつしている他の部屋にも、工事が及およぶ事になる。

　だからそう──これはもう無理な話。よって諦あきらめようとしていた万理亜に、

「──じゃあ買うか」

　しかし刃更は、さらりと言い放った。

「え──…？」

　思わず万理亜が困こん惑わくの表情で隣の刃更を見上げると、

「どうした？　欲しいんじゃないのか？」

　と、不思議そうに尋たずねられた。

「い、いえ……もちろん欲しいです」

　ですが、と万理亜。

「こんな大きいお風呂、ウチの家にはとても……」

「そりゃあ今の浴室には無理だろうけど、ゼストが造る予定の地下室の構造を工く夫ふうすれば、そんなのはどうとでもなるさ」

「あ──…」

　言われてみればその通りだ。

　考えもしなかったアイディアに呆ぼう然ぜんとなったこちらに、「大体」と刃更。

「トイレは一階と二階に一つずつあるのに、風呂は家全体で一つだけじゃなきゃ駄だ目めって事はないだろ……二世帯住宅には、風呂が二つある家だって珍めずらしくないんだし、ウチだって今はもうそれ位の人数だしな。順番待ちを減らすためにも、もう一つ風呂を造るのはそう悪い考えじゃない」

「で、でも……お金の問題が」

　と、万理亜が表情を曇くもらせると、

「ゼストに地下室を造って貰っても、そのままで住めるようになる訳じゃないだろ。アイツの布ふ団とんやベッドとか、新しい家具も買わなきゃいけないんだから、どうしたって金は掛かる……それは、申し訳ないけど穏健派の報酬を使わせて貰うしかない」

　と、刃更。

「そりゃあウチには親父おやじが稼かせいだ貯金もあるけど、お前や澪との同居を決めた時と違ちがって、ゼストを連れてきたのは俺の判断だ。アイツと一緒に住む許可を貰ったとはいえ、そのために掛かる金まで親父に甘える訳にはいかないからな」

「けど……なるべくあのお金には手を付けたくないんじゃ」

　と問う万理亜に、

「そりゃ何でもかんでも贅ぜい沢たくしたり、大して欲しくもないものを買ったりして無む駄だ遣づかいするのはマズイだろうが、この風呂はお前がどうしても欲しいものなんだろ？　他の皆の中でどうしても嫌いやだって言う奴やつがいるなら考えるけど……少なくとも俺は反対しないよ」

　そう言うと、刃更は澪とゼストをこちらへ呼び寄せ、

「──って訳なんだが、二人はどう思う？」

　澪やゼストは、てっきり万理亜の我が儘ままなど許さないと思っていた。しかし、

「──万理亜が望み、刃更様が許されたのなら絶対に購入すべきです」

　ゼストは即そく座ざに強い賛成を口にした。

「ゼストさん……」

　驚く万理亜に、ゼストは穏おだやかな微笑を浮うかべて、

「大だい丈じよう夫ぶです……恐らく柚希さんや胡桃さんも、反対される事はないでしょう」

「──澪はどう思う？」

「………………」

　刃更の問い掛けに、澪は即そく答とうする事なく沈ちん黙もくを返してきて、

「あ……あの……」

　怒いかりから来ている無言かと思い、万理亜が恐る恐る澪の顔色を窺うかがうと、

「お風呂としては高いと思うし、こんなのを持っている家は普ふ通つうじゃないけど……皆が買うのに賛成だっていうなら、あたしも反対はしないわ。お風呂が増えるのは、本音を言うと色々と助かるし」

　そう言うと、澪は嘆たん息そくと共に苦く笑しようして、

「大体……万理亜が絶対に欲しいっていうなら、買わない訳にはいかないでしょ。ウチの家の事を、これまで一番頑がん張ばってきてくれたのは万理亜なんだから」

「澪さま……」

　優やさしい声こわ音ねの澪に、万理亜は言葉もない。すると、そんなこちらに、

「──な、大丈夫だったろ？」

　そう言って刃更がポンと万理亜の肩かたに手を置いてきて、

「良いんですか……これ、無駄遣いなんじゃ」

　と、こちらが困惑しながら問うと、

「お前一人だけのものじゃなくて、俺達全員で使えるものだからな」

　それに、と言葉を挟はさんで刃更は笑った。

「お前に喜んで貰もらえるなら──無駄遣いにはならないさ」







　万理亜へと笑いかけた刃更は、しかしすぐに動どう揺ようを得た。

　幼いサキュバスが、いきなり泣き出したからだ。

「っ、どうした万理亜っ？」

　突とつ然ぜんの涙なみだに驚きながら刃更が問うと、

「だって……」

　と、万理亜はポロポロと涙を零こぼしながら、

「これまではお家うちの事とかお世話をしていたから、一緒にいられたのに……ご飯とか、お掃そう除じやお洗せん濯たくとか、全部ゼストさんがやってしまって。おまけに部屋不足の問題まで、ゼストさんなら地下室を造って解決できるって言われて……」

　だから。

「怖こわかったんです……このままゼストさんだけがどんどん頼たよられるようになって、私は皆みなさんにとって役立たずになってしまうんじゃないかって」

　そう言って泣きじゃくる万理亜に、

「……………………」「……………………」

　刃更と澪は顔を見合わせると、ふっと苦笑を交かわして、

「ったく……お前は」

　刃更は嘆息しながら、万理亜の頭にポンと手を置くと、澪もまた微び笑しようを浮かべながら、

「もう、馬ば鹿かなんだから……」

　そっと万理亜の小さな身体からだを抱だき締しめると、

「っ、澪さまぁ……」

　涙声の万理亜が、キュッと澪にしがみ付いた。

　刃更はそんな万理亜の小さな頭を優しく撫なでながら、

「役に立ってたから一いつ緒しよにいられたとか、いつまでもそんな風に澪の護衛任務のつもりでいるなよ……そんな時期はもうとっくに過ぎていて、その事に纏まつわる問題やケジメは一通り魔ま界かいに行って片を付けてきたんじゃないか」

　だから。

「これからはもう、任務とか責任とかそういうのじゃなくて、一緒にいたいから一緒にいられるようになったんだよ──俺達は」

　それとな、と刃更。

「ゼストが家事を頑張っていたのは、別にお前のポジションを奪うばおうとしての事じゃないぞ──そうでもしないと申し訳なくて、居たたまれなかっただけなんだよ」

　それは今朝、刃更の問いにゼストが返した言葉だった。

　な、とゼストに苦笑を向けると、ゼストは瞳ひとみを伏ふせたものにして、

「はい……刃更様のお傍そばにいる中では、私が一番下ですので」

「いや、だからさゼスト……お前もそんな風に考えるなって言っただろ」

　それでは役に立たなければ傍に居られないと思った万理亜と同じだ。

　刃更が窘たしなめるように言うと、

「申し訳ありません、刃更様……──んぅっ」

　こちらへ謝りの言葉を口にした途と端たん、ゼストはピクンと躰からだを震ふるわせた。

　そして、ふらっと倒たおれそうになったところを、

「──っと！」

　刃更は慌あわてて彼女の腰こしを抱いて支えてやる。

　見れば喉のど元もとに首輪のような痣あざがくっきりと浮かんでおり、

「ちょ、ちょっと……まさか？」

　ハッとなったのは、その首輪の痣の意味をよく知っている澪だ。

「す、すみません……私、また呪のろいを……っ」

　こちらにもたれるようにしながら、申し訳なさそうに言ったゼストの瞳は潤うるんだものになっていて、

　……弱ったな。

　真ま面じ目めすぎるゼストの悪いクセだ。主従契けい約やくを結んだ時も、胡桃との関係に悩なやんで刃更の部屋を訪おとずれた時も、ゼストは同じようにして自分を責めて呪いを発動させた。

　とはいえ、それを指し摘てきすればゼストはこちらへの後ろめたさを深めてしまい、より催さい淫いんの呪いを強いものにしてしまうだろう。だから、

「ゼスト、これからは一緒に暮らすんだ……慌てる必要はないけど、そうやってすぐに思い詰つめちまうクセは少しずつ直していこうな」

　と刃更は優しく諭さとすと、

「万理亜、ゼストを楽にしてやりたいんだ……手伝ってくれるか？」

「え……？」

　澪の腕うでの中、ポカンとした顔でこちらを見た万理亜に、

「──こういう時、一番頼りになるのはお前だろ？」

　そう告げると、

「────────…っ！」

　驚おどろいたように眼めを見開いた万理亜は、手の甲こうで両眼を擦こすって浮かべていた涙を拭ふくと、

「はいっ、任せて下さい刃更さんっ！」

　まだ赤い瞳で、それでも満面の笑えみを浮かべてこちらへと頷うなずいた。




　　　　９




「…──じゃあ、結界を展開するわよ」

　成瀬澪はそう言って、店内に結界の展開を行なった。

　呪いが発動してしまったゼストを他ほかの場所へ移す余よ裕ゆうがない以上、今いる場所で楽にしてやるしかないのだが、かといって人避よけの魔ま法ほうで他の客の眼は誤ご魔ま化かせても、防犯カメラにはこちらの行こう為いが映ってしまう。

　──それを避さけるため、澪が魔法による結界を張る事にしたのだ。

　結界の種類は、かつて市街地で勇者の一族と戦った時と同じ、空間をずらした上で状じよう況きようを複製する──空間コピータイプだ。あの時は早はや瀬せ高志が持っていた霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を媒ばい介かいとして使う事で数㎞圏けん内ないをコピーしたが、流石さすがに澪だけで行なう今回はそこまではやれない。それでも、あの時から成長している今の澪の力なら、周囲のフロアを複製する事は充じゆう分ぶんに可能だった。そして結界が展開されると、周囲から他の客の姿が消えた──正確には、澪達四人だけが結界内に取り込まれたのだ。よって準備が整うと、

「ありがとうございます、澪さま……では始めるとしましょうか」

　そう言った万理亜の主導で、ゼストを刃更へと屈くつ服ぷくさせる行為が始まった。

　ゼストを屈服させるのは刃更だけでも可能だったのだが、今回は澪も参加する事になった──無論、これは万理亜の指示だ。

　……仕方ないわよね。

　もし手伝わなければ、ゼストを共に暮らす仲間として認めていないみたいだし、ゼストが刃更にされているのを黙だまって見ているというのも嫌だった。

　かといって、少し離はなれた場所に行って見ないようにしたところで、刃更とゼストがどんな事をしているのか気になり、自分は悶もん々もんとしてしまうだろう。

　淫みだらな行ないに参加する理由を、澪が自分へと言い聞かせていると、

「──折せつ角かくですし、このお風ふ呂ろを使いましょう」

　さらりと放たれた万理亜の言葉は、澪達に脱だつ衣いを促うながすものだった。

　まるで手本とばかりに、さっさと服を脱ぬいでゆく楽しげな万理亜を見て、

「……………………」

　澪は頰ほおを赤くしながらも、幼いサキュバスに続いて服を脱いでゆく。

　そしてブラのホックを外してショーツ一枚の姿になると、呪いで躰に力が入らず服が脱げずにいるゼストを見かねて、

「……無理しないで。脱がしてあげる」

「っ……はい、お願い致いたします……澪様」

　催淫で瞳を潤ませたゼストが、素す直なおにこちらへと甘えてくる。そんなゼストのニットのワンピースを脱がしてやると、催淫の呪いを発動させた彼女は既すでに豊かな胸の先せん端たんをぷっくりと張り詰めさせ、穿はいていたショーツを女の蜜みつでぐしょ濡ぬれにしていた。

　その雫しずくは、股こ間かんの辺りから内うち股またにまで垂れてしまっていて、眼の前で露あらわになった女の反応に澪が息を吞のむと、

「ふふっ、ゼストさんてば感じやすいんですねえ……」

　すっかり普ふ段だん通りの元気を取り戻もどし、誰だれよりも先にショーツ一枚になっていた万理亜は、どこから取り出したのか既にビデオカメラを回していて、

「あ……あぁ……っ」

　いやらしい己おのれの姿を晒さらしてしまっている事に、ゼストは顔を恥ち辱じよくで朱しゆに染めると恥はずかしそうに内股を擦り合わせる。

　そんな風に恥ずかしがるゼストが可愛かわいくて、彼女のブラを外してやりながら、

「ほらゼスト……一緒に刃更を」

　刃更の服を共に脱がす事を誘さそうと、ゼストは健けな気げに頷いて、

「っ……はい……失礼します、刃更様……」

「──ああ、頼たのむよ」

　刃更の承しよう諾だくを受け、澪とゼストは一緒に刃更の服を脱がし始めた。

　上半身のシャツと肌はだ着ぎ代わりのＴシャツを脱がすと鍛きたえられた胸むな板いたが露わになり──そしてベルトを外してズボンを脱がすと、既に黒のボクサーパンツは興奮で膨ふくれ上がった刃更のモノの形が解わかる位に盛り上がっていて、

「っ…………脱がすね」

　ゴクリと喉のどを鳴らした澪が、ゼストと一緒に手を伸のばすと、

「お二人共──良ければ手は使わず、口だけで脱がす絵が欲しいのですが」

　と万理亜から注文が入り、

「口だけでって、それじゃあまるで……」

　そんなはしたない真似まねをしたら、それはもう本物の性奴ど隷れいだ。

　それで刃更に引かれでもしたら眼も当てられない。

　……違ちがう、そんな事ない……刃更は。

　たとえ澪達がどれだけ淫らになろうとも、刃更はきっと受け入れてくれる。

　──前にも柚希と共に、帰宅した刃更を雌めす犬の格好で迎むかえた事があった。

　あの時はいやらしい下着姿で、澪は柚希と一緒に刃更の足を舐なめている。

　そして──今の澪と刃更の関係は、あの時よりずっと進んでいるのだ。

　……それに。

　澪はチラリと己の隣となりを見た。すると、

「……はい、解りました」

　とろんとした瞳のゼストは、すんなりと万理亜の注文を受け入れていた。

　メイドとして刃更と主従の契ちぎりを結んでいるゼストは、刃更に対して絶対の服従を誓ちかっている。そして、ゼストや柚希と比べて素直になるのが上手うまくない澪は、現魔ま王おう派との決戦前は刃更への屈服度で彼女達に後おくれを取っていた。

　──淫らな行ないをするのは、今でも凄すごく恥ずかしい。

　でも、刃更への想おもいでは誰にも負けたくない──それが成瀬澪の真実だ。

　なのに、彼の事を信じないだなんて……そう思った瞬しゆん間かん、抱いだいた刃更への後ろめたさが、

「やっ……ぁあぁぁぁぁぁあ──っ」

　今度は澪を、主従契約の呪いの催淫状態へと入らせてしまう。

「なっ……澪っ？」

　彼の右みぎ脚あしへしなだれ掛かかった澪に、刃更は驚いたようにこちらを呼ぶと、

「おやおや、澪さまも色々と考え過ぎちゃったみたいですね……」

　楽しそうに万理亜は笑って、

「でも駄だ目めですよ……いつまでも、呪いが発動すれば刃更さんに楽にして貰もらえるなんて甘えていては。良い機会ですから、刃更さんに可愛がって貰いたいなら対価を──先にきちんと奉ほう仕しする事をしっかりと覚えて下さい」

「っ…………うん」

　催淫の甘い熱に全身を冒おかされながら、澪はコクンと頷いた。

　──本当なら、すぐにでも刃更に滅め茶ちや苦く茶ちやにされたい。

　胸の奥が熱く疼うずいておかしくなりそうだし、ショーツの中だってすっかりとろけてしまってゼストと同じ状態だ。だが自分で呪いを発動させておいて、その尻しりぬぐいを刃更にさせて楽にして貰っていては、万理亜の言う通りそんなのは刃更に甘えているだけだ。

　成瀬澪は──東城刃更のものになると決めた。だから、

「失礼します、刃更様……」

　そう言って、刃更のパンツのウエストへと口を寄せてゆくゼストに、

　……ゼストを楽にしてあげるのを手伝うのが、あたしの役目……。

　後れを取る事は許されない。よって、

「お兄ちゃん……」

　まるで必然のように、澪もまた己の口を刃更の腰こしへと持っていった。

　そして二人で横に並んで、刃更のパンツのウエスト──ゴムの内側に上うわ唇くちびるを潜もぐり込ませるようにして啄ついばむと、ゴムの部分にどうにかくっと歯を立てて嚙かみながら、ゆっくりと刃更のパンツを下ろし始める。

　想像以上に大変だった──刃更は既に彼のモノを大きくしてしまっているため、どうしても途と中ちゆうで引っ掛かかってしまい、かといって無理に引っ張ろうとすれば、催さい淫いん状態で力が入りにくい澪とゼストの歯から、刃更のパンツが外れてしまう。

　──それでも澪達は、最後まで口以外は使わなかった。

　一人では出来ないような事も、二人でなら出来る。

　澪とゼストは力を合わせて、少しずつ刃更のパンツを下ろしていった。そして、とうとう足首の辺りまで下ろし終えると、刃更が左右順番に足を抜ぬいた。

　……あぁ……。

　最後まできちんとやり通せた……震ふるえるような達成感に満たされた澪は、ゼストと共に顔を上げた。

　そこに──真実があった。

「……………………」

　信じられないようなサイズの剛ごう直ちよくを反り返らせてこちらを見下ろす刃更は絶対的な存在感を放っていて──跪ひざまずきながら見上げる澪達に、自分達の主あるじが誰なのかを改めて教えてくる。そして、

「──よく頑がん張ばったな」

　懸けん命めいに口で下着を脱がした澪とゼストの行こう為いを、刃更は主としてしっかりと受け止めてくれていて──そんな彼に褒ほめられながら頭を撫なでられた瞬間、

「──────…っ」

　店の床ゆかに乙おと女め座ずわりになっていた澪とゼストは、ビクンと腰を震わせた。

　と同時──澪達の股間の下で、ほんの僅わずかに「パチュっ」と弾はじけたような音が鳴り、

　……え……？

　思わず呆ぼう然ぜんとなる中、澪とゼストの股間の下からじんわりと、小さな水みず溜たまりが広がった。否いな……店の床を濡らしたのは、水ではなく熱い液体だ。

　刃更に頭を撫でられただけで、澪とゼストは軽く達して女の分ぶん泌ぴつ液を[image: ]ほとばしらせていた。

　先さき程ほどの音は、濡れたショーツの布越ごしに、澪とゼストが勢いよく出した愛液が床を叩たたいた音で──その事実を頭で理解するより先に、澪とゼストは理性を飛ばしていて。

　気が付けばいつの間にか、澪はお湯が張られた展示中の巨きよ大だい浴よく槽そうの中で、ゼストと共に刃更を前後から挟はさんでいた。

「あぁん……お兄ちゃん……ちゅぷっ、お兄ちゃぁん……んちゅ♥」

　刃更の前に回った澪は、彼の左手で尻を鷲わし摑づかみにされる事で抱かれ、右手で胸を滅茶苦茶に揉もまれる快感に悶もだえながら、それでも自らの両手を彼の首の後ろへ回して、夢中になって互たがいの舌を絡からめた濃のう厚こうなキスをしていた。

　また後ろへ回ったゼストは、

「刃更様っ……んっ、どうですか刃更様……っ♥」

　刃更の背中へ大きな乳ち房ぶさを押し付けながら、前に回した両手で刃更のモノをクチュクチュといやらしい音を立てながらしごいてゆく。

　そして、

「っ────…ぁ！」

　呻うめくように刃更が声を漏もらした瞬間、澪の胸の下からお腹なかの辺りに勢いよく熱い液体が掛けられた。べっとりと張り付くようなその液体は、刃更の放った精液だ。白く濁にごったその液体が、ゆっくりと滑すべり落ちるようにしてこちらの臍へそをくすぐってくる。

　澪はその淡あわい快感に浸ひたるよりも、淫らに刃更へ奉仕する幸せを選んで、

「んっ……次はあたしがしてあげる番だよ♥」

　刃更とキスしていた唇くちびるを離はなすと、舌を滑らせるように下へと向かわせ──まだ大きいままの刃更のモノを口で迎えにいくと、当然のように刃更の剛直をしゃぶって、そのままフェラチオを開始した。

　限界まで口を開けてどうにか刃更のモノを含ふくむと、射精による快楽の残ざん滓しか、刃更の剛直は澪の舌の上で嬉うれしそうにビクビクと震えていて、

　……刃更、気持ち良いんだ……。

　裏筋を舌の上で転がすように舐め上げながら、上うわ目め遣づかいで刃更と視線を合わせようとした。フェラチオをしながら頭を撫でられたかったのだ。ところが、

「刃更様ぁ……ちゅっ、んふぅ……くちゅっ、はぁ……ふぁあぁん♥」

　既すでにゼストが、澪が離して空いた刃更の口を彼女の唇で塞ふさいでいて、刃更の左右の手もそれぞれ彼女の乳房と尻をいやらしく揉んでいた。刃更の両手は既に使用中で、澪の頭を撫でる余よ裕ゆうはない。

　だったら……と澪は本格的に刃更のモノをしゃぶる事で、彼を振ふり向かせる事にした。

　とろりとした唾だ液えきを口の中に溜ためて潤じゆん滑かつ油にし、頰ほおを窄すぼめるようにして吸い上げながら、顔を前後に振るようにしてディープ・スロートを開始したのだ。ジュプっ、ジュプっとわざと音を立て、自分の存在を主張しながら口での奉仕を行なうと、途と端たんに刃更の腰が揺ゆらめき始め、澪の口の中で徐じよ々じよに刃更のモノが大きさと硬かたさを増してゆく。

　それが男の絶頂の前兆である事を澪は知っていた。だから、そのまま己おのれの口内で刃更の[image: ]りを受けようとしていた澪は、

「──澪さま、お一人で楽しんだら駄目ですよ？」

　ふと、すぐ傍そばでこちらのフェラチオを撮さつ影えいしていた万理亜に窘たしなめられてしまい、澪は刃更のモノをしゃぶったままとろんとした瞳ひとみで彼女を見た。すると、

「刃更さんの事がお好きで堪たまらないのは解りますが……エッチな下僕仲間として、ゼストさんと一いつ緒しよに幸せになる事も覚えませんと」

　と諭さとすように言われ、

　……ゼストと、一緒に……。

　万理亜の言葉を快楽で冒された意識の中で反はん芻すうした澪は、ぼんやりと思い出す──途中で自分も主従契けい約やくの呪のろいを発動してしまい、有う耶や無む耶やになってしまっていたが、この淫みだらな行為の当初の目的は、ゼストを楽にする事だったと。そして澪はその手伝いで……よって澪の役目は、ゼストを楽にする刃更の補ほ佐さだった。

　それが、今の澪がするべき刃更への『奉仕』だ。

　特に──ゼストはゾルギアの件があるため、真ま面じ目めな性格の彼女はどうしても澪に負い目を感じやすい。刃更と主従契約を結んでいる仲間同士ならば、そんなゼストを楽にしてあげるのが先に配下となっている澪の役目だ。

「……………………」

　だから澪はゆっくりと刃更のモノから口を離すと、

「──万理亜、ゼストと一緒にする方法ってどんなのがあるの？」

　まだ催淫が治まらないまま、それでも澪は己を抑おさえて万理亜に問うと、

「お任せ下さい──ちゃんと澪さまも参加できる方法をお教えします」

　そう言って、幼いサキュバスは澪にそっと『正解』を教えてきた。

　──耳元で甘く囁ささやくその提案は、正に悪あく魔まの囁きだ。

　そして今の澪は、万理亜の言葉を忠実に実じつ践せんする──だから。

「……お兄ちゃん、あたしにもゼストを楽にしてあげるの手伝わせて」

　そう懇こん願がんするように口にした後、成瀬澪は万理亜から教わった事を言った。




「ゼストの下着の中に……お兄ちゃんのを入れてあげて良い？」




　万理亜が澪に教えたのは、奇くしくも現魔王派のレンドヴァル城のゲスト用居館で、皆みんなが寝ね静しずまった夜に澪と刃更が浴室で二人、密ひそかに関係を深めた時と同じ行為だった。それは澪にとって、本当は自分一人のものにしておきたかったアドバンテージ。

　……でも。

　その時に得た、自分だけが到とう達たつした幸せをゼストにも分けてあげる……それだけが、ゼストをこちらと本当の意味で同じ立場にできる。

　そうした想おもいを抱いだいて澪がした提案に、刃更が一つの動きで応こたえてきた。

　……あ……。

　ゼストとのキスを続けながら──それでも彼女の尻を揉んでいた左手を離し、澪の頭をそっと撫でてくれたのだ。

　刃更が褒めてくれている──喜んでくれている。

　その事が震える位に嬉しくて、澪はまず左手でゼストの尻を抱だき寄せると、クロッチの辺りに斜ななめ下から人差し指と中指を滑り込ませた。その瞬しゆん間かん、

「──────っ♥」

　刃更とキスをしながら、ゼストがビクンと腰を震わせた。ゼストのショーツの中は、湯船のお湯よりも遥はるかに熱く濡ぬれていて──そして澪は二本の指で引っ張るようにして隙すき間まを作ると、右手で刃更のモノをそっと摑つかんで、自分が作ったゼストのショーツの入り口へと導いた。そして、

「──入れて、お兄ちゃん」

　そう澪が言うのと、刃更が彼の腰を前へと突つき出したのは同時だった。

「あっ……はぁっ……ふあああぁぁぁぁぁあぁあっ♥」

　澪の眼めの前で、刃更の大きな剛直がズブズブとゼストのショーツの中へと押し入れられてゆく。斜め下からの侵しん入にゆう──その軌き道どうが、ゼストの中へは入らず、しかし最も快楽が得られるように修正するのが澪の役目だ。

　だから、二人の腰こしの位置を左右の手でずらしてショーツの中で粘ねん膜まく同士が擦こすれるようにすると、互いに向かい合い股こ間かんで繫つながった対面座位のような状態の刃更達を、浴よく槽そうの縁ふちへと座らせて、

「角度だけ気を付けて……いいよ、気持ち良くしてあげて」

　澪がそう告げると、刃更は彼の剛直のピストンを開始した。

　それも、ゼストの弱点である彼女の耳を嚙かみながら──そのため、

「っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ぁぁあぁ──────っ♥」

　耳を嚙まれながら、女が最も感じてしまう粘膜の入り口を擦られたゼストが、刃更の太ふと腿ももの上で腰を振りながら盛大に絶頂したのは必然だ。

　だが──その状態でもまだ、澪にはやる事があった。

　ゼストのショーツはローライズのため、刃更が腰を突き入れる毎ごとに、彼の大きなモノの先せん端たんから中程くらいまでがショーツの上からハミ出してしまっていた。そしてその度たびに引っ掛かかって、少しずつゼストのショーツがずり落ちてしまう。

　だからゼストの背後に回ると、己の右手を刃更のモノが差し入れられているのと同じ場所……ゼストのショーツの脚あしぐりから、内側へと滑り込ませた。

　そして澪はゼストのショーツの中で刃更のモノをしごきながら、ウエストのゴムの一番上ギリギリの所へと己の手を移動──そして、刃更が一番奥に突き入れても彼がしっかりと快楽を得られるように、擬ぎ似じ的な女性器オナホールを作った。

　これも万理亜のアイディアだ。そして──その状態で刃更が腰を振る度に、面おも白しろいようにゼストは絶頂を重ねていき、そんな彼女の反応に刃更も興奮を高めたのか、澪の手の中で刃更のモノが再び大きさを増したかのように膨ふくらみ始めた。

　そして刃更が絶頂するのとタイミングを合わせて、

「良いよゼスト──幸せになって」

　澪は刃更が嚙んでいるのとは逆側……ゼストの右耳を甘く嚙んだ。

　その瞬間、

「っっ───────[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　ゼストは思い切り絶頂を極きわまらせた──刃更と澪に抱き締しめられながら。







　そうしてゼストは、刃更と澪によって無数の絶頂を与あたえられながら、

　……あぁ……♥

　全身が激しい快楽で燃えるように熱い中、胸の奥が心地ここちの良い温かさで満たされてゆくのを感じた。どこか甘ったるいようなその感覚の名は、きっと幸せと呼ばれるものだ。

　だから自分だけがそれを貰もらうのは申し訳なくて、

「お願いです……万理亜、私にも教えて下さい」

　そう懇願すると、

「勿もち論ろんですよ……澪さまにいっぱいお返ししてあげて下さい、ゼストさん」

　幼いサキュバスはそう言って、ゼストに幸せの分かち方を教えてくれた。

　澪は胸が弱点なので、背面座位のように後ろから刃更のモノを下着の中へ挿そう入にゆうさせ、ゼストも右手をショーツの中へと入れて刃更のモノをしごいた。刃更は澪の顔を自分の方へと向かせて舌を絡ませつつ、背後から両手を回して澪の乳房を滅め茶ちや苦く茶ちやに揉もみしだき、

「澪様……んちゅっ……はぁ、ちゅぷっ……」

　ゼストも張り詰つめた澪の乳ち首くびを交こう互ごにいっぱいしゃぶって奉ほう仕しすると、

「ふあぁっ♥　はぁ……んちゅ、んっ……二人とも、待って……そんな……あぁあんっ♥　んふぅ……ちゅぷ、れろ……はぁ……ちゅるっ♥」

　澪はこちらが愛いとおしくなる程ほど、敏びん感かんな反応を見せ何度となく達していった。

　そんな澪の痴ち態たいに興奮を強めたゼストは、

「万理亜……万理亜、貴女あなたも……っ」

　懇願するように、幼いサキュバスとも幸せを分かちたいと求めると、

「良いですよ──四人で一緒に楽しみましょう♪」

　万理亜はビデオカメラを浴槽の縁に置いて、無防備にこちらへとやって来た。だが──度重なる絶頂で澪は勿論、ゼストもすっかり官能に火が付いてしまっていて、

「えっ──…？」

　その事に万理亜が気付いて声を上げた時にはもう遅おそい。

「んふっ、捕つかまえたぁ……♥」「今度は貴女の番です……」

　理性を飛ばした澪と共にゼストは万理亜を捕まえると、自分達に幸せを分かち合う方法を教えてくれた幼いサキュバスに恩返しをした。

　彼女の力の源となる──快楽と興奮をプレゼントする事で。すると、

「ちょ、ちょっと待って下さい皆さん……お、お、落ち着いてっ！」

　途と端たんにこちらの腕うでの中で動どう揺ようを見せた万理亜に、

「さあ……どうぞ刃更様」「お兄ちゃん、万理亜の下着の中に入れてあげて」

　ゼストと澪がそう告げながら、万理亜を彼の膝ひざの上に乗せると、

「……じゃあ、少しだけな」

　刃更は小さく苦く笑しようした後──ゼスト達の要望にしっかりと応えてくれた。
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　そして澪達は、三人で万理亜に沢たく山さんの快楽を与えていった。

　今までずっとされてばかりで、恥はずかしい姿を見られる側だったのが、とうとう反はん撃げきする機会が訪おとずれたという事もあり、澪達は万理亜の全身をくまなく愛あい撫ぶしていった。

　万理亜は幼い体形をしているものの、サキュバスという種族のせいか、その躰からだは澪やゼストと同じかそれ以上に敏感で、こちらのような催さい淫いん状態ではないにも拘かかわらず、刃更のモノで割れ目を擦られると途端に激しく絶頂した。

　その状態で後ろから小さな胸を澪が揉んであげると、幼いサキュバスは面白い位に乳首を硬かたくして、そこを指先で摘つまんで擦った瞬間、

「っ……あぁ、んっ……はぁ……やぁっ、ぁ──あぁぁぁぁああああっ♥」

　刃更の太腿の上で陶とう酔すいを深めた瞳ひとみで虚こ空くうを見ながら、ビクンビクンといやらしく腰全体を震ふるわせ、まるで滝たきのように女の分ぶん泌ぴつ液を垂れ流した。

　そんな幼い万理亜の絶頂は、背徳的な興奮を澪達にもたらして、

　……万理亜、可愛かわいい……。

　澪はゴクリと喉のどを鳴らした。或あるいはこれも、サキュバスという種族が持つ特性なのかもしれない……ゼストも抑えが利きかないようで、万理亜のショーツの中に手を入れて小ぶりな尻しりを揉みしだき始めると、幼いサキュバスの少女はいやらしく腰をくねらせながら絶頂を重ねていった。だから──そんな澪達の激しい愛撫に、万理亜が意識を飛ばしてしまうまでにはそう時間は掛からなくて。

　少しやりすぎてしまったかもしれない……でも、自分達もいつも気絶するまでされているのだからと、万理亜を浴槽の広い縁の上に寝ねかせてあげた。

　──本当なら、それで終わりの筈はずだった。

　澪もゼストも完全に刃更に屈くつ服ぷくさせられていたからだ。

　だが──澪達の主従契けい約やくの呪のろいは何故なぜか解けず、催淫状態が治まる事はなかった。

　むしろ、いつもよりもっと切ない感覚が躰の奥から膨れ上がってきて、

「や、やだ……お兄ちゃん、あたしっ……熱いの止まらない……はぁっ」

「申し訳ありません……私も、こ、こんな凄すごいの……初めてで、あぁぁっ」

　耐たえきれない程の官能に襲おそわれた澪とゼストは、刃更に何度となく滅茶苦茶に揉まれた事で大きくなった乳ち房ぶさと、刃更の事を滅茶苦茶に想い続けて大きくなった乳房を両手で抱かかえるように持ち上げ、その深い谷間を使って左右から彼の剛ごう直ちよくをいやらしく挟はさんでいた。

「はぁ……あぁっ、凄いよぉ……やぁあん♥」

　互たがいの乳輪や乳首を擦り合わせるようにしながら、刃更が大きくしているモノをしごき上げる事で得られる快感と、刃更への奉仕の満足感を同時に得られる感覚が、澪達の理性をとろけさせ、二人を完全に病やみつきにしていた。

　興奮が治まらないのは刃更も同じようで、あれから澪とゼストで何度となく絶頂させているのだが、刃更のモノはずっと興奮に張り詰めた状態で、

「っ……ぁ、出すぞっ！」

　そう呻うめくように言うなり、澪とゼストの胸の中に挟まれた刃更のモノがぶるりと大きく震えた──その瞬しゆん間かん、

「っ……お兄ちゃ、きゃあっ♥」

　大量の精液がまるで噴ふん水すいのように上へと吐はき出され、澪やゼストの顔や胸を欲よく望ぼうに濁にごった白色にいやらしく染め上げた。刃更のモノの先端からはドクドクと白はく濁だく液が溢あふれ続けていて、ゼストと澪の胸の谷間の合流地点には噎むせ返るような白濁液の泉ができており、

「あ……あぁ……凄い、どんどん熱くなって……♥」

「う、動いちゃ駄だ目め……ゼスト、だ、駄目ぇ……♥」

　完全に抗あらがう術すべを失ったゼストが再び快楽に艶なまめいた褐かつ色しよくの乳房をいやらしく上下に揺ゆすりだすと、まるで鏡映しのように澪も同じ動きを始めてしまう。すると、

「……ふふふのふ、調子に乗った罰ばつですよ♪」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを含ふくんだ声が生まれた。

　見れば先程まで気を失っていた筈の幼いサキュバスが、浴よく槽そうの縁ふちに両りよう肘ひじをつき、開いた両手の平の上に顎あごを載のせながら楽しそうにこちらを見ていて、

「サキュバスの愛液は最強の媚び薬やくの一つです……催淫効果が上がれば、それに比例して快楽を求める疼うずきが強まりますし、呪いが解けるのだって難しくなります」

　そう言った万理亜の右手が、ある場所へと伸のびた。

　それはこの浴槽の、とある機能を作動させるためのスイッチだ。

　……う、噓うそ……っ。

　それを見た澪は、万理亜が何をしようとしているのかを理解して戦せん慄りつした。

　元の空間では電源は入っていなかったものの、澪が展開した結界は元の空間の状じよう況きようを複製するものだ。当然、コンセントには電気だって流れている。

　だから──そこから先の全すべては必然となった。

「──ちゃんと肩かたまで浸つかって、百まで数えましょうね」

　そう笑顔で言い放つと同時、万理亜は浴槽のジェットバスの電源を入れた。
















　直後──全部で五十近くあるジェット口から、大量に噴ふん射しやされた泡あわが湯船中を満たした。

　澪とゼストは激しい催淫状態で全身を敏感にしていた上に、浴槽の縁に腰こし掛かけている刃更へ胸で奉仕するために湯船に浸かってしまっている。

　逃にげ場なんて、どこにもなかった──だから、

『っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♥』

　澪は、ゼストと共に一いつ瞬しゆんで忘ぼう我がを越こえる快楽の渦うずへと吞のみ込まれる。

　そして万理亜が言っていた肩まで浸かって行なうカウントが秒数ではなかった事を、澪達は自分達の躰に刻まれた絶頂の数で知る事となった。
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　──そして。

　澪とゼストの意識の回復を待って結界を解き、この日の外出は幕を閉じた。

　帰宅した後、無事に柚希と胡桃からも増築の賛同を得られた結果、ゼストはネットで情報を集め始め、さらに図書館へも通って様々な資料を読み込んだ上で、後日……東城家に地下室を造った。

　──庭の下まで広く敷しき地ちを使用した結果、新たに増えた部屋は五つ。

　二つをそれぞれ万理亜とゼストの部屋に、そして二つを迅の部屋と、迅が仕事で使っているカメラ関連の機材や資料などを置く部屋にして、代わりに最初から家にあった四つの居室を刃更・澪・柚希・胡桃の四人で分け合った。

　そして──地下の最後の一部屋、最も大きな空間は、浴室兼けん主しゆ寝しん室しつ。

　約束は約束だからと、使い方に注意をする事を条件に、刃更達は万理亜の欲しがっていた巨きよ大だいなジェットバスの浴槽をあのリフォーム店で購こう入にゆうしたのだ。

　搬はん入にゆう及および設置工事は支し払はらいの数日後から始まる予定で、それが終わればさらに別の家具店で購入したダブルベッドも二つ並べて置かれる事になる。

　全員で入浴をした後、そのまま皆みんなでベッドへと移動できるように。

　当然ながら、それもまた、ロリエロサキュバスの要望によるものだった。







　第３章　二人だけの夜を数えて
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　列車を降りると、純白の雪ゆき化げ粧しように彩いろどられた街だった。

　ホームに降り立った東とう城じよう刃バ更サラは、朝の冷たく透すき通った空気に包まれたのを感じる。

　その場で足を止め、自然と虚こ空くうを見上げて、

　……冬の《里》の空気に少し似てるかもな。

　かつて刃更が暮らしていたその場所もまた、今いま頃ごろはきっと雪に覆おおわれているだろう。

　──しかし、今いる場所と《里》との間には明確な差が存在していた。

　多くの人の流れがある事で生まれる会話と足音の賑にぎやかさだ。

　それは有名な観光地ゆえの宿命。この駅へと到とう着ちやくした列車からは、刃更以外にも多数の観光客がホームへと降り、そのまま改札へと向かう人波を作っていた。

　そうした人の動きの中で足を止めれば、その場に取り残されたように佇たたずむ格好になる。

「──どうした東城、私達も行くぞ」

　すると東城刃更は、『彼女』に左手を取られた。

　少し弾はずんだ声と共に生まれたのは、雪よりもなお透き通った白い吐と息いき。

　それは刃更をこの地へ誘いざなった美しすぎる養護教きよう諭ゆ──長谷はせ川がわ千ち里さとだ。そんな長谷川に、

「────────」

　通り過ぎる他ほかの人達と同じく、刃更もまた見み惚とれてしまう。

　……綺き麗れいだな。

　都内よりも寒冷地である事に備えて、今日の長谷川は白のロングコートに、暖かそうなムートンのファーマフラーを巻いた雪国仕様の格好だ。その姿は何度見ても新しん鮮せんで、

「？　どうかしたか？」「あ、いえ……すみません。行きましょう」

　キョトンと小首を傾かしげられ、自分は普ふ段だんとは違ちがう長谷川を見ているのだと改めて思っていた刃更は、慌あわてて頭を下げると長谷川と並んで改札へと歩き始めた。







　一月の第三週の土曜日の今日、東城刃更は長谷川に誘さそわれてこの地を訪おとずれていた。

　──刃更達が魔ま界かいから戻もどったのは、三学期が始まって数日が経たってからだ。

　万ま理り亜あやゼストが魔ま法ほうで教員の記き憶おくを操作して、記録を改かい竄ざんさせるという手もあったが、なるべく勇者の一族から眼めを付けられないように刃更達はそれを控ひかえた。

　魔界へは迅じんと同じように特とく殊しゆな魔法チップをバッテリーに組み込んだ携けい帯たいを持って行っていたため、魔界から学校へ「海外の旅先でトラブルがあり、帰国が少し遅おくれる」という旨むねの連れん絡らくはしてあった。そのため、始業式から数日遅れでの登校となっても、幸運な事に教師やクラスメイト達の間でも大した問題にはならずに済んでいた。

　例外として──ヴァンパイアハーフの橘たちばな七なな緒おなどは刃更の事情を知っているため、戻りが遅おそくなると伝えた段階でかなり心配してくれていて……無事に学校で顔を合わせた時には、優やさしい七緒は涙なみだを浮うかべながら再会を喜んでくれた。

　その一方で、先日駅前で顔を合わせた滝たき川がわも聖ひじりヶが坂さか学園へ復学したのだが、体育祭の前に魔界へ戻った彼は、刃更達と違って潜せん入にゆう時と同じく手っ取り早く魔法で教員達の記憶操作を行ない、冬休み中の補習と課題クリアの実績をでっちあげて進級に問題がないようにしたようだった。それでも一部の教員など記憶操作は必要最低限で済ませているため、勇者の一族が深刻な問題と捉とらえる事はないだろうというのが柚ゆ希きや胡桃くるみの判断だ。

　そうして元通りの日常を送り始める中で、刃更は保健室を……長谷川の下もとを訪れた。

　──魔界へ行く前、刃更は長谷川から旅先で心こころ掛がけると良いアドバイスを貰もらっていた。

　それは近視眼的にならず、柔じゆう軟なんな思考を心掛けろというもので──だからこそ刃更は、目先の事だけに囚とらわれる事なく大局を見み極きわめ、レオハルトとの決戦の前に密ひそかにベルフェゴールを討うつという作戦を思いつき、それを成し遂とげる事ができた。

　よって、アドバイスのお陰かげで旅行先では凄すごく助かったと刃更がお礼を伝えに行くと、もし恩を感じているのならば、一つお願いがあると長谷川が切り出してきた。

『なあ東城、温泉宿へ行こう──私と二人きりで』と、艶つやっぽい笑えみを浮かべながら。

　秋に行なわれた体育祭の後から、刃更は長谷川と特別な秘密の関係になっている。

　それは男子生徒と女性教師が落ちた禁断の関係──最後の一線だけは越こえない事を条件にした男と女の間あいだ柄がらだ。魔界へ発たつ前も、生徒会の打ち上げの後に長谷川から強ごう引いんに誘われた刃更は、彼女のマンションの寝しん室しつで何度となく互たがいを求め合っている。

　そんな長谷川から、冬休みの間ずっと会えなくて寂さびしかったと言われ、潤うるんだ瞳ひとみで求められたら断れる筈はずもなく──だからこそ今、東城刃更はこの場所にいる。
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　改札を抜ぬけた刃更達がまず向かったのは、駅構内に併へい設せつされた観光案内所だった。

　道案内を聞くためではない──手荷物を預けるためだ。そして二人合わせて千円を支し払はらって身軽になるなり、さっそく長谷川がこちらへと腕うでを絡からめてきて、

「ここまで来てしまえば、もう人目を気にする必要はないからな……構わないだろう？」

　甘えるように刃更へと身を寄せた。途と端たんにふわっと長谷川の甘い匂においが香かおり、

「は、はい……勿もち論ろんです」

　この辺りは坂道が多いため、今日の長谷川はいつものハイヒールではなく、ヒールの低いブーツを履はいている。よって目線は刃更より一段低く、彼女が隣となりに立って視線をこちらと合わせようとすると、自然と上うわ目め遣づかいになって長谷川の破は壊かい力を倍増させていた。

　刃更が顔を赤くしながら頷うなずくと、長谷川は嬉うれしそうにこちらへ恋こい人びと繫つなぎを求めてきて、そして互いの手指を絡め合うと、刃更達はそのまま建物の外へ──駅前へと出た。

「で、これからどうするんですか先生？」

　温泉街として栄さかえているのはここから電車で三十分ほど北東へ行った地域だ。無論、この駅の周辺にも温泉宿はあるが、どちらかというとこの辺りは、世界遺産にもなっている歴史ある神社仏閣や、雄ゆう大だいな自然風景などの観光スポットの方が有名である。刃更も訪れたのは今回が初めてだが、この土地がどういう場所かについては知っていた。

　そして、わざわざこちらへ来て荷物まで預けたという事は、恐おそらく長谷川には見て回りたい場所があるのだろう。ロータリーを前にしながら刃更が問うと、

「そうだな……お前と一いつ緒しよに回りたい場所は幾いくつかあるんだが、その前に」

　と、長谷川が刃更の腕を引いて向かった先は駅の右手──並んで建つ土産みやげ物もの屋だ。

「まずは、ここの揚あげ饅まん頭じゆうを食べていこう。美味おいしいと評判らしいからな」

　と笑顔で長谷川。見れば、有名なテレビ番組でも紹しよう介かいされた時の記事が、解わかりやすい場所に張ってあった。長谷川は販はん売ばいしていた女性店員に小こ銭ぜにを渡わたして一つ購こう入にゆう。そして、

「ほら、東城」

　と、白い包み紙の中で湯気を立てている揚げ饅頭を、刃更の方へと差し出してくる。

「じゃあ、ご馳ち走そうになります」

　そう言って刃更は饅頭へと手を伸のばした。しかし長谷川はちょっと拗すねたように、

「馬ば鹿か……口を開けてくれ」

　と、上目遣いでこちらへと求めてくる。思わずゴクリと喉のどを鳴らすと、

「──それとも、口移しが良いか？」

　と問われた刃更が観念して口を開けると、長谷川の手がこちらの口元へ揚げ饅頭を寄せてきた。ふわっと香こうばしい匂いが先に来て、囓かじりつくと音が立つ程ほどサクっとした衣ころもの食感の中から、豆乳と湯葉を使用した皮で餡あんを包んだ饅頭の甘さが追い掛かけてくる。

「美味うまい……！」

　テレビや雑誌で取り上げられるのも納なつ得とくの美味さに刃更が感心していると、

「ふふ、衣が付いてるぞ……」

　長谷川はそう言ってこちらの唇くちびるの端はしに付いていた衣の欠片かけらを指で摘つまむと、すぐ脇わきにある刃更の口ではなく、自身の唇へと運んでチュッと軽くキスするようにして食べた。

　地元を離はなれて人目を気にせずに済むせいか、どうやら今日はとことん恋人のような気分を味わうつもりらしい。だったら……と刃更が「──食べさせてあげましょうか？」と尋たずねたところ、長谷川は嬉しそうな顔になって、

「では、お言葉に甘えようかな……」

　そう言って刃更へ饅頭を渡すと、スッと右側の髪かみを搔かき上げるようにして押さえながらこちらへ口を近付け、わざわざ刃更が口を付けた所に囓りついた。そして数度の咀そ嚼しやくの後に飲み込むと、長谷川はぺろりと艶なまめかしく唇を舐なめ、極ごく上じようの笑みを浮かべて、

「うん……確かに美味しいな」

　饅頭を食べているだけなのに、どうしてこうもエロいのか。長谷川が囓った後の饅頭の衣には、彼女の唇と同じ色が薄うっすらと付いていて、かといってそれを恥はずかしがって躊躇ためらうのも癪しやくなので、刃更は平気な顔で饅頭の残りを食べてやった。

　そうしたら──いきなり長谷川にキスされた。

「っ──…？」

　頰ほおにではない。唇と唇のキスだ。びっくりして思わず固まった刃更に対し、長谷川は店の人や通行人に思い切り見られているのにも構わず濃のう厚こうなキスを続ける。

　そして、やがてゆっくりと唇を離した長谷川に、

「い、いきなり何を……っ？」

「お前が間接キスくらい何でもないみたいな顔をしていたから、直接しても平気でいられるか試ためしてやりたくなった」

「……答えが解って良かったですね」

　自分は生徒で、長谷川は教師だ。基本的に敵かなわないのは仕方がない。それでも二人きりの時は、たまにこちらが主導権を握にぎれているように感じられる時もあるが、

　……いや。

　それもきっと、本当は長谷川の手の平の上で転がされているだけなのだろう。

　そうやって刃更の好きなように甘えさせてくれる長谷川の大人の女の余よ裕ゆうや色気は、澪みお達にはないもので、だからこそ刃更はそんな長谷川を前にすると、どこまで許されるのかを試してみたい衝しよう動どうと、その度たびにどこまでも許される快感とでどうしようもなく興奮してしまう。だが、理性を飛ばした刃更がどれだけ無む茶ちやな事をしても、長谷川は艶っぽい笑みを浮かべながらこちらを許し、それどころか嬉しそうに応じてくれる。

「──それじゃあ、そろそろ行くとするか」

　だから、そんな長谷川の言葉に刃更は頷きを返して──そして移動を開始した。







　移動手段の選せん択たく肢しはバスにタクシー、それにレンタカーがあった。

　どうするのか刃更が尋ねたところ、長谷川が選んだのはタクシーだった。

「最近の車にはナビが付いているから道に迷う事はほとんどないが、週末に混雑してしまうのは観光地の避さけられない宿命のようなものだからな」

　限られた時間の中で、渋じゆう滞たい時には別ルートの抜け道を使って目的地へ行ってくれたり、最も寄よりの駐ちゆう車しや場が埋うまっていても、客を降ろして少し離れた場所で待機していてくれたり、ガイドブックには載のっていないような情報を教えて貰えたりと、地元のドライバーの知識や経験に勝まさるものはない。だから、

「金銭的な余裕があるならば、時間に応じた料金を支払ってタクシーを貸し切りにしてしまった方が、色々な事を気にせず観光を楽しめるんだよ」

　と言った長谷川の言葉に異論はなく、駅前に停とまっていたタクシーを一台、夕方まで貸し切りにすると、刃更は長谷川に連れられて観光地を巡めぐり始めた。

　午前中の時間を使って向かったのは、西に広がる湖やその周辺に存在している巨きよ大だいな滝たきなど自然風景の観賞だった。海かい抜ばつ高度千ｍをゆうに超こえる場所に佇たたずむ湖は冬季の現在、周囲から吹ふき下ろしになる山風で波立たせた水面や、湖こ畔はんの木々の枝へと飛ばした飛沫しぶきを凍こおらせ、まるで氷のシャンデリアのような幻げん想そう的な空間へと姿を変える。

　貸し切りにしたタクシーの運転手は老年の男性で、こちらが行きたい場所を告げると、今年の冬──それも今日見るのに良い絶景スポットへと刃更達を案内してくれて、

「綺き麗れいだな……」

　腕を絡めてこちらへ寄り添そいながら長谷川がうっとりと呟つぶやき、彼女と視線を同じにした刃更もまた、寒さを忘れて眼の前に広がる光景の美しさに眼を奪うばわれていると、

「お客さん達、良ければ記念写真を撮とりましょうか？」

　と運転手が言ってきた。きっとこれまでも、この地を案内した恋人達の思い出を残す手助けをしてきたのだろう。すると、長谷川がこちらを窺うかがうように、

「……東城、彼のご厚こう意いに甘えても？」

「もちろんですよ、撮って貰いましょう」

　この旅行の間、長谷川に何かを求められたら、自分に出来る事は何でもしてあげようと刃更は決めていた。こちらが笑顔で賛成すると、長谷川は嬉しそうに自分の携けい帯たい電でん話わのカメラ機能を起動して運転手に渡した。そして刃更の隣にやって来て、

「ありがとう……東城」

　刃更にだけ聞こえる声で、そう小さく呟いてくる。だから、そんな彼女に応こたえるように刃更は長谷川の肩かたへ手を回すと、そのままグッと自分の方へと抱だき寄せた。

「──────」

　長谷川は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔でこちらを見たが、しかしすぐに嬉しそうな顔になると、刃更の胸の辺りに頰を寄せるようにして密着してきて、

「──はい、撮りますよ」

　と言う運転手へと二人で笑顔を向けた。そして、撮さつ影えいが終わって返された携帯には、恋人同士にしか見えない刃更と長谷川が写っていた。

「…………………」「…………………」

　二人でその写真を見た刃更達は、どちらからともなく視線を画面から上げると、至近距きよ離りで見つめ合った。写真は事実を写すものだ。よって、そんな自分達を客観視できる写真を目まの当たりにすれば、それこそ今まで以上に相手を強く意識してしまう。

　しかも今回、写真に写っている刃更と長谷川の表情や雰ふん囲い気きが持つ影えい響きよう力は凄すさまじいもので──だから、それ以降の刃更達の雰囲気は違ちがったものになった。

「先生……こっちへ」「……ああ」

　地元を離れているため、知人に見られるリスクがほとんどないのを良い事に、タクシーの車内では刃更は長谷川の腰こしを抱だき、長谷川もまた刃更に寄り添ったまま離れようとはしなかった。運転手もその辺りはベテランとして弁わきまえていて、刃更達の空気を察すると景色や見所の話などはしなくなり、後部座席の刃更達を二人きりにしてくれた。

　そして日本三大瀑ばく布ふに数えられる有名な滝を訪おとずれると、展望台へと降りるためのエレベーターが有料という事もあり、運転手は付いてくる事なく車内に残った。

　受付でチケットを購入した刃更達がエレベーターホールへ向かうと、週末という事もあってか二基あるエレベーターの前には長い行列ができていた。そして二往復目でやって来たエレベーターが、刃更達のすぐ前に並んでいた人達までを乗せると定員いっぱいになって……次にやって来たエレベーターが、展望台から戻もどってきた客を吐はき出すと、訪れる客に空白でも生まれたのか、エレベーター内は刃更と長谷川の二人だけになった。

　だから──スタッフに見送られて扉とびらが閉じた瞬しゆん間かん、

「東城……──んっ、ちゅっ」

　瞳ひとみを潤うるませた長谷川がこちらへキスしてくると、刃更もまた自分から積極的に舌を絡め合った。管制室の監かん視しカメラには丸映りになっているだろうが、構わなかった。

　下までの時間はおよそ六十秒──向こうの展望台には沢たく山さんの観光客もいる。

　それでも刃更は右手で長谷川の腰を抱きながら、左手で彼女のコートの前のファスナーを途と中ちゆうまで下ろした。そして、中に滑すべり込ませた手で長谷川の胸を躊ちゆう躇ちよなく揉もむと、長谷川は嬉うれしそうに腰をくねらせながら、

「あぁ……東城、ちゅっ……はぁ、東城……んんっ♥」

　より濃厚なキスを刃更に求めてくる。だから刃更が、たっぷりと己おのれの唾だ液えきを彼女の口内へ流し込んでやると、長谷川はいやらしく喉を鳴らしながらそれを飲んでいった。

　可能ならば、もっと先へ進みたかった。それでもエレベーターが展望台へ着く直前で、

「──先生、そろそろ」「んっ……解った、また後でな」

　名残なごり惜おしむように刃更達は唇を離すと、何事もなかったようにエレベーターを降りた。

　──到とう着ちやくした展望台から見る巨大な滝は、三大瀑布の名に恥じぬ迫はく力りよくを持っていた。

　約百ｍの高さから豪ごう快かいに落下する大量の滝水の雄ゆう大だいさもさる事ながら、先程の湖と同じくこの滝も冬にしか見せる事のない特別な姿で、こちらを迎むかえてくれていた。

　大きな滝の中段辺りから簾すだれのように並んで流れ落ちる筈はずの無数の小さな滝達──それが冬の低温下で凍り付き、まるで翼つばさのように広がっている。

　自然が生み出した美しいブルーアイスの芸術に刃更が見み惚とれていると、

「あの～……すみません、写真のシャッターをお願いしても良いですか？」

　ふと傍そばで滝を見ていた二人組の女性から声を掛けられた。見れば携帯電話用の自撮り棒を持っているが、他ほかに人が多すぎて使用する事が憚はばかられたのだろう。

「じゃあ、いきますね──撮ります」

　と刃更はタイミングを伝えながら、液えき晶しように表示されているシャッターボタンを押した。

　念のために何枚か撮り、こちらが撮ったもので問題がないか確かく認にんして貰もらったところ、

「わぁ～写真撮るの上手ですね！」「本当だ……プロのカメラマンみたい」

　と女性達に褒ほめられ、刃更は「どうも……」と面おも映はゆさを感じながら頭を下げた。

　……嬉しいもんだな。

　自分の行こう為いが誰だれかに喜んで貰えた事への嬉しさに加え、カメラマンである父親の迅と同じ分野の才能があるように褒められたのが、刃更としては何よりも嬉しかった。

　──と、不意に刃更の背中に文字が書かれた。

　コートを着ているにも拘かかわらず、「うわきもの」「バカ」と記されたのが解わかる。

　また人の事をからかって……と刃更は背後を振ふり返り、

　……あれ……。

　だが、長谷川は笑ってはいなかった。かなり不満げな眼めで、ジッとこちらを見ている。

「……………………」

　その瞳が訴うつたえてくるのは、クリスマスの夜──長谷川のマンションのエレベーターで、彼女から忘れないで欲しいと言われたもの。嫉しつ妬とという名の感情だ。

「──────」

　刃更はとっさに己の失態を思おうとしたが、それは失敗に終わった。何も言わずに、ただ上うわ目め遣づかいでジッとこちらを見み詰つめる長谷川は壮そう絶ぜつに可愛かわいくて……周囲にいる観光客に構う事なく、刃更は思わず長谷川を抱き締しめてキスしてやりたい衝動に駆かられる。しかし、

「あ、すみません……もし良かったら、お二人の事は私達が撮りますよ？」

　と、申し訳なさそうに女性が言うと、長谷川は己を主張するように刃更へと腕うでを絡からめてきた。そして二人で滝をバックにしたツーショットを撮って貰い、再び美しい冬ふゆ化げ粧しようをした滝をしばらく眺ながめた後、刃更達は地上へ戻るエスカレーターへ乗った。流石さすがに帰りは二人きりという訳にはいかず、満員のエレベーターへ乗る事になったのだが、

「──先生、こっちへ」

　他の男に長谷川を触ふれさせないよう、刃更がガードしていると、

「………………」

　長谷川は無言でこちらへギュッと抱き付いてきた。そして、

「東城……この旅行の間は、お前は私のものだぞ」

「……はい、すみません」

　少し拗すねたように言ってくる長谷川に、刃更は彼女を抱き締めながら謝った。

　程ほどなく地上へ到着し、タクシーへ戻った時にはもうお昼時で、刃更達がオススメの店を尋たずねると、運転手はこちらの希望や午後からの予定を聞いた上で、地元の人と観光客の両方から評判の良い蕎麦そば屋やへと連れていってくれて。

　──そして午後からは、自然のものではなく人の手が作り出した芸術の下もとへ。

　世界遺産に登録された神社仏閣を見に行った。
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　刃更達が向かったのは、世界遺産に登録されて観光客が最も多く訪れている一帯だ。

　二社一寺と称しようされるその敷しき地ち内へはそのままタクシーで入る事ができたが、長谷川の要望もあって車を南東側──徒歩での正面入り口の方へと回して貰い、重要文化財の朱しゆ塗ぬりの橋の手前で降ろして貰った。そして一通り観光が終わったら携帯へ連れん絡らくするので近くで待機しておいて貰うようにお願いすると、刃更達はゆっくりと歩き出す。

「────────」

　湖の方へ行く際に既すでにタクシーでも通っていたため気が付いていたが、それでも橋を渡わたり始めると、改めて刃更は周囲の空気が一段と澄すみ渡ってゆくのを感じた。

　そもそもこの辺りの土地は霊れい的てきな力が強く「神域」であるとも言われている場所だが、ここに来てさらに霊的な力が高まったような感じだ。すると隣となりを歩く長谷川から、

「──東城は、神社と寺の違いについては知っているか？」

「まあ、一応程度ですが……」

　精せい霊れいや神しん獣じゆうから力を借りている者も少なくない勇者の一族に生まれた者として、必要最低限の知識は物心が付いた段階で叩たたき込まれている。解りやすさを重視するなら「基本的に鳥居のある方が神社で、墓のある方が寺」というのが一いつ般ぱん的だが、それは違いというよりは、大おお雑ざつ把ぱな「見分け方」である。よって、

「諸説があるんで俺が教わった知識になりますけど……大まかに言えば、神社は神しん道とうに、寺は仏教に属していて、神社の方は神様とかが住んだりする場所だと言われています」

　そして。

「寺は仏像とかを祀まつってはいるものの、基本的には神様の住む場所ではなくて、修しゆ行ぎようをする僧そう侶りよが住む場所……って感じですかね」

　とはいえ、ならば大昔に勇者の一族に自分達の力を分け与あたえたという神族が、日本各地の神社に住んでいるかというとそれは違う。

　無論、神社にも霊的な存在がいる事は多いし、祀られているご神体にそれを降ろせる場所もある。だが、それはあくまで人間の眼めには見えない、どちらかというと観念的な存在で、刃更達も何となくその存在を感じる程度のものが大半だ。刃更達の祖先が力を分け与えられた神族や、力を借りている精霊や神獣といった存在は、解りやすく言うなら「もっと人間的・動物的」な存在である。かつて神界から追放された者達が魔ま族ぞくとなったのだ。彼らと対ついを成している存在として考えれば、人に近い存在である事が理解しやすいだろう。

　とはいえ──神道が崇あがめている神々の中には、日本神話などに登場する人間的な存在も多くいるのだが、勇者の一族にも柚希の『咲さく耶や』のように神道の神と同名の武器を扱あつかっている者もいる。これは、その土地に伝わっている神話・宗教など霊的な文化に根ざしている存在の方が、長い歴史の中で多くの人間からその存在を認識されてきた事で、霊的に強力なパワーを得やすいからだ。つまり日本神話に登場する『木この花はな咲さく耶や姫ひめ』と、柚希が使い手として選ばれている霊れい刀とう『咲耶』に宿っている精霊は、完全な同一ではない。

　しかし、その存在を元にしている以上、完全に無関係でもない……というのが一族としての認識であり、また実際問題として先に挙げたように神社の大半には何らかの霊的な存在の気配を感じるため、魔族や低級のはぐれ悪あく魔まなどとの戦せん闘とうや、災害などで破は壊かいされたりする事のないよう保全している。

　それは寺についても同様で、通説では先ほど刃更が長谷川に説明したように僧侶が住むための場所なのだが、やはり地脈と絡んで重要な場所であるケースがほとんどで、神社と同じくその土地の守護を行なう役割を果たしている事も多いため、その場所や現在の状じよう況きようが失われる事で『穢けがれ』を発生させないように努めていた。

　かつて霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を用いた高たか志し達と戦った時──人の少ない森や山などを戦闘場所にはせず、駅前の空間を複製した結界内で戦ったのはそういった理由からだ。

　これは他の国の勇者の一族も同様で、彼らはそれぞれの地域に伝わる神話・宗教に登場する存在を武器や戦闘用の能力などに再構築し、対魔族とは別に各地にある教会や寺院、遺い跡せきなどを保全する役目を担になっている。

　要は、神界で暮らしていて外へ出てくる事がほとんどない神族の代わりに、この人間界で魔族と戦う事ができる存在を作るため、普ふ通つうの人間には行なう事のできない霊的な存在や波動を認識できる力や、それらに根ざした特とく殊しゆな能力を扱える才能を神族から授さずけられたのが勇者の一族という訳だ。とはいえ前の大戦においては、ごく一部の限られた勇者の一族の前には、姿を見せた神族もいたとされている。だが、大戦後に彼らが現れたという事例は一度も報告されていないのが現状だった。

　すると橋を越こえて車道を渡り、世界遺産の寺社がある山へと入る階段を上りながら、

「では、神々のような存在がいるとして……この世界に暮らす人間や動物達がどれだけ苦しもうとも助けに現れない事を、東城はどう思う？」

　ふと、先を歩く長谷川が尋ねてきた。彼女のスカートの中が下から覗のぞかれないよう、すぐ後ろについて上っていた刃更からは、長谷川の表情を見る事はできず、その質問がどのような思おも惑わくに基もとづいてのものかは推おし量る事しかできない。それでも、

「そうですね……これも諸説ありますけど、もしそういう存在がいるのなら、きっと彼らにも色々な事情があると思うんです。それに、俺達が気付いていないだけで、きっと守られたり助けられたりしている事って、結構あるんじゃないのかなって」

　だって、と刃更。顔を上げ、前を行く長谷川の背中を見ながら、

「人同士だって、気付かない内に誰かが誰かを助けたり、助けられたりするじゃないですか。だから、たとえ姿は見えなくても……きっとどこかから俺達の事を見守っていてくれて、俺達が気付かない内に助けたりしてくれているんじゃないですかね」

　勇者の一族が──人知れず魔族や低級悪魔から世界を守っているのと同じように。

「…………そうか」

　すると長谷川は、こちらを振り返る事なく、前を向いたまま少し低い声で呟つぶやいた。

「……違ちがうと思いますか？」

　やや暗い反応に、刃更が少し心配になりながら問うと、

「いや、そんな事はない……ただ、お前はそういう考え方なんだなと思っただけだ」

　階段を上りきったところで長谷川はこちらを振り返り、穏おだやかな笑えみを見せてくる。

　それはいつもの長谷川の表情で──だからホッと胸を撫なで下ろしながら刃更が隣に並ぶと、長谷川は再びこちらへ腕を絡めてそっと身を寄せてきた。と同時、

「──────」

　長谷川が僅わずかに口を動かしたように見えたが、刃更には聞き取る事ができなかった。
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　世界遺産として認にん定ていされている中で、刃更達がまず最初に訪おとずれる事にしたのは、戦国時代を生き抜ぬき見事天下統一を果たした武将を神として祀っている巨きよ大だいな神社だった。

　風水・陰おん陽みよう道どうの手法を駆く使しして造られた絢けん爛らん豪ごう華かな建物は勿もち論ろん、様々な動物や霊れい獣じゆう達の意い匠しようなども彫ほられていて、有名な三匹びきの猿さるや眠ねむっている猫ねこ、さらに神社の敷地内に設けられたお堂の天てん井じように描えがかれ、その真下で拍ひよう子し木ぎを打ち鳴らすと不思議な反はん響きよう音を生み出す巨大な龍りゆうの絵など、多くの観光客にも人気の箇か所しよを二人で並んで眺めて観光を楽しんだ。

　そして──次に向かったのは、隣りん接せつして建てられているもう一つの神社だ。

　杉すぎの並木の参道を一直線に進んでゆき、程なくして見えてきた鳥居を潜くぐれば、そこは千年以上の古い歴史を持つ神社の境けい内だいで、刃更が長谷川と共に手水ちようずで手と口を清めると、

「……すまないが、少しだけ付き合ってくれ」

　と頼たのまれ、刃更は了りよう承しようの頷うなずきを返した。ここの神社の主祭神は「国譲ゆずりの神」とされている男神だ。苦しんでいた白しろ兎うさぎを助けたエピソードなどはそれこそ有名である。

　……確か、子こ沢だく山さんなんだっけな。

　諸説ある中でも有力なのは、百八十もの子供を六名の妻神との間に作ったというものだ。

　そして六名という数は、刃更とその男性神との奇き妙みような共通項こうでもある。妻でこそないものの、刃更も澪・柚希・万理亜・胡桃・ゼストの五人と深い絆きずなで結ばれており、

　……そして。

　それに長谷川を加えると、刃更と深い関係にある女性はこの男性神と同じ六名となる。

　とはいえ別の説では妻は七名と書かれていたり、それこそもっと多かったとしている書物もあるので、共通項として捉とらえる意味は特にないかもしれないが。

　刃更達以外にも、境内には観光客と思おぼしき人達がいたが、女性やカップルの姿が多く眼に付いた。ここの男神は多くの女神と結ばれた事や、この世のあらゆる縁えにしを統とう率そつしているとされている事もあって、縁えん結むすびの神としても有名だ。刃更との恋こい人びと気分を楽しんでいる長谷川としては、一いつ緒しよに訪れておきたかったのかもしれない。

　それから刃更は、長谷川と共に本ほん殿でんや、夫ふう婦ふのように並んでいる二本杉、縁結びの木などをお参りした。欲よくを言えば、願いたい事はそれこそ色々とあったのだが、

「──────」

　隣で瞼まぶたを閉じて手を合わせている長谷川の表情は真しん剣けんで、だから刃更はどうか長谷川の願いが叶かないますようにと願う事にした。

　そして──一通り参拝を済ませたところで、刃更達はとある一団に遭そう遇ぐうした。

　結けつ婚こん式だ。世界遺産のこの神社で、厳おごそかな神前結婚式が行なわれていた。

　神職の男性と巫女みこに先導される形でやって来たのは紋もん付つき袴はかまの新しん郎ろうと、白しろ無む垢く姿の新婦。

　その後ろには彼らの両親と思しき二組の男女が続いている。

　すると、そんな彼らを見た長谷川がうっとりとした表情で、

「羨うらやましいな……」

　と呟いて、こちらの方へと身を寄せてきた。適当な言葉を返して話を合わせる事は幾いくらでもできる。しかし、長谷川に無責任な言葉は返したくなかった。だから、

「……そうですね」

　刃更はそれだけを言って長谷川の腰こしを抱だく手に、ほんの僅かに力を込めた。そうして二人で結婚式の様子を眺ながめていると、向こうも刃更達の事が眼に入ったらしく、

『──────』

　新郎が長谷川に見み惚とれて完全に顔をこちらへと向けていた。それに気付いた新婦が、ムッとした表情で新郎の耳を引っ張り前を向かせていて、

「──っと、お参りも済みましたし、そろそろ行きましょうか」

　うっかり長谷川を見てしまっただけで新郎が責められるのは酷こくだろう。

　刃更がその場を離はなれるように告げると、長谷川も満足したのか、

「ああ、そうだな……行こう」

　そうこちらへ頷きを返してきて、そして刃更達はこの神社を後にした。







　その後、残る重要文化財となっている寺へと向かったものの、冬期という事もあり受付時間を過ぎてしまっていた。よって刃更達は拝観を諦あきらめると、駐ちゆう車しや場で待たせていた貸し切りタクシーへ乗り込み、再び最初に訪れた湖の方へと向かった。

　別に見忘れたものがあった訳ではない。刃更達が訪れたのは湖のほとりにある建物で、

「凄すごい所ですね……」

　刃更はタクシーの窓から見える景色に驚きよう嘆たんの呟きを漏もらした。

　巨大な迎げい賓ひん門を抜けると、広がっていたのは三千坪つぼの敷しき地ち。その中に建てられていたのは、有名なリゾート運営会社が経営している超ちよう高級旅館だ。

　建物の入り口の前には、既すでに宿の従業員と見られる和服姿の女性達が待っていて、刃更達の乗っていたタクシーが停とまって、後部座席のドアが開くなり、

「──いらっしゃいませ。お寒い中、ようこそお越し下さいました」

　一分の乱れもなく動きと声を合わせて、こちらへと頭を下げてくる。

　そして運転手に今日一日の礼を告げてタクシーを降りた刃更達が、仲居の女性達に案内される形で通されたのは、ロビーの奥に置かれたソファ付きのテーブルだった。刃更達がソファに腰を下ろすと、すぐに別の女性がお茶を持ってきて、高そうな湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんには緑が鮮あざやかな抹まつ茶ちやに、彩いろどり豊かな和わ菓が子しが添そえられて出てくる。しかし、刃更達はお茶をしに来た訳ではなかった。その証しよう拠こに、刃更と長谷川がお茶に口を付けて少しした頃ころ、

「いらっしゃいませ──お寛くつろぎのところ申し訳ありません、ご記帳をお願い致いたします」

　そう言って、女性が革かわ製せいのカバーが付けられたノートと万年筆を長谷川へと差し出した。

　そして長谷川は、優ゆう雅がな手付きでさらさらと個人情報を記してゆく。

　やがて記入を終えた長谷川がノートとペンを返すと、女性は恭うやうやしく一礼して、

「ありがとうございました。それでは、よろしければお部屋へご案内致します──どうぞこちらへ」

　そう言って、建物の奥へと刃更達を誘いざなった。和の趣おもむきが満ちた館内は静せい寂じやくが包んでおり、畳たたみ敷じきの廊ろう下かをゆっくりと進んでゆく刃更達の足音だけが全すべてだ。

　そして程ほどなくして、刃更達はある部屋へと通された。それは東城家の床ゆか面めん積せきの合計よりも広い、この宿で最も豪ごう華かな一室。本間に次の間と和室が二つに、リビングとベッドルームと洋室が二つ。浴室・洗面台・トイレも二つずつ備えられている定員六名の部屋だった。

　そして刃更達が本間のテーブルに置かれた座ざ布ぶ団とん付きの座ざ椅い子すに腰を下ろすと、案内をしてくれた女性はこちらへお茶を淹いれてくれる。そして刃更達の前に湯飲みを置いて、

「改めまして、ようこそ本日はお越し下さいました。私わたくしは当旅館の女将おかみでございます」

　と、両手を畳たたみにつきながらこちらへと頭を下げた。そんな女将を見て、

　……魔ま界かいで先に経験しておいて良かったな。

　刃更はウィルダートで澪と共に歓かん待たいを受けていたため、豪華な部屋や女将のもてなしにも動どう揺ようせずに済んでいた。すると、机を挟はさんだ向こうに悠ゆう然ぜんと座っていた長谷川が、

「先に送っていた私達の荷物は？」

「はい。先ほど届いたものを受け取りまして、あちらへ運ばせていただきました」

　と、女将が手でリビングの方を指し示すと、刃更と長谷川が最初に駅で預けた荷物が置かれていた。刃更達が利用したのは、ただ荷物を預けるだけではない──泊とまる宿まで荷物を送ってくれる宅配サービスだ。

　そう──今回の旅は日帰りではない。刃更達は今日、この宿へ一泊する。

「あの……差し支つかえなければ伺うかがいたいのですが、今日は記念日か何かなのでしょうか？」

「ああ。ぜひそうなるように過ごさせてくれ」

　女将から遠えん慮りよがちに尋たずねられた長谷川は、笑みを浮うかべながらクラッチバッグから小さな封ふう筒とうを取り出した。恐おそらく心付けが入ったご祝しゆう儀ぎ袋ぶくろだろう。それを見た女将が、

「そんな……いただけません。当旅館のサービスは全ての宿しゆく泊はく料に含ふくまれていますし、長谷川様からは、既に充じゆう分ぶんすぎる程いただいております」

「それとこれとは別の話だ。自分達のサービスに自信があるなら受け取っても問題はないだろう。そして、出来る範はん囲いで最上のもてなしをしてくれればそれで良い」

　長谷川が悠然と告げると、女将は畏かしこまりながら、

「……では、ありがたく頂ちよう戴だい致いたします」

　と、心付けを受け取った。そして、封筒を懐ふところに仕し舞まうと表情を真剣なものに改めて、

「それでは……予あらかじめいただいているご希望通り、私共にできる精せい一いつ杯ぱいのおもてなしをさせていただきます」

　と女将は告げると、この旅館の施し設せつ案内を一通りして、

「──どうぞ、ご自由にお過ごし下さいませ」

　再び両手を畳について頭を下げると、そっと部屋を退出していった。よって、

「ふう……」

　刃更は、ようやく一息をついて部屋を見み渡わたした。ただ広いだけではなく、窓から望める夕暮れの湖の景色も最高だった。だからこそ、

　……アイツらもいつか連れて来てやりたいな。

　ふと思うのは家に残してきた澪達の事だ。

　──刃更が外がい泊はくする事を伝えると、澪達はやはり難色を示していた。

　別に長谷川の事を話したからではない。そもそも長谷川との関係は彼女達には秘密だ。

　魔界での激げき闘とうを癒いやすために、ゆっくりと湯治で一泊してくると伝えたところ、澪達は単独行動をする刃更の身の安全を純じゆん粋すいに心配してくれたのである。

　澪達からしてみれば、自分達も一緒に行っては駄だ目めなのかと思った事だろう。

　しかし──澪達はそれを口にはせず、刃更の事を送り出してくれた。

　恐らくは先日、街で会った滝川から言われた「心配のあまり刃更を束そく縛ばくしすぎて、煩わずらわしいからと捨てられないように」という旨むねの言葉が胸に刺ささっていたに違ちがいない。

　念のため主従契けい約やくの位置把は握あくも行なったが、澪・柚希・ゼストの三人がこっそりとこちらの後を付けてくるような事はしていなかった。万理亜や胡桃とは主従契約を結んでいないが──今の刃更は、彼女達の位置も知る事ができるようになっている。

　……シェーラさんのお陰かげだな。

　刃更は懐から取り出した携けい帯たいに視線を落とした。

　澪達が刃更を心配してくれているように──刃更もまた彼女らの事が大切だし心配だ。

　そんな刃更の気持ちを理解してくれていたのか、別れ際ぎわにシェーラがくれたお土産みやげの中には、万理亜の魔ま力りよくと胡桃が貰もらった闇やみのエレメントの波動を摑つかめる特とく殊しゆなチップが入っており、携帯に入れる事でＧＰＳのように二人の位置を把握する事が可能となったのだ。

　そして今、澪達五人は間ま違ちがいなく東とう京きようにいる。だから刃更もまた、自分の携帯のＧＰＳでこちらの位置を知らせ、澪達への支配度が上がった事による主従契約の位置把握の遮しや断だんも行なわずにいるし、長谷川と一緒にいる間も何度かメールを送っていた。

　こちらの位置が解わかり、連れん絡らくも付けば澪達も安心できるだろう。

　そう刃更が澪達へと想おもいを馳はせていると、

「──私と一緒にいる時に、また他ほかの女の考え事か？」

　と、テーブルに頰ほお杖づえをつきながらからかうように長谷川が言った。

「冬休みの間は成なる瀬せ達と海外で何泊はくもしたんだ。その間、私は一人でずっとお前を想っていたんだぞ。勿もち論ろん、こうして私とも泊まりがけで来てくれたのだし、成瀬達を安心させるための連絡を入れる位は構わないが……それ以外の時は私の事だけ考えてくれ」

　艶つやっぽい笑えみを浮かべながら甘えられ、刃更は「はい」と頷きを返して。

　言われた通り──長谷川と過ごす時間は、彼女の事だけを考えるようにした。




　　　　５




　夕食まではまだ時間がある。だから刃更達は、まずは温泉に入る事にした。

　部屋にも檜ひのきの露ろ店てん風ぶ呂ろがあるものの、大浴場や広い露天風呂はやはり旅館の醍だい醐ご味みだ。浴衣ゆかたは部屋にも置かれていたが、女将の話では大浴場の更こう衣い室にも用意してあるとの事だったので、刃更と長谷川はそのままの格好で部屋を出た。

　建物が広いせいか、やはり館内は落ち着いた静寂に包まれていて、

「──では、後でな」「はい……」

　そう言って別れると、刃更と長谷川はそれぞれ男湯と女湯へと向かった。

　そして男湯の暖簾のれんを潜くぐった刃更は、更衣室で服を脱ぬいでロッカーに入れ、鍵かぎのリストバンドを腕うでに通すと、扉とびらを開けて大浴場へと足を踏ふみ入れた。

「……凄いなこりゃ」

　思わず独り言が漏れてしまう。白い湯気が漂ただよう檜造りの重じゆう厚こうな大浴場は、浴よく槽そうも空間も見渡してしまうほど広々としており開放感に満ちていた。これだけでも凄すさまじい大きさだというのに、この先には露天風呂もあるという。そんな男湯を刃更は独ひとり占じめしていて、

　……週末なのに空すいてるんだな。

　かなり敷しき居いの高そうな旅館だったし、泊まる人も少ないのだろうか。それとも、こういう宿に泊まるような人達は、意外と大浴場は利用せずに内うち風ぶ呂ろを使うのかもしれない。

　和の赴おもむきのある巨きよ大だいな浴場で、そんな事を思いながら刃更が壁かべ際ぎわの洗い場に置かれた椅い子すに腰こしを下ろして身体からだを洗っていると、ふと──更衣室の方に人の気配が生まれた。

　どうやら他にも刃更と同じく大浴場を楽しみたい客がいてくれたらしい。刃更がホッと胸を撫なで下ろしながら再び身体を洗い始めると、程なくしてその客も浴場へと入ってきた。

　長谷川だった。

「へ──…？」

　思わず間ま抜ぬけな声が漏れてしまう。だが頭にタオルを巻いて髪かみをまとめ、身体にもバスタオルを巻いたその人物は間違いなく長谷川千里その人で、洗い場の刃更を見つけると、

「待たせたな、東城……」

　ふっと笑みを浮かべるなり、床ゆかのお湯を踏みながらこちらへ向かってやって来る。

「な、何やってんですか先生っ!?　もし他のお客さんが来たら──」

　長谷川が刃更との混浴を楽しみにしていたのは感じていたが、まさか内風呂ではなく大浴場で暴挙に出るとは思わなかった。その気持ちは嬉うれしいが、彼女の肌はだが他の男の眼めに晒さらされるなど冗じよう談だんではない。しかし、

「安心しろ。誰だれかが入ってくる事はない──他の客は勿論、従業員もな」

　長谷川は悠然と言い切った。

「今日明日と、ここは私達の貸し切りにしておいた」

「この大浴場をですか？」

　そんな事ができるのか──と問う刃更に、

「いいや……この旅館をだ」

　長谷川はさらりと、それが可能である理由を口にしてきて、

　……そういえば。

　更衣室や大浴場だけではない。この宿に入ってから、刃更は他の客の姿を一いつ切さい見ていなかった。そして女将は先程、刃更達の部屋を出て行く前にこう言っていた──「どうぞご自由に」と。普ふ通つうなら「どうぞごゆっくり」とか「ゆるりとお寛ぎを」と言う筈はずだ。

　──しかし女将は、こちらへ「自由」を許した。

　長谷川が心付けを渡わたそうとした時に「既に充分すぎるほど貰っている」とも言っていたが、もしやあれは接客上の社交辞令や謙けん遜そんなどではなく、

　……マジか。

　週末に高級旅館を貸し切りにするなど、一体幾いくら掛かかったのだろう。刃更の眼の前まで来た長谷川は、バスタオルの結び目を解ほどいて裸はだかになると、こちらの隣となりの洗い場の椅子に腰を下ろして、シャワーのお湯で躰からだを流し始めた。体育祭の前に手料理をご馳ち走そうになった後や、クリスマスの夜に彼女の寝しん室しつで甘えさせて貰った後、刃更は長谷川と入浴を共にした際に色々と淫みだらな行こう為いに及およんでいる。その時の事が思い出され、東城刃更は思わず反応してしまう。すると、そんなこちらの状態に気付いた長谷川が、

「……ふふ、気が早いな」

「いや、これは……」

　嬉しそうに眼を細めながら言われて、刃更が言葉を濁にごしていると、長谷川はボディソープのボトルのキャップを開け、中身をトクトクと自分の胸へと掛けていった。そして谷間から溢あふれさせるくらい掛けると、両胸を擦こすり合わせるようにして自身の手と乳ち房ぶさをいやらしく泡あわ立だててゆく。長谷川が何をしようとしているかが解り、

「せ、先生……」

「それが治まらないと、夕食どころではないだろう……任せてくれ」

　刃更が彼女を呼ぶと、長谷川は艶っぽい笑みを浮かべながらこちらの背後へと回った。

　そして泡まみれの大きな胸を刃更の背中へ押し付けると、こちらの身体の前へ両手を回してくる。その手には残りのボディソープがたっぷり掛けられていて。

　次の瞬しゆん間かん──東城刃更は、大きくしてしまったモノを長谷川の両手でしごかれた。

「凄すごいな……また大きくなったんじゃないか、東城……んっ」

　こちらの背に泡だらけの胸を押し付けるように滑すべらせ、いやらしい指使いでクチュクチュと刃更のモノをしごいていた長谷川は、興奮したように言ってくる。それは事実で、

「っ……冬休みの間に、色々ありまして……」

　魔ま界かいで使ったシェーラの強きよう壮そう剤ざいの影えい響きようか、刃更のそこは一回り以上大きくなっていた。

　手を使った長谷川の淫らな奉ほう仕しに、快感を得た刃更が呻うめくように告げると、

「そうか……なら今夜は私が、たっぷりと大きくしてやる」

　と笑みを含んだ声で言うなり、長谷川は手の動きを一気に加速させてきて、

「ぅ……ぁ………っ！」

　快感を膨ふくれ上がらせた刃更が、とっさに下腹の辺りに力を込めると、

「我が慢まんしなくて良い……力を抜ぬいて、悦よろこんでくれ」

　こちらの耳元へ長谷川は熱い吐と息いきと共に囁ささやくと、手の動きをより一層激しいものにしてきて──だから刃更は、そのまま長谷川の言葉に甘えた。彼女の手の中へ、我慢していた快楽の奔ほん流りゆうを解き放ったのだ。それは長谷川の手の中では収まりきらず、正面にある縦に長い鏡の上半分に刃更の白はく濁だく液が掛かった。すると、鏡に映っている長谷川の顔がべっとりと白く汚よごれる格好になり、刃更のモノをしごく手の速度を優やさしいものにしながら、

「んっ……ふふ、いっぱい出したな……」

　長谷川はそう言って満足げに笑った。そんな彼女にやられっぱなしのままは悔くやしくて、刃更がゆっくりと背後を振ふり返ると、それだけでこちらの意図を理解したのか、

「そんな顔をして……まだ夕食の前だぞ」

　窘たしなめるように言いながら、しかし長谷川は明らかに刃更を許していた。

　だから、刃更は長谷川の胸に手を伸のばして軽く揉もむと、

「あんっ……♥」

　途と端たんに甘えたような声が漏もれる。そんな長谷川に、

「……先生だってこんなにしてるじゃないですか」

　刃更が、いやらしく泡を持ち上げていた薄うすピンクの乳ち首くびをキュッと摘つまんでやると、

「っ────ふぁあんっ」

　敏びん感かんな長谷川は、それだけでビクンと躰を震ふるわせて──そんな長谷川の反応に刃更は興奮を一気に高めると、彼女の腰に腕を回してグッと己おのれへと抱だき寄せた。

「食事の前だ……お互たがい一回ずつにしておこう」

　腕の中の長谷川に艶っぽい声こわ音ねで提案されて、

「──解りました」

　刃更はそう頷うなずきを返すと、彼女の胸と尻しりの感かん触しよくをたっぷりと味わった。

　左右の手でそれぞれ胸と尻を同時に揉むと、刃更への奉仕で既すでに興奮していた長谷川はあっという間に快感を高めて──こちらと向かい合う体勢の彼女が徐じよ々じよにくねらせ始めた腰が、完全にいやらしい動きになったところで、刃更は長谷川の乳首を乱暴にしゃぶって彼女を軽くイカせてやった。こちらへギュッとしがみつきながら、長谷川は浴場内に甘い嬌きよう声せいを響ひびかせて──そしてその絶頂感が治まると、こちらと視線を合わせたものにして、

「はぁ……東城……んっ、ちゅっ……♥」

　潤うるんだ瞳ひとみで刃更へキスをしてくる。だから刃更もそれに応こたえると、いつの間にか長谷川の事を大浴場の床へと押し倒たおしていて──やがて刃更達はいやらしく足を絡からめ合い、夢中になってお互いを求め合った。




　　　　６




　結局──一回ずつの筈が、三回ずつになってしまった。

　流石さすがにこれ以上はマズイという事で、刃更達はどうにか興奮を治めると脱だつ衣い所に置かれている浴衣に着き替がえて部屋へと戻もどる事にした。浴衣姿で髪をアップにまとめると、入浴と快楽とで躰を火ほ照てらせた長谷川の首筋はほんのりと桜色に染まっていて、

　……っと、マズい。

　その色気に流されそうになった刃更は、頭をブンブン振って必死に己を落ち着かせた。

　そして部屋へ戻ると、ちょうど夕食の時間で仲居達が準備をしてくれていた。

　本間の大きなテーブルの上に、美味おいしそうな料理の数々がずらりと並べられてゆく。

　鍋なべに牡蠣かきのしゃぶしゃぶ、お造りに馬ば刺さしの盛り合わせ、椀わん物にスッポンの土ど瓶びん蒸むしと、普通の男なら露ろ骨こつすぎて軽く引くような献こん立だてだが、東城家の台所を司つかさどるロリエロサキュバスが、精が付くようにと似たような料理を作る事が多いため刃更は特に気にせずに、

「豪ごう勢せいですね……」

「恐きよう縮しゆくでございます……当旅館の板前が、精せい一いつ杯ぱい腕うでを振るわせていただきました」

　仲居の一人が丁てい寧ねいな口調で言うなり、こちらへそっと頭を下げて、

「ただ、机の上が少しお見苦しくなってしまい申し訳ありません……」

　と謝った。料理の品数が多いという事もあり、仲居の言うようにテーブルの上はすし詰づめ状態になってしまっていた。すると長谷川は首を小さく横へ振って、

「気にしないでくれ……部屋食のサービスはないのに、無理を頼たのんだのはこちらだ」

　それどころか、本来ならこのような高級な会席料理は、洋食のコース料理と同じく食べ進めるにつれて次の品が提供されてゆくものを、二人きりの時間を大切にしたい長谷川の希望でまとめて運んで貰もらう事にしたらしい。

　──そして、程ほどなくして食事の準備が整った。

　本来なら差し向かいで食べる事を想定して行なわれる配はい膳ぜんは、長谷川の希望で横に並んで食べる配置になっていた。刃更がその意図を尋たずねると「この方が互いに食べさせやすいし、身体も密着させやすいだろう？」と、長谷川はこちらの耳元へ甘く囁いてきて。

　準備を終えた仲居達が揃そろって頭を下げて退出すると、刃更達は食事を開始した。

　流石は超ちよう高級旅館だった──素材はどれも一級品で、その仕事もまたどれも丁寧かつ正確なものばかり。味付けは上品ながら、刃更の舌にも美味しいものになっていた。

　そして行ぎよう儀ぎが悪いのを承知で、長谷川が望んでいたように互いに料理を食べさせ合ったり、日本酒を猪口ちよこに注ついであげたりすると、長谷川は本気で喜んでいて……こちらへわざと胸むな元もとをチラつかせたり、途と中ちゆうでキスをせがんできたりする彼女の求めに応じながら、幸せそうな長谷川の顔が見られた事に刃更も心を嬉しくした。そして料理を食べ終えると、刃更は洋室のソファで長谷川を膝ひざの上に乗せ、後ろから彼女を抱き締しめながら食休みをした。すると窓の外の景色を眺ながめながら、甘えるように身体をこちらへ預けていた長谷川が、

「この後はどうする？　部屋の檜ひのき風ぶ呂ろに入るか、それともまた大浴場に……何なら今度は女湯の方へ入ってみるか？」

　と、肩かた越ごしにこちらを振り返りながら尋ねてきて──だから。

「先生……その前に、ちょっと聞いておきたい事があるんですが」

「うん、何だ？」

　上じよう機き嫌げんでこちらを促うながしてきた長谷川に、




「はい──俺の生まれについて、先生の知っている事を教えて欲しいんです」




　落ち着いた声で──東城刃更は、今日一日ずっと黙だまっていた核かく心しんについて切り出した。

　対する長谷川は笑え顔がおを崩くずさなかった。ただほんの少しだけ眼めを細めて、

「…────向こうで、迅から私の事を？」

　と、それだけを尋ねてくる。だから刃更は首を小さく横に振り、

「いいえ。魔界で親父おやじと再会した時に聞いたのは、俺の母親が先代魔ま王おうウィルベルトの妹だった事。そして、彼女とは別にもう一人母親がいるという事だけです」

「それだけしか聞いていないのなら、どうやって私に聞く事へ辿たどり着いたんだ？」

　それが真実へと至る道である事を否定しない長谷川の口調に、

「魔界へ行った目的を果たすためには、俺よりもずっと強い奴やつとも渡り合わなくちゃいけなくて……だから俺はサキュバスの女性に頼んで、俺の中に流れている魔ま族ぞくの血を活性化させる薬を作って貰いました」

　そして。

「それを飲んだ時、ブリュンヒルドの記き憶おくの一部が俺の中に流れ込んできたんです。きっと邪じや精せい霊れいを宿した魔ま剣けんだからだったんでしょうね。あの時の俺は魔族の血を活性化させた事で、魔剣であるブリュンヒルドとの同期も副次的に高まった状態になっていた」

　だから東城刃更は知ったのだ。

「魔剣や霊れい刀とうなんかを使い手が具現化できるのは、武器に宿っている精せい霊れいや霊れい獣じゆうたちに選ばれた事でリンクが作られるからです。でも俺がブリュンヒルドの使い手になったのは、柚希が咲耶に選ばれたのとは全く違ちがう流れだった」

　ブリュンヒルドの視点であの悲劇を見たからこそ解わかる。

「五年前の悲劇の時……力を暴走させた俺は、柚希とブリュンヒルドを除く周囲の全すべてを消し去りました。でも、あの時の俺が守ろうとしたのは柚希だけで、ブリュンヒルドまで守ろうなんて考える暇ひまも余よ裕ゆうもなかった。それでもブリュンヒルドが消えずに残ったのは、アイツが俺の中へ逃にげ込んだからだったんです。それからブリュンヒルドは、俺の中で生き続けていました」

　そして、あの体育祭の日。

「澪達と出会って、再び戦うようになってから何度か命の危機に陥おちいった事はあったけれど、それでもあの時──坂さか崎さきにやられた時の俺は、一時的に死の寸前までいってしまった。宿やど主ぬしである俺が死ねば、中にいるブリュンヒルドも消えてしまう。自分まで危機的な状じよう況きように置かれた事を本能的に悟さとったブリュンヒルドは、俺が意識を失うと一気に顕けん在ざい化して、俺の身体からだと力を使って坂崎を圧あつ倒とうした……そして」

「そうか……」

　刃更の言葉に、長谷川はようやく納なつ得とくできたように呟つぶやいた。

「私が、お前の身体を乗っ取って暴走したブリュンヒルドを止めた時の事や──私とオルニスとのやり取りなど、意識がなかった間の事について知ったんだな」







　ブリュンヒルドが刃更の身体を乗っ取り、坂崎を圧倒して殺そうとした時。

　長谷川は刃更の肉体もろともブリュンヒルドを拘こう束そくした。

　あの時──刃更の意識は失われたままだったが、

　……拘束したブリュンヒルドは、まだ顕在化した状態のままだった。

　魔界から無事に戻れるよう、ブリュンヒルドの同期を進めて力を使いこなせるように刃更を強くしていたつもりだったが、

「迅から聞いたというならまだしも、まさかブリュンヒルドの方から漏れるとはな……」

　坂崎は、オルニスとしての正体を現し刃更を殺そうとした。だから長谷川は躊ちゆう躇ちよなく十神の一柱であるアフレイアの姿と力で、オルニスを滅ほろぼしたのだ。

　あの時オルニスと交かわした会話は、事情を知らない刃更からしてみれば、その多くが断だん片ぺん的な内容だっただろう。だが、勇者の一族として生まれた以上は、神族や十神という言葉の意味と、その存在は間ま違ちがいなく知っている筈はずだし、

　……それに。

　魔ま界かいで迅から母親が二人いる事を聞いたのならば、情報の断片同士を繫つなぎ合わせて真実の入り口に至る事ができてもおかしくはない。そして刃更は気が付いたのだろう──真実へと至るための扉とびらも、その鍵かぎも、全ては長谷川と共にあった事を。

　長谷川が嘆たん息そくしながらゆっくりと瞬まばたきを一つすると、自然と表情が苦く笑しようになった。

　もう誤ご魔ま化かす事はできない──だから、長谷川千里はゆっくりと口を開いた。

「……迅とは、奴がお前に話したケース以外に、お前が自分で気が付いた場合には、私の判断で真実を告げて良いという約束をしている。だがアイツを父親として慕したい、それ以上に尊敬しているお前の性格なら、アイツから聞いた以上の真実を知る術すべを見つけても、推測する以上の事はしないと思っていたんだが……こうして私に裏付けを求めてきたのは、どういう心境の変化だ？」

「そうですね……確かに少し前の俺だったら、親父が俺のためにしてくれる事は無条件に受け入れて、余計な事はしなかったと思います」

　だけど、と刃更。

「今は俺にも、守りたいものが……絶対に譲ゆずれないものができました。もちろん戦せん闘とう面での力では、親父を超こえる事はできないかもしれません。でも、ただ親父に守られているだけの存在ではもういられない、いたくないんです。──だから教えて下さい」

　それは刃更なりのやり方で、父親である迅の庇ひ護ごの外へ出ようという決意の言葉で、

「俺が──先生にとって大切な存在だった女性の、生きた証あかしだという言葉の意味を」

　改めてそうこちらへ問い掛かけてくる。だから、

「…………迅にはどこまで聞いた？」

「前の魔族との大戦中に、母と──ウィルベルト王の妹と戦場で出会って、と」

　それだけで納得するとは、よほど迅の事を信しん頼らいしているのだろう。

　ならばと長谷川は前へと向き直ると、刃更の求める詳しよう細さいと補足を語り始めた。

「これは私も聞いた話だが……お前のふたりいる母親のひとり、サフィアという魔族の女性は、戦場では部隊を率いる程の優ゆう秀しゆうな指揮官で、それこそあの大戦で前線へ出た者達の中では、トップを争うような戦績を挙げていたそうだ」

　それだけ勇者の一族を殺しているという事だが、長谷川はその事には言げん及きゆうせずに、

「責任感が強かったんだろうな……大戦の末期、ウィルベルトが魔界へ軍を引き始めた時、彼女は殿しんがり的な役割を自ら志願したと聞いている」

　だからこそ──運命の出会いが生まれる。

「その頃ころ、迅もまた仲間を率いて魔族の追つい撃げきを行なっていた……迅と彼女はそれよりも前に戦場で出会いを果たしていて、既すでに何度か交戦もしていたそうだ」

「何度か交戦……って事は──」

「ああ。最強の魔王と謳うたわれたウィルベルトの妹というのは伊達だてではなかったらしくてな、当時の迅とそれなりに渡わたり合える力が彼女にはあったらしい。そしてこの時は、部下に撤てつ退たいを急がせた彼女と、仲間に被ひ害がいが出るリスクを避さけたかった迅の思おも惑わくが一いつ致ちして、ふたりだけで戦おうと移動を始めた。その場にいた勇者の一族や魔族の中には、迅達を止められる者はいなかった」

　そこで、長谷川は口調を変えて、

「だが……戦場を移して戦い始めたふたりを、止めに入った者がいた」

　一息の後、とうとう『彼女』の名を口にする。

「後にお前のもうひとりの母親となる、私の従姉いとこ──ラファエリーネだ」

　前の勇者の一族と魔族の大戦の結末を見届けるため、神界より派は遣けんされた存在。

　それが、長谷川よりも先に十神となっていたラファエリーネだった。

「大戦時に迅が使用していた聖せい剣けんバルムンクは、迅の資質を見み極きわめたラファエリーネが密ひそかにアイツに授さずけたものでな……」

　だが勇者の一族に力を貸しながらも、平へい穏おんを愛していたラファエリーネは、休戦へ持ち込むために軍を引いたウィルベルトの決断を好意的に捉とらえていて──だから、サフィアと迅の戦闘へも介かい入にゆうしたのである。ところが、

「戦闘による異常な興奮状態にあったのか、自分達の戦いが邪じや魔まされると、あろう事か迅とサフィア殿どのは、別々にラファエリーネに攻こう撃げきを仕し掛かけてきたらしくてな」

　最初は説得を試みたラファエリーネも、聞き分けない迅達に段々と感情的になってゆき、

「──気が付けば、三つ巴どもえの戦闘になっていたらしい」

　と、長谷川は苦笑した。

　戦神と謳われた迅と、そんな迅と互ご角かくに渡り合えるサフィア、さらに十神のラファエリーネが激げき突とつしたのだ。その衝しよう撃げきは凄すさまじく、そして三者が本気で放った攻撃がぶつかり合った結果、巨きよ大だいな次元の歪ゆがみが発生し、彼らはその中へと吞のみ込まれてしまった。

「虚きよ数すう次元は時の流れからも隔かく絶ぜつされた絶対の牢ろう獄ごくのような空間だ。しばらくはいがみ合っていたものの、やがて彼らは脱だつ出しゆつするために力を合わせるようになった」

　彼らがどれだけの時間をそこで過ごしたかまでは、長谷川は知らない。

　だが互たがいを認め合った彼らの間に、特別な感情が生まれても不思議はないだろう。

　そうした三名だけでの生活を送っていた中──彼らは深刻な問題に直面する。

「その空間は……古代竜りゆうファブニールの巣だったんだ」

　ドラゴンは、神族や魔族とは全く異なる流れから生まれた特別な高次生命体である。

　中でもファブニールは最強の邪じや竜りゆうとして分類される、最古の竜の一角だ。そんなファブニールが、自分のテリトリーを侵おかした迅達を排はい除じよしようと襲おそい掛かってきたのである。

「──結論から言えば、何とか迅達がファブニールを撃げき退たいしたらしい。しかも、ファブニールを倒たおした事で、虚数次元に空間のほつれが生まれたらしく、そこから元の世界へ戻もどるための次元境界を作る事もできた。だが」

　元の世界へ戻ろうとした時──迅達の脱出を阻はばんだ存在があった。

「ファブニールは１体ではなかったんだ……」

　迅達が入ってしまった空間はファブニールの群れの巣で、仲間が殺された事で残る全ての個体がやって来てしまったのだという。

　その数、実に二十体──とてもじゃないが、相手をできるような数ではなかった。

　かといって次元境界から外の空間へ逃げる訳にもいかなかった。そんな真似まねをすれば、次元境界を閉じるのが間に合わずファブニールの群れまで外へ出てしまうからだ。

　よってサフィアとラファエリーネが脱出を諦あきらめ、次元境界を閉じようとした時、彼女らは乱暴に突つき飛ばされるようにして外へ──元の世界へと戻された。

　誰だれがそんな真似をしたかなど言うまでもない。

「そして──迅だけが脱出をしなかった」

　全てはファブニールを外へ出さないための判断。だから迅は、サフィアとラファエリーネを脱出させると内側から次元境界を破は壊かいし、自分だけファブニールの群れと虚数次元空間に残った。呆ぼう然ぜんとなったラファエリーネとサフィアは、すぐに迅を救出しようと力を合わせ、必死に彼のいる空間への扉を開こうとしたという。しかし、虚数次元への穴を作る事はできても、迅のいる空間は、最初に入った時と同じく彼の力がないと開く事はない。

「しかし──それでもふたりは協力し、力を振ふり絞しぼり続けた」

　ラファエリーネは迅に授けたバルムンクの波動を見つけて彼のいる空間との位相差を計測し続け、サフィアもまた極限まで調整した重力魔ま法ほうで空間にねじれを生み出し続けた。

「その時は神族だの魔ま族ぞくだのは関係なくて……ただ迅を助けたい一心だったそうだ」

　そして、彼女達はとうとう迅のいる虚数次元空間への道を作り出す事に成功する。

　即そく座ざにふたりは、次元境界を渡って迅の下もとへと駆かけ付け、彼の無事を確かめようとした。

　自分達の命がどうなろうと、そんなものは知った事ではなかった。

「だが……ふたりが駆け付けた時、迅は既に全てのファブニールを一人で駆く逐ちくしていた」

　そして思わず立ち尽つくしていたラファエリーネ達に、迅は平然と『よお大だい丈じよう夫ぶだったか？』と笑いかけたのである。だからもう我が慢まんができなくて、

「ラファエリーネ達は、迅を連れて元の空間へ戻ると……ふたりの方から迅を求めて結ばれたんだそうだ」
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　互いを求め合うように結ばれ続けた結果、サフィアはすぐに迅の子供を身み籠ごもった。

　──だが勇者の一族の英えい雄ゆうと、魔ま王おうの妹の間にできた子供だ。下手へたに存在が知られれば大きな問題となる。その反面、大切に育てれば次代の希望になる可能性を秘ひめていて。

　だが、魔界へ帰き還かんするサフィアには勇者の一族の子を産む事はできなかった。

「だから──ラファエリーネがお前を引き受け、神界で産む事にしたんだ」

　神界で力を持っている十神の自分なら、子供を産み育てられるからと。こうすれば三人の子供になるから、自分も嬉うれしいと。そしてサフィアのお腹なかの中にいた刃更をラファエリーネの体内へ移し、様々な事態を考こう慮りよしてそれぞれの役割を決め、いざという時にどうするかも相談し終えると、彼らは再会の約束を交わして各おの々おのの世界へと戻っていった。

　迅は人間界へ、サフィアは魔界へ、そしてラファエリーネは神界へ。

　──それから程ほどなくして、勇者の一族と魔族との間には休戦協定が結ばれた。

　迅が密かに魔界へ入るなどして、サフィアを通じてウィルベルトやシェーラと協力関係を結んだ事が功を奏し、早期の休戦実現へと繫がったのだ。

　そのまま全すべてが上手うまくゆく筈だった。だが──ひとり約束を守れなかった者がいた。

　ラファエリーネだ。

　彼女は迅達に噓うそをついていた。たとえ十神であっても……いや位の高い存在だからこそ、魔族はもちろん人間の子を宿すなどという事は、重大な禁きん忌きに触ふれる行こう為いだった。

　それでもラファエリーネは迅達との子供を産み、短い時を共に過ごした後……重罪として第一級の神格剝はく奪だつと、記き憶おくの浄じよう化かをした上で霊れい子し凍とう結けつに処される事になった。

「私の他ほかにラファエリーネと仲の良かったふたりが味方をしてくれたが、他の全員が彼女を罰ばつする事で意見を一致させてな……どうする事もできなかった」

　その結果ラファエリーネは肉体から霊子を抽ちゆう出しゆつされ、その魂たましいは神界の永久牢獄に囚とらわれる事となった──長谷川の眼めの前で。

「そして、私はお前を人間界に連れて行き、迅へと託たくしたんだ。ラファエリーネがどうなったかと、彼女の遺志を一いつ緒しよに伝えてな」

　ラファエリーネは、迅がどういう男かをよく理解していた。

　自分に起きた事を知れば、それこそ迅が神界へ乗り込む事さえ辞さない事も。

　──だが、そんな真似をすれば自分達の希望である子供が失われる可能性がある。

　だからどうか子供と、人と魔族が争う事のない未来を大切にして欲しい──それがラファエリーネの遺志だった。長谷川は背後の刃更へと振り返り、一つの事実を告げる。

「東城……お前の刃更という名は、ラファエリーネが付けたものなんだよ」

　ラファエリーネから自分達の子供を──刃更を託された迅が、彼女の遺志を裏切る事はなかった。だが、あの時に迅が己おのれを抑おさえるために握にぎった拳こぶしから流れ出た血の赤さと、きつく嚙かみ締しめた奥歯が砕くだけた音を、長谷川は今も鮮せん明めいに覚えている。

「その後……密かに魔ま界かいへ赴おもむいた迅は、私が話したラファエリーネの遺志をサフィア殿にも伝えた。人間界で再会し、皆みんなで密かに暮らしてゆくという計画を楽しみにしていた彼女は、自分だけが迅と幸せになる事はできないからと、ひとり魔界で生きてゆく事を選び、ウィルベルトの前からも姿を消したんだそうだ。勇者の一族や神族と繫つながった自身の存在が、ウィルベルトの足あし手で纏まといになる危険性を考慮しての事だろう」

　そこまでを話すと、長谷川は長い溜ため息いきをついた。いつか来るであろう、刃更に真実を伝える日に備え、どのように伝えるか何度となく考えておいた話だ。

　自分の大事な役目が一つ終わった事を感じながら、ふと視線を上げると、

「……………………」

　長谷川にとって最も大切な少年の左の瞳ひとみから、溢あふれて頰ほおを伝うものがあった。

　静かに、刃更は、泣いていた。それを見て、長谷川は刃更を思い切り抱だき締めたい衝しよう動どうに駆られた。だが伸のびかけた右手をギュッと握って堪こらえる。刃更を騙だましていた自分にはもう、そんな事をする資格はない。だが、まだ伝えられる事があって、

「それでも、いざという時はすぐに迅やお前の下へ駆け付けると、サフィア殿は迅に約束していたそうだ。そして──その言葉が噓ではなかった事を彼女は証明してみせた」

　それは、と長谷川。

「五年前の悲劇の後……迅はお前を連れて《里》を離はなれると、都心に家を構えただろう。その頃に、お前は少しだけ彼女と会っているんだよ」

「え……？」

　顔を上げてこちらを見た刃更に、長谷川は笑えみを見せて、

「迅がカメラマンとしてまだ駆け出しだった頃ころだ。当時のお前はまだ《里》でのショックから立ち直れず、学校へは行かずに家に閉じこもっていた。そんなお前が心配で、サフィア殿は我慢できなかったんだろうな。本当なら《里》で問題が起きた時にすぐに駆け付けたかったらしいが、魔族の彼女は勇者の一族の里へは入れない。だが、《里》を出た後ならば密ひそかにお前に会う事はできる。だから彼女は人の姿になって、お前の様子を見に来たんだ。あの悲劇は自分のせいだと苦しみ続けていたお前の傍そばに、彼女はずっと寄り添そっていたよ。ただ、お前が少し落ち着いて魔界へ戻る事にした際には、自分と会っていた時の事は、魔法でお前の記憶からは消していったがな」

　後はお前も知っての通りだ、と長谷川。

「迅がウィルベルトと進めていた魔界の改革の計画が狂くるったと判明した際に連れん絡らくを取ろうとした時には、もう行方ゆくえが解わからなくなっていたらしい……だが、心配はいらない。迅が本気で動けば、必ずサフィア殿は見つかる筈はずだ」

　だから──今度こそもう、自分の役目は終わりだ。長谷川は前へと向き直り、

「これで全部だ……私がお前にしてやれる話は」

　力なく項うな垂だれながら、そう言った時だった。

「…──────噓ですね」

　眼の前の刃更が、静かな口調でこちらへ向かって断言してきた。




　　　　７




　東城刃更は左ひだり頰ほほを伝う涙なみだをそっと手の甲こうで拭ぬぐうと、こちらを振り返った膝ひざの上の長谷川と視線を合わせた。そして驚おどろきと困こん惑わくとが入り交じった表情の彼女に告げる。

「別に、今の話が噓だと言いたい訳じゃないです……でも、先生にはまだ隠かくしている事があるんじゃないですか？」

「何を言って……」

「──今の話だと、先生は俺を親父おやじに託す事しかしていない」

　と、長谷川の言葉を遮さえぎって刃更。でも、そんな筈はないとばかりに、

「でも忘れたんですか？　ブリュンヒルドが聞いていた先生と坂崎の会話の内容を、今の俺はもう知っているんです。けど先生がその事を知ったのはつい先刻さつきだ……そして親父達の話は、貴女あなたにとって決して偽いつわりたくないものだった」

　だけど。

「俺を産んでくれた母親を姉のように慕したっていた貴女は、大切な存在が全てを失うような重い罰を科せられるのを止められなかった自分を責めて……だから言わない事にした」

　一息。

「貴女もまた──十神の地位やその力と引き替かえに、俺を守ってくれた事を」

「………………」

　長谷川が発した無言は、刃更の言葉を肯こう定ていするものだった。

　当然だ。この話は長谷川と坂崎の会話に出てきている──だから、東城刃更は続けた。

「それに魔族側の母さんが、《里》を出たばかりの俺を心配して来てくれたって話でしたよね……それは多分本当の事なんでしょうけれど、当時はまだ《里》も俺や親父の事を警けい戒かいしていました。魔族である母さんがウチの家に居続ける事は難しかった筈です」

　それでもし魔族だと正体がバレでもしたら、それこそ刃更の身が危あやうくなってしまう。

　恐おそらくサフィアは苦く渋じゆうの決けつ断だんをして魔界へ帰って行った筈だ。

　しかし──長谷川が言うように迅の仕事が忙いそがしい中、一人で留守番をしている内に、少しずつ刃更の精神状態が落ち着いてきたのもまた事実だった。だとしたら、

「魔族側の母さんに代わって、俺が落ち着くまで傍にいてくれたのは、本当は先生だったんじゃないですか？　神族である貴女なら、勇者の一族に自分の素す性じようを偽る事ができる筈です。そして、そんな貴女がいたからこそ母さんは安心して魔界へ戻もどる事ができた」

　何故なぜなら。

「俺をこの世界へ連れてきてくれた後……貴女は神界へは戻っていないという話でした。貴女は十神としての立場を捨ててまで俺を守り、これまでにも沢たく山さんのアドバイスや加護によって助けてくれた。そんな貴女がこの世界へ留とどまったのに、俺を親父に託した後、これまで十五年以上も何もしない空白期間を作るとは思えない。だって貴女は、俺を希望だと言ってくれたもうひとりの母さんを、誰だれよりも大切に想おもっていたんですから」

　恐らく噓をついたのは、母親が傍にいた事にした方が、刃更にとってより救いになると考えての事だろう。長谷川千里は──十神アフレイアは。

　今までそうして刃更の事を、ずっと大切に想い続けてくれていたのだ。







　刃更が長谷川に言ってきた言葉は真実だった。

「──────」

　長谷川千里は驚きと共に、己を見み据すえる刃更の両りよう眼めを見る。

　自分と同じ色──そして、ラファエリーネとも色を同じくしている瞳がそこにあった。

　聡そう明めいなラファエリーネから受け継ついだ刃更の瞳は、こちらが隠していた真実を曝あばくように見み透すかしていて、そっと左耳のイヤリングに──ラファエリーネの形見として自分が受け継ついだ物に触ふれながら、

「…………すまない」

　長谷川は、ポツリと呟つぶやくように懺ざん悔げの言葉を口にしながら俯うつむいた。

　──長谷川千里は、己の素性を黙だまったまま今まで刃更と接してきた。

　それは長谷川にも事情があっての事だが、そんな都合は刃更には何の関係もない話だ。

　迅とラファエリーネとサフィアの話は、絶対に偽るべきではないものである事は解っている。だが、そこに自分の存在など差し挟はさむ必要も、余地もないと長谷川は考えていた。

　だってそうだろう。あの話における長谷川は──十神アフレイアは、姉のように慕っていたラファエリーネが、存在そのものを消されるような処分を受けるのを、むざむざ見ている事しかできなかった役立たずで……そして、それが全てだ。

　そんな自分にできる事は、せめて少しでも刃更の苦しみを軽くしてやる事だけ。

　だから、迅達に関する事については真実を話し──己の事には偽りを織り交ぜた。

　しかし、それも長谷川が勝手にやった事だ。刃更からしてみれば、大事な話をしている際に噓をつかれた事にしかならず、そんなものは不誠実な裏切りでしかない。

　……だけど。

　長谷川は構わなかった。今の自分にとって、刃更は何よりも大切な存在なのだ。刃更が澪達のためならそうしようと決めているように、長谷川もまた、刃更のためならばどんな事でもしてあげようと決めている。たとえそれが──刃更に噓をつく事であろうとも。

　だからこそ、これまで長谷川は養護教きよう諭ゆとして、澪達とは異なる信しん頼らい関係や絆きずなを刃更と築いてこられた──その事は、紛まぎれもない真実だ。刃更が重要な局面で相談してきてくれた時。刃更が自分を女として意識してくれた時。理性を飛ばしてしまうほど滅め茶ちや苦く茶ちやに求めてきてくれた時。その度たびに長谷川は、震ふるえるような幸せを得ながら彼に応こたえた。

　刃更に必用とされる存在でいられる事が、長谷川千里の全すべてだった。

　……でも。

　最も早はや、その全ては失われた。刃更の記き憶おくの改変は可能だが、それでまた刃更から笑顔を向けられたところで──彼から求められたところで、そんなものはただ空むなしいだけだ。

　いつかこの日が来てしまう事は覚かく悟ごしていたが、改めて刃更との関係が完全に終わってしまった事を思い、力なく項垂れていた長谷川は、

「────…？」

　ふと──背後から回されていた手で優やさしく抱き締められた。そして刃更は膝の上にいる長谷川の身体からだの前後を入れ替えさせて向かい合った体勢にして、

「──勘かん違ちがいしないで下さい」

　こちらの腰こしを抱だきながら、優しい声こわ音ねと表情で言ってくる。

「忘れたんですか……俺は『俺の生まれについて、先生の知っている事を教えて下さい』って言った後、こうも言ったじゃないですか」

　それは。

「『俺が、先生にとって大切な女性の、生きた証あかしという言葉の意味を教えて下さい』と」

「ああ……だから私は」

　と言った長谷川に、眼の前の刃更はふっと苦く笑しようして、

「でも、先生が話してくれたのは俺の親達の事です。もちろん、これまで知らなかった事を聞けたのはありがたかったですし、俺が三人の親達に大切に想われていた事が解って嬉うれしかったですけど……でも、それは俺が一番聞きたかった事じゃないです」

　なら一体何だというのか。真意が摑つかめず、刃更の言葉を頭の中で反はん芻すうした長谷川は、

　……あ……。

　そこで呆ぼう然ぜんの声を上げた。ある事に気が付いたのだ。

　──刃更の生まれについて、長谷川の知っている事を教えて欲しい。

　──長谷川にとって、刃更が、大切な存在だった女性の生きた証である理由が知りたい。

　刃更が発したそれらの言葉は、そのどちらもが、ラファエリーネやサフィアではなく、長谷川の立場や、刃更に抱いだいている感情を聞かせて欲しいというものだ。

「勘違いさせてしまいましたけど……でも、先生の本当の気持ちが解ったから良いです」

　と刃更は言うと、そこでもう一度そっと長谷川を抱きしめてきて、

「ありがとうございます……今まで俺達のためを想ってしてくれてきたこと全て」

　確かな声音で、そうこちらへ告げてくる。だが、

「……………………」

　長谷川は俄にわかに言葉を返せなかった。だって理由が解らない。刃更が知りたがっていたのが、母親達の真実ではなく、長谷川の気持ちだったなんて。だから、

「どうして……？」

　呆然と問うこちらに、刃更は笑って言った。




「不思議そうにしないで下さい。いま俺の眼の前にいるのも、これまで俺を何度も守ってくれたのも、そしていま俺が大切にしたいのも──他ほかの誰でもない、先生なのに」




　当然のように口にしたそれは、きっと刃更の真実で。

　だから──そんな刃更の言葉の意味を理解した。否いな、理解してしまった瞬しゆん間かん、

「…………………………………………………」

　長谷川はもう、両眼に浮うかんでいた涙を堪こらえられなかった。

　刃更に憎にくまれずに済んだ安あん堵ど。それ以上に、これまで刃更に対して自分がしてきた全てが報むくわれた──そう思った瞬間、涙が溢あふれて止まらなくなって、

「先生……」

　そんな幸せな涙を、刃更にそっと指で拭ふかれた瞬間、長谷川千里は──アフレイアは、もう自分自身の気持ちを我が慢まんできなかった。

　だから──刃更に縋すがり付くようにして己おのれの身を預けた瞬間。

　長谷川と刃更の身体が眩まばゆい金こん色じきの光に包まれた。







「っ──先生、これは？」

「契けい約やくの儀ぎが開始状態になったんだ……お前と私との」

　驚きを露あらわにした刃更に、長谷川は言った。それは刃更が澪達と結んだ主従契約の事ではない。神族である長谷川が、資格があるとみなした者へ自らの力を貸かし与あたえるための契約だ。着ている浴衣ゆかたはそのままに、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのアフレイアの姿へと戻った長谷川は、

「あらゆる感覚が一気に上じよう昇しようしたのが解わかるだろう……たった今、この建物全体に私達の契約の場としての結界を展開した」

　そして。

「私は今も、お前のためならばこうして十神としての力を行使できる──だから」

「いや、それは知ってますが……でも、どうして？」

　突とつ然ぜんの事に困惑を見せた刃更に、「言っただろう」と長谷川。

「今の私は、お前のためにいる存在なんだ……私の事を大切に想ってくれているというなら、もっとお前の役に立たせてくれ。魔ま族ぞくとの問題が一いつ旦たん落ち着いたとはいえ、完全に安心して良い状じよう況きようでもないだろう。魔ま界かいへ行った時に切り札を使い果たしているなら──」

　一息。

「──今度は私との契約を、お前の新たな切り札にして欲しい」

　息が届きそうな程ほどの至近距きよ離りで懇こん願がんされ、刃更は思わず息を吞のんだ。

　──確かに、勇者の一族の契約自体は比ひ較かく的てきポピュラーではある。胡桃が精せい霊れい達の力を借りられているのも彼らと契約をしているからだし、柚希も『咲耶』に選ばれ契約を交かわしたからこそ使い手となれている。勇者の一族自体が、神族の力を分け与えられた人間なのだし、過去には神族との契約に成功した者もいたと聞いている。しかし、

「でも、先生と契約だなんて……」

　基本的に契約を結ぶ場合、契約を交わすに相応ふさわしい存在であると認めて貰もらうために、長い時間を掛かけて契約対象と向き合う必要がある──それが契約の儀だ。

　当然ながら対象の力の大きさに比例して認められるために掛かる時間も長くなり、無む謀ぼうな契約に挑ちよう戦せんをした者の中には、それこそ一いつ生しよう涯がいを費ついやしても契約にまで至らなかったケースもあったという。そして長谷川は、神族でも至高の存在──十神の一柱なのだ。

　これまで一族の中で前例があるような契約とは次元が違ちがいすぎる。すると、

「大だい丈じよう夫ぶだ……私とお前の契約が失敗する事は絶対にない」

「そうなんですか……？」

　と刃更が問い返すと、長谷川は「ああ」と頷うなずいて、

「この契約の儀は、私がお前に使われる事を望んで始まったものだからな……ただ契約で貸せるようになる力の大きさは、お前がどれだけ私へ精神的に迫せまれるかによって決まる」

「十神の先生を相手に、ですか……」

　限りなく無理に近い無む茶ちやぶりだ。顔を顰しかめた刃更は、しかし不意に唇くちびるを重ねられた。

「んっ……ちゅっ、はぁ……東城……」

　突然のキスに思わず固まった刃更に、長谷川はそっと唇を離はなすと、

「お前なら大丈夫だ……私との契約とはいえ、お前が成瀬達と交わしている魔族の魔ま法ほうの主従契約と方向性は同じだ。難しく考える必要はない」

　そこでふっと笑って、

「──何より、それに近い事をお前は私に何度もしているじゃないか」

「それは……──いや、ちょっと待って下さい」

　そこで刃更はハッとなり、

「じゃあ、先生が俺と秘密の関係を結びたいって言ったのは、これを見み越こして……？」

「許されるなら、とは思っていた……でもお前を想おもうと、女として切なくなってしまうというのも本当だ。そうでないと、あそこまで許してしまえる筈はずがないだろう？」

　そう言って、長谷川は艶つやっぽい笑えみを浮かべる。

　長谷川はもうずっと前から、こうなる事を待ち望んでいたのだと。だから、

「──────」

　東城刃更は、己の中で必死に抑おさえ込んでいた感情の枷かせが外れてしまったのを感じた。

　──これまで我慢してきていたのは、何も長谷川だけではない。

　無論、理性を飛ばして滅茶苦茶に彼女を求めてしまった事もあったが、今まで刃更は、長谷川の事を澪達のように本気で屈くつ服ぷくさせようとした事はなかった。長谷川との秘密の関係は、あくまで彼女を傷つけない事が目的だったからだ。

　……でも。

　そうして長谷川の事を大切に想いながらも、同時に彼女を自分だけのものにしてしまいたいと思った事は何度もあった。それでも、これまで刃更は年上の女である長谷川との行こう為いでは、ほとんど甘える事しかしてこなかったし、彼女もそれを望んでいるものだと思っていた。しかし──今は違う。眼めの前にいる長谷川は……十神アフレイアは、刃更に強きよう烈れつに屈服させられたいと望んでいる。それが彼女の想いに応こたえる事になり、そのまま借りられる力の大きさへと繫つながるというのなら、東城刃更はもう己を抑えない。

　長谷川千里を、滅め茶ちや苦く茶ちやに屈服させてやる。

「その気になってくれたようだな……では、こっちへ来てくれ」

　眼の色を変えた刃更に、しなだれ掛かっていた長谷川はこちらの腕うでを取ると、本間と襖ふすまを隔へだてて隣りん接せつしている次の間へと誘いざなった。するとそこには、既すでに従業員に頼たのんであったのか一組の布ふ団とんが敷しかれていて──そんな室内へ足を踏ふみ入れた瞬間だった。

　こちらの手を引いていた長谷川の姿が、アフレイアから普ふ段だんのものへと戻もどったのは。







「…───先生？」

　驚おどろきを見せた刃更に、長谷川千里は穏おだやかな笑みを返した。

「心配しなくて良い……契約の儀が始まった以上、この姿でもお前に屈服させられれば、私の力を貸してやれるようになる事に変わりはない」

　だから、と長谷川は布団の上に寝ねそべると、丹たん前ぜんごと浴衣の胸むな元もとを大きくはだけた。

　同時にブラのフロントホックを外す事で、長谷川は日本酒を飲んで桜色に染まった己の豊かな乳ち房ぶさを、零こぼれ落ちるように前へと溢れ出させていやらしく刃更に晒さらす。

「っ────」

　こちらの姿に刃更がゴクリと喉のどを鳴らしてくれた事に、長谷川は嬉しそうに、

「十神であるアフレイアの姿よりも……いつもの姿の方が、お前も変に構える事なく私を屈服させやすいだろう？」

　床ゆかに置かれた間接照明の灯とう籠ろうの明かりに裸身をいやらしく浮かび上がらせ、艶っぽい笑みと共に行なったのは扇せん情じよう的な挑ちよう発はつだ。狙ねらいは当然、刃更がよりこちらを強く屈服させたいと思う精神状態にするため。しかし、

「そんな事はないですけど……でも安心しました」

　部屋の入り口に佇たたずんでいた刃更が、ふっと表情を穏やかなものにして、

「俺が真実を知る事で、もしかしたら先生はもう教師を辞やめて、これからは十神として俺と接するようになるかもって心配していたんです」

「どうして、そんな事を……？」

　安心と心配──刃更が口にした言葉の意味が理解できずに長谷川が問うと、

「だって……それじゃあ、これまで俺と先生が作ってきた関係や信しん頼らい、思い出なんかも全部が無む駄だになってしまうみたいじゃないですか」

　でも、と刃更は長谷川のいる布団へと来ると、腰こしを落としてこちらと視線を合わせて、

「先生がこれからも、そうやって変わらずに先生でいてくれるなら……俺達はこれまでの俺達を何一つ諦あきらめずに、進んでいけるって事でしょう」

　刃更は、これまでの長谷川の噓うそも何もかも受け入れてくれていた。そして長谷川が最も大切にしていたものを、彼も大切にしてくれていて、それが失われる事を惜おしみ──諦める必要はないと言っていた。その言葉は、長谷川の理性を滅茶苦茶にするには充じゆう分ぶんで、

「なっ──先生っ!?」

　刃更が突然の事に困こん惑わくの声を上げた時にはもう、長谷川は刃更を布団の上に押し倒たおすと、彼の着ている浴衣をはだけさせ、パンツを引き摺ずり下ろして刃更のモノを口に含ふくんでいた。

　──自分が刃更に屈服しなければならない事は解っている。

　でも刃更への強い想いが溢れて、どうしても抑えが利きかなかった。だから最初だけ──この一回だけはと、長谷川は己に言い聞かせるように自分からフェラチオを行なった。

「はむっ、ちゅっ……ちゅるっ、はぁ……東城、れろっ……東城ぉ……ちゅぷっ♥」

　ここまで我を忘れた事は初めての経験で、長谷川が夢中になって刃更のモノをしゃぶると、こちらの口の中で刃更のモノがあっという間に硬かたく逞たくましいサイズになった。

　刃更に既に伝えたように、この結界内では感覚が飛ひ躍やく的に上がるため、長谷川だけでなく刃更の得られる快感もいつもより増している。顔を前後にゆらしながらいやらしく舐なめしゃぶり、音を立てて吸い上げつつ、左手も使って竿さおをしごいてあげると、あっという間に刃更は限界を迎むかえようとしていた──だが。

　──東城をもっと感じさせたい。

　そんな気持ちが溢あふれて止まらなくなり、だから、長谷川は右の手を刃更の尻しりの下へと回した。冬休みの間に、どうすれば刃更へ最上の快楽を与えられるか調べ、学んだ知識があった。そして刃更へ己の気持ちを一方的にぶつけるのは、この一回だけ──だから、長谷川千里はその性技を実行した。折り曲げた右手の中指を、刃更の呼吸に合わせて彼の尻の中へ優やさしく挿そう入にゆうし──指先で擦こするように前ぜん立りつ腺せんを刺し激げきしたのだ。その瞬しゆん間かん、

「─────…っ！」

　声にならない叫さけびと共にビクンと腰を跳はねさせた刃更が、長谷川の口内へ大量に射精してきた。少し刺激しただけでここまでの反応を見せたのは、結界内で感覚が加速していたからだ。だがそれは長谷川にも言える事で──絶頂した刃更のモノに口の中で暴れられ、舌や喉を乱暴に擦られた長谷川もまた甘美な恍こう惚こつ感かんを得て、

「んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　長谷川はぶるりと尻から腰にかけてを甘く震ふるわせた。大量の精の[image: ]ほとばしりをゴクゴクと飲み干しながら、その幸せに溺おぼれて達したのだ。長谷川の秘所から溢れた女の蜜みつがじわりとショーツを濡ぬらし、やがてクロッチの横から溢れて内うち股またをいやらしく滑すべり落ちていって。長谷川と刃更の契約の儀は──そんな二人の絶頂で幕を開けた。




　　　　８




　激しい絶頂から戻ってきた後──刃更が眼を開くと、そこはベッドの上だった。

「ここは……」

　朝あさ陽ひが差し込む見覚えのある室内と、隣となりで裸はだかの長谷川が寝ている事に、東城刃更はぼんやりと自分が今いる場所が長谷川のマンションの寝しん室しつである事を認にん識しきして、

「なっ──…!?」

　自分は確か、旅館の寝室に居た筈だ。まさか、長谷川に攻せめられて気を失ってしまい、あれだけで契けい約やくの儀ぎが終わってしまったのか──そう思った刃更が跳ね起きると、

「安心しろ東城……私達の契約の儀はまだ続いている」

　こちらへ添そい寝をしていた長谷川が、クスクスと笑いながら眼を開いて、

「私達が泊とまっている部屋は定員が六名という事で、主な設備が二つずつあっただろう……とはいえ、私達二人には余分なものだ。だから結界内では二つある化け粧しよう室の内、片方の扉とびらの先に、私のマンションを複製した空間を作って繫げたんだ。とはいえ場所自体は旅館から動いていないから、成瀬達から主従契約の位置把は握あくを使われても問題はない」

「複製した空間を繫げたって……何でそんな事を？」

　突とつ然ぜんの事に理解が及およばずにいる刃更に、

「私との契約で、なるべくお前が多くの力を得られるようにするためだ。既に言った通り、これからお前は私に精神的に迫らなければならない……だが、私が無茶をしてお前の意識を奪うばってしまっただろう。だから私達の体感速度はそのままに、結界内の時間の流れを通常の千分の一まで落としたんだ。結界内ではもう朝になっているが、実際にはあれからまだ一分も経たっていない」

　ほら、と言って長谷川が見せてきたのは刃更の携けい帯たいだ。その液えき晶しよう画面を見ると、表示されている時間はまだ夜の九時前で、

「外との時間の流れの差をもっと大きくして、それこそほぼ時間が止まったような空間にする事も可能なんだが……体感速度は変わらない以上、結界内で過ごしただけお前は年を取る事になるし、何よりその速度に慣れた状態で元の世界へ戻ると、時空の加速負ふ荷かに肉体と精神が耐たえられず、最悪お前の存在自体が保てなくなる危険性がある。そうしたリスクがないようにするためには、今くらいの速度に止とどめておいた方が良いんだ」

「そう、なんですか……ありがとうございます」

　長谷川との契約の儀がまだ続いていた事に、ホッと胸を撫なで下ろしながら、

　……という事は。

　刃更は自分に残された時間を即そく座ざに計算する。旅館のチェックアウトは明日あしたの正午まで。

　最悪、朝食のサービスを断り、女性の長谷川が最低限の身だしなみを整えてから部屋を出られるようにするならば、一時間前の十一時をリミットとして、残るはおよそ十四時間。

　その千倍だから一万四千時間──日数換かん算さんにすれば五百八十三日ほどだ。

　それらの計算を刃更が無言のまま行なっていると、誤解をさせてしまったのか、

「心配するな。あまり時間を掛かけたくないなら、いつでも通常の速さに戻してやる」

「あ、すみません……そうじゃなくて」

　長谷川と二人で過ごすのが嫌いやな訳では断じてない。何せ十神との契約に成功するなど、普ふ通つうに行なえば生しよう涯がいどころか子孫代々まで受け継つがせても不可能なのだ。

　そう考えれば五百八十三日でさえ短すぎる位だし、それに長谷川が刃更の事を大切に想い続けてくれた月日は──五百八十三日どころか、それこそ十五年以上にも亘わたっている。

　ずっと待たせてしまったのだし、刃更としても長谷川からより多くの力を借りられる契約を結ぶ事で、彼女の想おもいに応えたい。ただ、実質的な問題として、

「──食事とかってどうなるんですか？」

　結界は空間をコピーしたもののため、旅館の調理場や長谷川の家の冷蔵庫や戸と棚だななどに食材はあるだろうが、それらを節約したところで限界があるだろう。すると、

「私のマンション空間を複製したのはそのためだ……空間を繫つなげる際に私達とお前の携帯以外の現状を復元ポイントとして保存した上で、旅館とマンションとの間を行き来する度たびに、それまでいた側の空間が元通りになるように設定した」

　要は、旅館へ戻ればこのマンションの状態が元に戻り、旅館からこちらへ移動すればあちら側の空間がリセットされる。これならば食材の心配はおろか、洗せん濯たくや掃そう除じすら行なう必要はない。旅館とマンションとを行き来するだけで全すべてが解決する。つまり、この結界内は、何も気にする事なくただひたすら契約に励はげむ事が可能な空間で、

「お前との契約で、私がそんな初歩的なミスを犯す訳がないだろう？」

　長谷川はふふっと笑って、全てがクリアになっている事を教えてきた。結界内の空間自体には何の問題もない。途と中ちゆうで元の速さに戻す事も可能。これ以上は望めないほどの至いたれり尽つくせりだ──ここまでお膳ぜん立だてをされて、こちらが引く訳にはいかない。だから、

「解わかりました……なら、このまま契約の儀の続きをさせて下さい」

　と刃更が顔を近付けると、長谷川は笑えみと共に人差し指でこちらの唇くちびるを制して、

「そんなに慌あわてるな……まずは朝食にしよう。それに私としては不本意だが、確か成瀬達には一度電話を入れる必要があるんじゃなかったか？」

「っ……そうでした」

　澪達からはメールだけでなく、電話できちんと声を聞かせて欲しいと言われていた。

　そんなこちらに長谷川は苦く笑しようして、

「時の速さを一いつ旦たん外と同じに戻もどしてやる。だが、私が朝食を作っている間に終わらせるんだぞ？　たった十分でも、千倍すれば一週間がフイになるんだからな」

　そう言ってこちらの頰ほおへチュッとキスすると、長谷川は寝室から出て行った。

　そして刃更は、携帯で東城家の固定電話をコールした。すると即座に繫がり、

『──はい、刃更様』

　畏かしこまった口調の女性が電話に出た。刃更の電話を待っていた状態に加え、液晶画面に表示された番号で即座にこちらを認識したのだろう。だから刃更はふっと笑って、

「ゼスト、連れん絡らくが遅おそくなってすまない……そっちはどうだ？」

『はい。先さき程ほどまで全員で刃更様からのご連絡をお待ちしていたのですが、少し前から順番にお風ふ呂ろをいただいており、現在は澪様と万理亜が入浴しています。今、柚希さんと胡桃さんに代わります…………──もしもし、刃更？』

　僅わずかな間を挟はさんで声が柚希のものになった。その声は少し不安が滲にじんでいて、

「柚希、心配させて悪い……俺のいない間に何かあったか？」

『大だい丈じよう夫ぶ。何の問題も起きてない』

　こちらの声が聞けて安あん堵どしたのか、電話から聞こえる柚希の声が柔やわらかくなる。

　そしてしばらく話を続けると、電話の相手は胡桃に代わった。だから刃更はまず連絡が遅おくれた事を謝り、次に無事に宿に入っている事を伝えると、

『まあ、携帯のＧＰＳや澪達の位置把握でアンタの事は把握できていたけどさ……泊まってるの、凄すごい高い旅館みたいだね』

「っ──まあな、ちょっと贅ぜい沢たくし過ぎかなとは思ったんだけどさ……」

　手配したのは長谷川だとも言えず、刃更が言葉を濁にごすと、

『まあたまには良いんじゃない？　万理亜だって、大きなお風呂を買ったんだし……特に刃更は、ずっと戦いづめだったんだからさ』

　などと、胡桃は優しい事を言ってくれて、

『そっちはどう？　その辺りは龍りゆう脈みやくとしても有名だし、それこそ空気とかも違ちがうでしょ』

「ああ、そうだな──…」

　と刃更は頷うなずきを返すと、こちらへ来て感じた事などを胡桃に話していった。

　──すると、朝食の準備を終えたのか長谷川が刃更のいる寝室へと戻ってきた。

　裸エプロン姿の長谷川は、大きな皿の上にフレンチトーストやハムエッグ、サラダなど二人分を盛り合わせたワンプレートを手にしていて、刃更がまだ電話中なのを見るなり、

「………………」

　と、責めるようなジト眼めでこちらを見た。慌てて携帯画面で時間を確認すると、既すでに通話時間は十五分を経過しており、しまったと刃更が焦あせりを得ていると長谷川は無言のままこちらへと歩み寄り、ベッド脇わきにあるナイトテーブルの上に朝食を載のせた大皿を置いた。

　そしてそっとベッドに上がると、あろう事か長谷川はこちらの脇わき腹ばらに舌を這はわせ始めて、

「っ────」『刃更？　どうかした？』「いや……何でもない」

　とっさに胡桃に取り繕つくろいながら咎とがめる視線を刃更が送ると、長谷川は悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべながら、ゆっくりと舌をこちらの脇腹から臍へそ──さらに下へと滑らせていって、

「（ちょっ、先生……っ？）」

「（長電話の罰ばつだ……静かにしないとバレるぞ）」

　慌てるこちらへ囁ささやくように言うと、長谷川はチュッと刃更のモノにキスをしてきた。

　そして舌を上下に這わせていやらしく唾だ液えきを塗ぬりたくりながら、両手も使ってクチュクチュとしごき上げ、あっという間に刃更のモノを大きくさせる。結界内で感覚が引き上げられており、とっさに腰こしを跳ねさせながらも刃更が声だけは我が慢まんしていると、

『あ、ちょっと待って──澪がお風呂から上がったから代わるね』

　そう胡桃が言ってから、

『…──もしもし、刃更？』

　澪に代わる頃ころには、東城刃更は長谷川の口で本格的なフェラチオを受けていて、

「んっ……ちゅぷ、はぁ……れろ……はむっ、ちゅる……んむ……んちゅ♥」

　顔を上下させながら、いやらしい舌使いでしゃぶられ刃更が堪たまらず片手を長谷川の頭に置くと、こちらを感じさせた事が嬉うれしいのか長谷川は一層フェラチオを激しくして、

「────っ」

　我慢すればそれだけ快楽が膨ふくらみ声も出てしまう──そう判断した刃更は、無理に耐えようとはせずに、そのまま長谷川の口で果てた。すると、

「んんっ♥　んっ……んっ……んちゅ、はぁ……ちゅっ……♥」

　長谷川はゴクゴクと喉のどを鳴らしながら、刃更の精液を美味おいしそうに飲んでゆく。

　そして、ねっとりとした舌で刃更の先せん端たんから溢あふれる白はく濁だく液の雫しずくを長谷川が舐なめ取る中、

『刃更……もしもし、聞こえる？』

「っ……ああ、風ふ呂ろ上あがりなんだって？」

『えっ？　うん……そうだけど』

　こちらの問いに、澪は少し恥はずかしそうに認めて、

『そっちは温泉よね？　やっぱり凄かった？』

「ああ……凄かったよ、とても……っ」

　頷きを返していた刃更は思わず息を吞のんだ。一度刃更を果てさせたというのに、なかなか電話を切り上げられないこちらへ、長谷川が再びフェラチオを始めたのだ。

「ちゅっ……れるっ、ん……はぁ……んちゅぷ、ちゅるっ……はぁ……ちゅぷ♥」

　熱い口の中でいやらしく舌を絡からめながら吸い上げられ、思わず腰を浮かせた刃更に、

『良いなぁ温泉……ねえ刃更、今度は皆みんなで一いつ緒しよに行きましょうよ』

「っ、ああ、そうだな……今度は一緒に……っ──…ぅ！」

　澪からおねだりをされながら、東城刃更は長谷川の口内へ再び精を解き放った。

「んふぅっ♥　んっ……んんっ……はぁ、はむ……ちゅぷ……んっ♥」

　長谷川はその全てをしっかりと口で受け止め、甘い吐と息いきを漏もらしながら飲んでいた。







　そして刃更は、皆で温泉へ行く約束を澪と交かわすと、まだ入浴中の万理亜にはよろしく伝えるように頼たのんで電話を切った。サキュバスの万理亜とだと、流石さすがに見み透すかされてしまう気がしたからだ。すると、長谷川は刃更のモノから口を離はなすと上うわ目め遣づかいで、

「……折せつ角かくの朝ご飯が冷めてしまったぞ」

「すみません……でも先生も、あんまり無む茶ちやは止やめて下さい。もし澪達にバレたら」

「大丈夫だ。今の私の声は、契けい約やく相手のお前にしか聞こえないようになっている」

　しかし、と長谷川。結界内の時の流れを再び遅いものにしながら、

「やはりお前は、成瀬達に優やさしいんだな……同じような特別扱あつかいをして貰もらうためには、やはり私もこうしておくべきか」

　そう言うなり、彼女は刃更の右手を取った。すると、

「え──…？」

　刃更の右手の甲こうに見覚えのある紋もん章しようが浮かび上がる。まさかと刃更が眼を瞬またたかせると、しかしその紋章はあっという間に消え去って──代わりに、喉のど元もとへ首輪のような痣あざを浮かび上がらせた長谷川が、「んっ……♥」と甘い吐息と共にこちらへしなだれ掛かってきて、

「先生、まさか……っ？」

「ああ……お前の中にある成瀬達との主従契約の波動を解かい析せきし、呪のろいの特性まで同じにして私達の間でも結んだ。これならお前も、私の事を放ほうっておけないだろう……？」

「そんな……また無茶な真似まねを……っ」

　長谷川の暴挙に、彼女を抱だき留とめながら刃更が咎めるように告げると、

「良いんだ。契約の儀ぎに加えて主従契約まで結べば、私だけがお前と二つの絆きずなを結んだ事になるんだし……」

　と嬉しそうに長谷川。

「それに、こんなものは無茶でも何でもない。お前だって、こんな魔法の呪いくらいで私を屈服させられるとは思っていないだろう？」

　確かにその通りだ。十神である長谷川は催さい淫いんの効果は得たとしても、呪いとして心や身体からだに負担が掛かかったり、それこそ命の危険が生じる事は微み塵じんもないに違いない。しかし、

「…………………」

　刃更は無言を返した。主従契けい約やく魔ま法ほうは澪や柚希、ゼストには充じゆう分ぶんすぎる程の効果があるもので、そのお陰かげで彼女達には負担を掛けたり、反対に戦う力を上げられた事で刃更達を何度となく救ってきた大切な絆だ。もちろん長谷川は、心配する必要はないという意味で言ったのだろう。だが、それでも軽く見られてしまうというのは面おも白しろくなかった。だから、

「──解りました、なら朝飯の後で、ちょっと試ためしてみたい事があるんですが」

　刃更は笑顔でそう告げると、長谷川が作ってくれた朝あさ御ご飯はんを二人で食べ始めて。

　そして朝食の後──刃更は長谷川を連れて旅館の空間の方へと戻った。

　結界内の時間は朝だが、襖ふすまを閉め切った和室の中は夜と変わらぬ暗さを保っている。

　最後の一線は越こえないようショーツだけを穿はかせた長谷川を、空間が復元され敷しかれたばかりの状態に戻った布ふ団とんの上に座らせると、刃更は居間にある自分の旅りよ行こう鞄かばんから一本の小こ瓶びんを持ってきた。そして長谷川の前でその中身を飲み干すと、

「ふふっ……試してみたいと言っていたのはそれの事か？」

「ええ……なので、さっそく始めますね」

　まだ余よ裕ゆうの感じられる笑みを浮かべた長谷川に、刃更は彼女のすぐ眼の前に腰を下ろすと、そのまま自分の方へと抱き寄せて強ごう引いんに唇くちびるを奪うばった。そのまま腰の後ろからショーツの中へ両手を滑すべり込ませると、呪いで催淫状態の長谷川のショーツの中は尻しりの方までとろけるように熱く濡ぬれていて、こちらが乱暴に尻たぶを揉もんでやると、

「んんっ……ちゅっ、はぁ……んちゅ……ん、ふぅ……あぁ……んふ♥」

　長谷川は甘く腰をくねらせながら彼女からも舌を絡めてきて、さらにこちらの股こ間かんへ手を使った奉ほう仕しをしてくる。長谷川の手で己おのれのモノを大きくされながら、刃更は彼女のショーツの中から右手だけを抜ぬくと、クロッチの横から人差し指を「く」の字に曲げて挿そう入にゆうした。そしてクチュっといやらしい音を鳴らしながら飲み込まれた指を手前へ引っ張ると、ショーツの脇に隙すき間まのような穴を作って、

「──入れますよ」

　そんな短い宣言の後、刃更が己の剛ごう直ちよくを長谷川のショーツの中へと挿入した。







　ショーツの中へ刃更のモノを入れられた長谷川は、敏びん感かんな場所を彼の裏筋で擦こすられて、

「あぁっ……ん……はぁああぁ……っ♥」

　それだけで軽く達してしまい、ブルブルと尻を震ふるわせながら喜き悦えつの声を上げると、刃更の首の後ろへ両りよう腕うでを回してギュッとしがみついた。刃更の膝ひざの上で対面座位の体位になると、再び彼の右手がこちらの腰の後ろからショーツの中へと入ってきた。そして両手で長谷川の尻を鷲わし摑づかみにすると、下からこちらをガンガンと突つき上げてきて、

「はあっ、んっ……やぁんっ、東城ぉ……あぁっ……はあぁぁっ♥」

　催淫状態だからこそ得られる股間が灼やけてしまいそうな激しい快楽に、長谷川は長い黒くろ髪かみを振ふり乱みだしながら刃更の動きに合わせて腰をくねらせる。あまりの快感に、長谷川の頭の中からは刃更が何かの薬を飲んだ事など完全に消えてしまっていた──だが、

「やっ──ふぁぁああんっ♥　なっ……!?」

　そっと背後から伸のびてきた両手に左右の胸を揉まれ、長谷川は予想外の快楽に仰のけ反りながら慌あわてて後ろを振り返った。そして、

「……東、城……？」

　そこに居たのは刃更だった。突とつ然ぜんの事に何が起きているか解わからない。

　……そんな、でも……。

　現に前へと向き直ると、そこには長谷川の尻を鷲摑みにしながらショーツの中へ彼のモノを挿入している刃更が確かにいて──しかし、

　……あ……。

　正面の刃更の顔に浮かんでいる笑えみを見て、

「まさか……先刻さつきの薬はこれの……やっ、あっ──あああぁぁああぁあっ」

　とっさに言おうとした言葉は、しかし長谷川自身の嬌きよう声せいで搔かき消された。背後からショーツの中に硬かたいモノが押し入れられ、そのまま長谷川の尻の割れ目を擦り始めたのだ。

　前と後ろの穴の入り口を同時にいやらしく擦られて、

「やぁ、んっ……そんな……っ、はぁっ……二本も、なんて……はあぁぁああぁっ♥」

　催淫状態だった長谷川が、一気に高みへと押し上げられて女のシャワーを[image: ]ほとばしらせると、こちらを挟はさんでいる二人の刃更も同時に精を放ち、長谷川のショーツの中を温かい白濁液でたっぷりと満たしてくる。だから正面の刃更の左ひだり肩かたに顎あごを乗せて躰からだを預けながら、

「や……っ……んっ、は……ぁ……東城……こんな……──っ？」

　激しい絶頂の余よ韻いんに溺おぼれていた長谷川は、そこでようやく真実に気が付いた。

　二人の刃更に前後を挟まれている自分──その周囲にさらに四人の刃更が立っていて、

「魔ま界かいでサキュバスの女性から貰ったお土産みやげの中に、澪達五人を同時に相手してやれる薬がありまして……でも、一人を相手に使っちゃいけないって訳でもないですから」

　呆ぼう然ぜんとしている長谷川を抱き締しめながら、眼の前の刃更がこちらの耳元で囁ささやいた。

　こちらを屈服させる声こわ音ねで、

「さあ続けましょう、先生──俺達の契約の儀を」

　そう告げるなり、六人になった刃更が長谷川へと覆おおい被かぶさってきた。
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　仲居達は深夜０時になると、刃更達の部屋へ赴おもむきそっと夕食の後片付けを開始した。

　こんな夜よ更ふけになったのは、予あらかじめ長谷川からこの時間に来るよう頼まれていたからだ。

　──片付けるなら長谷川達の邪じや魔まをしない時間に来て、静かに行なって欲しいと。

　料理は種類が多くかなりの量だったが、刃更だけでなく女性の長谷川も全すべて綺き麗れいに平らげてくれていて、安あん堵どを得た仲居達は戻もどり次し第だいすぐに料理長に教えてあげる事にする。

「──でも、凄すごいお客さんがいるんだね」

　と誰だれかがポツリと呟つぶやいた。数日前いきなり本社から、今日から明日に掛けて貸し切りにするという通達を受けた時は俄にわかには信じられなかった。高級旅館として名を馳はせているこの宿には各界のセレブも宿しゆく泊はくするが、貸し切りにした客は初めてだ。おまけにこの旅館は宿泊予定日のかなり前から予約を受け付けており、当然ながらこの週末も既すでに予約でかなり埋うまっていた。中には常連のＶＩＰなどもいて、現場としては本社の無茶な決定に承服しかねたが、予約客のフォローも本社が完全に行なうという事で話が落ち着いた。

　こちらに直接クレームが来ていない事を考えると、大きな問題にはならずに済んだのだろう。あの長谷川という女性が幾いくら払はらってくれたのかは知らないが、スタッフ全員に臨時のボーナスが決まる位だ。常連客の反感を買った以上、それを治めるためにも金を使う事になるだろうに──それでもお釣つりがくる程ほどの金額を貰ったという事か。

　女将おかみからも、完かん璧ぺきなサービスを徹てつ底ていするように厳命されている。だから、なるべく静かに……さらに布団を敷いた次の間と、内うち風ぶ呂ろやベッドルームなどには決して近付かないようにしながら、仲居達は手分けをして食器などを片付けていった。そして部屋の前に停とめておいたワゴンに空の食器を全て載のせると、彼女らはそっと扉とびらを閉じて部屋を後にした。

　そうして仲居達が従業員室を出て、長谷川達の部屋の片付けを静かに行ない、厨ちゆう房ぼうへと空いた食器を届けた頃ころには０時半近くになっていて。

　──その頃、結界の中では四ヶ月以上が経過していた。

　だが──契約の儀は依い然ぜんとして続行中だ。白い湯気が立ち上る男湯の大浴場の一角では、一人の女性に同じ容姿の少年達が群がっている──その中央では、

「あぁ、ん……ちゅぷ……はぁ♥　んちゅ、ふぅ……はぁ……ふぁあんっ♥」

　背後から彼女の胸を揉んでくる少年の腰こしに跨またがっている女性が、肩かた越ごしに彼とキスをしながら甘い喘あえぎ声を漏もらしていた。彼女が白い尻をいやらしく上下へ振る度たびに、その股間からジュプっ、ジュプっと淫みだらな水音が生まれる。背後の少年が彼女のショーツの中へ膨ふくれ上がった己の象しよう徴ちようを挿入しており、女性の腰の動きに合わせて抽ちゆう挿そうが行なわれているのだ。

「んっ……はぁ、ん……ちゅぷ……んふ、あぁん……くちゅ……れちゅっ♥」

　快楽に溺れながら夢中になって背後の少年とキスをしている女性の両手は、左右に立っている少年達の方へと伸びていた。彼らのモノを左右の手でしごきあげているのだ。

　人差し指と親指で先せん端たんやカリの部分をいやらしく擦り上げてあげると、竿さおの部分が徐じよ々じよに膨らんでくる。だから、女性が手の動きをよりいやらしいものへと加速させると、

「「ぅ……ぁ……くっ！」」

　左右の少年がほぼ同時に射精し、女性は胸から臍へその辺りに白はく濁だく液を浴びせられた。

　かけられた精液の温かさすら、今の彼女には心地ここち良よくて、

「あんっ♥　んっ、あぁ……はあぁっ♥」

　女性が恍こう惚こつの表情で甘く悶もだえると、下から彼女を突いていた背後の少年が、

「っ、長谷川先生……俺も、そろそろ……っ！」

　と余裕のない声でこちらへ告げてくる──だから、

「んっ……ああ、東城……また、好きなだけ出してくれ……」

　長谷川は懇こん願がんするようにして言うと、左右の刃更のモノから離はなした両手を己のショーツの中へと滑り込ませ、自分を突いている背後の刃更の剛直を両手で包んでクチュクチュとしごき始めた。刃更のモノを両手で上下に擦る度に、親指の根元辺りが自分の敏感な女の突とつ起きを擦ってしまい、背後の刃更が噴ふん水すいのように勢いよく精液を放つと同時、

「っ────あぁあぁあっ♥」

　長谷川も一気に官能を昇のぼりつめ、女の秘ひ裂れつから愛液を[image: ]らせた。すると、そんな長谷川を背後の刃更がそっと抱だき締めてくれて、優やさしくこちらの胸を揉みしだきながら、

「先生……そろそろ、次の調教へ進もうと思うんですが」

「あ……あぁ……ん、解った……東城……お前の望む通りに……はぁ……ちゅっ♥」

　絶頂の甘い余韻に浸ひたりながら、長谷川は背後の刃更に唇を重ねて舌を絡からめた。

　──刃更が服用したのは、彼のコピーを作り出す薬だった。

　その数は最大五体まで──即すなわち澪・柚希・万理亜・胡桃・ゼストの五名分だ。頭数だけなら本人＋コピー四体でも事足りるのだが、それだと誰か一人だけが本物の刃更に相手をされる事になり、他ほかの四人が不公平感を募つのらせてしまう可能性が考こう慮りよされていた。

　生み出されるコピーは刃更本人さながらで──とはいえ、この薬を戦せん闘とう時に使用しても意味はない。分身能力は様々なものがあるが、あらゆる力が分ぶん割かつされてしまうなど必ず制限を持っているように、この薬もあくまでサキュバスのアダルトグッズのようなもので、生み出されるコピーに戦闘力はなかった。

　──しかし、性的な快楽を与あたえる事にかけては充じゆう分ぶんすぎる程の能力を有している。

　持続時間も八時間ほどと長く、おまけに長谷川の結界の特性のお陰かげで、マンションと旅館の空間を行き来する度に、刃更の旅行鞄の中に使用前のものが復元された。

　とはいえ、長谷川は一人しかいない以上、同時に相手ができる数は限られる。

　よって何度か試ためした結果、自分とコピーを併あわせて三人で行なうのがベストだと刃更は判断したようだった。それでも、長谷川がより屈くつ服ぷくしやすいよう、コピーは五体全部を生み出してこちらを囲ませて──そして刃更は、六人掛がかりで長谷川をひたすら絶頂させる事で屈服させていった。その場所はもっぱら、男湯の大浴場だ。

　結界内でマンションと旅館を行き来すれば状じよう況きようがリセットされるため掃そう除じや洗せん濯たくの必要はないが、長谷川達の躰の方はそうはいかない。その点、大浴場なら大量のお湯があるため、すぐに汗あせを流す事もできるし、露ろ天てん風ぶ呂ろなら火ほ照てった躰を冷やす事も可能だ。

　また六人の刃更によって男湯に連れ込まれて滅め茶ちや苦く茶ちやにされると、長谷川は自分でも気付かない内に深い官能を得てしまい、そんな淫らな行ないを四ヶ月以上に亘わたって続けた今日、刃更はようやく長谷川の調教を次の段階へと進めると言ってきたのである。







　そして──翌日から長谷川は、刃更への性せい奉ほう仕しを改めて徹底的に仕込まれていった。

　長谷川は刃更達と朝から晩まで絡み合って、フェラチオにパイズリ、手コキから密着素す股またまであらゆる奉仕を一から丁てい寧ねいに学び直した。すると長谷川は徐々にその奥深さを理解して──刃更をより高い絶頂の極きわみへと導けるようになる度に、自分が刃更を悦よろこばせる事のできる女として成長している実感が得られて、長谷川は性奉仕の真の悦びにどんどん目覚めていった。そうやって長谷川の性技に確かな成長が認められると、再び刃更は複数で同時にこちらを屈服させにきて──しかし奉仕のテクニックが上がっていた長谷川は、今度は四人まで同時に相手をする事ができるようになっていた。

　すると刃更は、残っていた二人のコピーにこちらの両胸をしゃぶらせてきて──とうとう長谷川は六人全員の刃更から調教されていった。一人も残さずに刃更達を悦ばせ続ける毎日は本当に幸せで──気が付けば窓の外の季節は、夏を過ぎて秋へと入っていた。
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　──それからも、刃更と長谷川の淫らな日々は終わる事なく続いていった。

　六人を相手にし続けると圧あつ倒とう的な屈服は得られるものの、本物の刃更は一人しかいない以上、実際とは異なるシチュエーションに屈服しても意味はない。

　よってある時から薬は使わず、一人の刃更に心から屈服してゆく調教が始まった。

　その頃にはもう胸に尻しり、唇くちびるから舌に至るまで長谷川の躰のあらゆる部分が、刃更をあっという間に絶頂させられるような淫らな質感へと変へん貌ぼうを遂とげていて、

「ん……ちゅぷっ、はぁ……東城ぉ……んちゅっ♥　ぴちゃ……ちゅっ、んふ……はむっ、んちゅっ……あぁ……ちゅるっ……くちゅっ、はむ……ぺろっ……ちゅぷ♥」

　奉仕を褒ほめられて頰ほおや髪かみを撫なでられるだけでも声を上げ、刃更の絶頂を見る度に嬉うれしくて躰からだの奥が震ふるえるようになるなど、六人を相手にしていたテクニックを惜おしみなく一人の男を愛する事に使いながら、長谷川は完全に刃更への性奉仕の虜とりこになっていた。

　そして。

　……まさか、本当にここまで東城に支配されてしまうなんて……。

　結界内の旅館の窓の外に雪が積もった日の晩──調教のノルマを終え、この日は洋室の方のベッドで腕うで枕まくらをして貰もらっていた長谷川が、自分の隣となりにいる少年の横顔を見ていると、

「……先生、眠ねむれないんですか？」

　ふとこちらの視線に気付いた刃更は、長谷川を気き遣づかうように言ってくる。

「うん……だから、お前を見ていた」

　長谷川はふっと笑えみを浮うかべていった。結界内で二人きりで過ごすようになって間もなく一年……刃更は少し精せい悍かんな顔になり、その肉体も成長して髪や身長も伸のびていて、

「──眠れるようにしてあげましょうか？」

　と微び笑しようを浮かべながら言われると、それだけで長谷川は躰の奥をジンと熱くして、

「うん……してくれ、東城」

　潤うるんだ瞳ひとみで甘えるように懇願すると、長谷川は身体からだを起こした刃更に抱き寄せられ、彼の膝ひざの上に向かい合った体勢で座らされる。そしてネグリジェを脱ぬがされてショーツ一枚の姿にされた長谷川は、熱を帯びた瞳で眼めの前の刃更へ唇を寄せてゆき、

「ちゅっ……はぁ、んっ……あぁ……東城……♥」

　自分からいやらしく舌を絡めたキスをした。すると刃更はそんな長谷川にねっとりとした舌使いで応こたえながら、そっと優しくこちらの胸を揉もんでくる。それは調教の時のような激しいものではなく、長谷川の心を甘い幸せに誘いざなうためのものだ。

　──一方的な調教だけをされていたら、長谷川はここまで己おのれを征せい服ふくされなかった。

　しかし、食事と休きゆう憩けい以外の全ての時間を刃更に屈服するために注ぎ込む日々の中、時おり刃更は長谷川へと甘えてもきてくれて……だからこそ長谷川は、その度に刃更への愛いとしさをさらに募らせ、彼から調教される事に深い悦びを感じて夢中になっていったのだ。

　初めは、刃更が少しでもこちらから多くの力を得られるようにと結界内の時の流れを遅おくらせて、彼をこちらへと囚とらわれさせていた筈はずなのに──あっという間にその立場は逆転して、今では完全に長谷川が刃更に囚われてしまっている。もう契けい約やくの儀ぎを終えてもかなりの力を刃更へ貸してやれるのだが、刃更は長谷川への調教を終わらせようとはしなかった。

　……これのせいか。

　間もなく一年になるというのに──長谷川はまだ、主従契約の首輪の痣あざが浮かんだままの状態だった。とはいえ、これは配下が主あるじに対して完全に屈服しないと消えないものだ。

　たとえどれだけ快楽に溺おぼれ、刃更に夢中になったとしても──十神である長谷川が、そこまでの屈服に至る事はあり得ないのだから気にする必要はないと言ったのだが、刃更は決して諦あきらめようとせず、こちらへの調教を続けていて、

「んっ……あっ、はぁぁああっ♥」

　息いき継つぎで口を離した拍ひよう子しに、刃更に優しく乳ち首くびを吸われ、長谷川は甘く悶えた。

　刃更の頭を両手で抱かかえるようにしながらその顔を見ると、かつてはラファエリーネの母乳を可愛かわいらしく飲んでいた赤ん坊ぼうが、今は長谷川よりも大きな身体へと成長し、こちらの乳首をいやらしく吸っていて、

　……私も東城に……。

　ぼんやりとそう思った瞬しゆん間かん──長谷川の胸の奥がトクンと熱くなった。そして、

「っ──…？」

　ふと驚おどろいたように刃更がこちらの胸から口を離すと、ゴクリと何かを飲む。

「え…………？」

　見れば刃更に吸われていた左の乳首の先からは、トクトクと白い液体がいやらしく溢あふれていて──その状態が何を意味しているかを理解した瞬間、

「ち、違ちがうんだ……これはっ」

　長谷川千里は真っ赤になって狼狽うろたえた。別に妊にん娠しんした訳ではない──第一、もし刃更の子を身み籠ごもったら、自分は狼狽える事なく純じゆん粋すいに喜んだだろう。

　契約の儀が発動中の長谷川は十神の状態であり、そして長谷川は刃更のためならばその力を行使できる。そんな長谷川が一年近くに亘わたって刃更の調教を受けてきたため、彼に母乳を飲まれる事を想像しただけで、妊娠もしていないのにそういう体質へ変化してしまったのだ。

　予想外の事態に、長谷川が恥はずかしげに胸を腕うでで抱いて隠かくした時だった。

「──その手を退けろ、アフレイア」

　長谷川に対し、眼の前から低い声の命令が発せられた。

　とっさにビクンと躰を震わせた長谷川が見れば、先さき程ほどまであんなに優しかった筈の刃更が、調教の時にさえ見せないような冷たい瞳でこちらを見ていて、

「────────」

　今までずっと「先生」と呼んでいた刃更が、「アフレイア」と呼んできた──その意味を理解して、長谷川はゴクリと喉のどを鳴らした。母乳が出た事で激しい羞しゆう恥ちを得たこちらを見て、長谷川を完全に屈服させるのは今だと刃更は判断したのだろう。

　同じ予感は長谷川にもあった。刃更へさらに屈服するなら今を逃のがしては駄だ目めだと。

　……あ……。
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　そして長谷川は、刃更のモノが今まで見た事のないようなサイズに屹きつ立りつしている事に気が付いて──それを見たらもう駄目だった。ビクビクと脈動しているそれは、一年近くに及およぶ調教を受けてきた長谷川には、圧倒的どころか絶対的な意味を持っていて、

「………………っ」

　だから長谷川は、刃更の命令に従ってゆっくりと胸を隠していた腕を退どけた。すると現れた長谷川の乳ち房ぶさは、張り詰つめたままの先せん端たんを刃更に吸われた余よ韻いんでヒクつかせていて、

「…──今、楽にしてやる」

　暗い瞳でそう静かに言うと、刃更はこちらの胸にそっと口を寄せてきて──直後、

「──────っ♥」

　左の乳首をいやらしく吸われた長谷川は、刃更に母乳を飲まれながら激しく絶頂した。

　同時に長谷川は右の乳首からも母乳を噴ふき、さらに股こ間かんからも女の液を[image: ]ほとばしらせて、

「かっ……あぁ……ぁはあぁっ♥」

　あまりの快感に呼吸困難に陥おちいりながら、恍こう惚こつを極めた長谷川は甘く身を震わせた。

　高貴な十神としての顔は最も早はやそこにはなく、あるのはただ刃更と彼がくれる快楽の虜となった己を受け入れてしまった女の陶とう酔すいしきった淫みだら顔だ。

　それは長谷川千里が──十神のアフレイアが、完全に堕おちた瞬間だった。

　こちらに快楽へと堕ちる悦びを教えた刃更もまた、一気に興奮を高めて──気が付けば長谷川は、部屋の露ろ天てん風ぶ呂ろの湯船で刃更に乳首をしゃぶられて母乳を吸われていた。あれだけ身に付けた性奉仕の技わざは、母乳を吸われる事で得られる怖こわい位の快楽の前には無力で、

「はぁあぁっ、東城……凄すご、い……あぁ……もっと、んっ……ふぁ……はぁあぁぁっ♥」

　刃更に一口吸われる度たびに長谷川はもう片方の乳首から母乳を噴き出しながらお湯の中で身を暴れさせた。長谷川の母乳はいやらしく溢れる泉のようで、本来は透とう明めいな筈の温泉のお湯をあっという間に乳白色へと変えてしまう。自分の母乳が刃更の口からだけでなく、皮ひ膚ふからも彼の体内に浸しん透とうしていっているのだと思うと、男湯で六人の刃更にされていた時よりも興奮して、長谷川は溺れるように刃更へと屈くつ服ぷくしていった。

　そうして淫らに乱れる長谷川の姿に、刃更もいよいよ激しい興奮に理性を飛ばしてしまい、長谷川は、己の愛液と母乳が混ざったお湯でぐしょ濡ぬれになっていたショーツを引き摺ずり下ろされた──否いな、理性を飛ばした刃更は乱暴にこちらのショーツを引き千切って、

「…───あんっ♥」

　それすら今の長谷川には悦びで、そして長谷川は刃更に両手で肩かたを摑つかまれ浴よく槽そうの縁ふちへと押し付けられた。そして、

「っ……先生……！」

　興奮に息を荒あらくしながら、こちらへと訴うつたえてくる。刃更が何を長谷川に求めているかは明白だった。最後の一線だけは越こえないという二人の約束を守るため、刃更は調教の時でもこちらのショーツは脱がさなかった──その禁を今、刃更が破ったのだ。だから、

「……あ、あぁ……っ♥」

　長谷川は震えるような悦よろこびを得た。最後の一線を越えれば自分達の約束を破るだけではない──澪達を傷付ける事にもなる。そして刃更は、彼女達の事を何よりも大切にしているのだ。なのに刃更は今、澪達への想おもいよりも眼の前にいる長谷川への欲よく望ぼうを優先していて──刃更に初めてを奪うばわれる、その背徳感に震えながら、

「っ……ほら、おいで東城……」

　長谷川は艶なまめかしく微笑ほほえむと、電気の付いていない露天風呂でもよく見えるように、己の割れ目をゆっくりと両手で広げて刃更へと晒さらした。







　それは──美しすぎる養護教きよう諭ゆの淫らな保健体育のようだった。

　月光で愛液を照らされていやらしく輝かがやく長谷川の秘所は壮そう絶ぜつに淫らで、

「……………っ」

　その姿を目まの当たりにした東城刃更は、ゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

　女の蜜みつの糸を引きながら、くぱぁ……と開かれた長谷川のそこは、快楽ですっかり淫らな色に充じゆう血けつしながらも、入り口のほんの少し奥に長谷川がまだ男を知らない証あかしの円えん環かん状の襞ひだを備えており、刃更のモノで突つき破られるのを心待ちにしていた。

　長谷川は、それ以上は何も言わなかった。

　ただ、見せつけるようにこちらへと腰こしを浮かせて、

「ふふっ……」

　艶っぽく笑った。それを見た瞬間、

「───────」

　東城刃更の理性は完全に崩ほう壊かいして──限界まで勃ぼつ起きした己の剛ごう直ちよくを、刃更は長谷川の入り口へと押し当てた。すると、こちらを迎むかえ入れる準備が整っていた長谷川のそこが、くちゅっと嬉しそうな音を立てて……そのまま腰を前に送ると、長谷川の入り口が刃更の先端によっていやらしく押し開かれ、刃更のモノを吞のみ込み始める。

　そしてとうとう、刃更の先端が長谷川の円環状の襞へ触ふれた──その瞬間、

「っ──んああぁぁんっ♥」

　長谷川が喉を震わす嬌きよう声せいと共に、ビクンと躰を仰のけ反らせて女のシャワーを[image: ]らせた。







　腰を浮かせた拍子に、刃更のモノがそのまま長谷川の奥まで入らなかったのは、奇き跡せき以外の何物でもなかった。これまでとは比べものにならないような盛大な絶頂を得て、

「は……ぁ……っ、東城……はぁ、んっ……あぁ……♥」

　長谷川は呆ぼう然ぜんと、異次元の快楽に完全に意識を蕩とろけさせながら喘あえいだ。

　──成瀬澪は胸だった。野の中なか柚希は尻しり。ゼストは耳だった。

　彼女達を初めて屈服させた時、刃更はそれらの弱点を攻せめる事で呪のろいを解き、彼女達との主従関係を始めたと聞いている。しかし一年近くも調教を受けながらも、長谷川は刃更に自身の弱点を見つけて貰もらえずにいた。それでも充じゆう分ぶんすぎる程の快楽を刃更はこちらへ与あたえてくれていたため、長谷川は大して気にしていなかった。

　しかし今、ようやく隠されていた真実が明らかになって、

　……ここが、私の弱点……。

　俄にわかには信じられないが、長谷川の全身を包む絶頂の余韻はそれを真実だと告げていて、

「……………………」

　やがて長谷川はゆっくりと躰からだを起こすと、刃更へと背を向け──両りよう脚あしを広げて彼へと尻を突き出した。晒したのは熱いとろみを滴したたらせている女の秘ひ裂れつだ。

「────────」

　すると刃更は、ゆっくりとこちらへと手を伸のばしてきて、

「んっ、指じゃ嫌いやだ……東城」

　甘えるように懇こん願がんした長谷川は、己おのれの右手をそのまま自分の股またの間へと持っていった。

　──それだけで、こちらが何をしようとしているのか解わかったのだろう。

　刃更はこちらの右手に彼の男性自身を握にぎらせてきて──そして長谷川が己の股の間で刃更のモノをいやらしくしごき始めると、刃更は背後からぴったり身体からだをこちらへと密着させて、そのまま両手を前に回して長谷川の胸を揉もみしだき始める。

「はぁ……っ、ぁ……あぁ……♥」

　途と端たんに甘い喘ぎを漏もらした長谷川は、両胸からいやらしく母乳を溢れさせながら、それでも刃更のモノをしごく手を速くした。すると快楽を得た刃更のモノが徐じよ々じよに膨ふくらむようにしてその大きさと硬かたさを増していって、

「っ……ぁ……先生っ！」

　刃更が切せつ羽ぱ詰つまった声でこちらを呼んできた瞬間──長谷川千里は、はちきれそうになった刃更のモノを己の入り口へと導いて、自分で自分に止とどめを刺さした。

　──刃更に己の処しよ女じよ膜まくへ、直接射精させたのだ。
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　東城刃更は夢を見ていた。

　その内容は、長谷川と二人だけでいやらしい日々を送り続けるという淫らなものだ。

　夢の中でも長谷川は壮絶に綺き麗れいで、刃更はそんな彼女を徹てつ底てい的に調教していった。

　そして長谷川にいやらしくフェラチオをされている途と中ちゆうで、

「ん────…」

　ふと刃更が眼めを覚ますと、そこは一組の布ふ団とんが敷しかれた旅館の和室だった。そして、

「はぁ……ちゅぷ、んっ…ちゅぴ……んちゅ……ふふっ、眼が覚めたか東城……♥」

　刃更のモノをいやらしく胸の谷間に挟はさんでしゃぶっていた裸はだかの長谷川が、こちらへ艶つやっぽい笑えみを浮うかべながら言った。だから、

「……お早うございます、先生」

　刃更はそう告げると、長谷川の頭を撫なでてやりながら傍そばに置いてある携けい帯たいを手に取り現在時刻を確かく認にんした。すると間もなく朝の八時になろうとしていて、

「契約の儀が終わって先生が結界を解いてから、どのくらい俺は寝てました？」

　と長谷川と結界内で過ごした一年をはっきり現実と認識して問うと、

「んっ……ちゅ……はぁ……ん、恐おそらく二時間は経たっていない……んんっ♥」

「で──その間、先生はずっとそうしていたんですか？」

「ふふっ……ああ、お前の寝ね顔がおを見ていたら、どうしても我が慢まんできなくてな」

　完全に胸での奉ほう仕しに切り替かえながら、長谷川は己の淫らな行ないを認めた。

　その瞳ひとみは完全に淫いん欲よくに溺おぼれていて……だからもう、言い訳する事はできない。

　──長い契約の儀を経て、自分達は新たな絆きずなで結ばれた。

　東城刃更は、長谷川千里を、完全に己の性奴ど隷れいにした。

　もはや神であろうと、その事実を否定する事は不可能だ。すると、

「大だい丈じよう夫ぶだ……私はもうお前のものだが、これは私が望んだ事でお前は応こたえてくれただけだ。お前は誰だれとの約束も破っていないよ。そして、私達のこれからの事についてはまた後で考えれば良い……だから今は、もう少しだけ私に溺れてくれ」

　約束しただろう？

「成瀬達の下もとへ帰るまで──この旅行の間、お前は私だけのものだと」

　長谷川はそう言って艶っぽく微笑ほほえむと、胸だけでなく舌や手も使いながらより淫らな性奉仕をこちらに行なってくれて──だから刃更は、そんな長谷川へと甘えた。

　……もう俺のもの、か……。

　そう口にした長谷川は、本当に幸せそうに刃更への奉仕を行なっていた。自分達の新たな関係──それは確かに長谷川から求められたものだが、応じる事を選んだのは刃更だ。

　──もう、後あと戻もどりはできない。

　長谷川千里を己のものとし──十神アフレイアの加護を新たな切り札にして。

　その上で己の日常を守る道を、自分は選んだのだから。







　その後──朝食を用意しにきた仲居達は、刃更達の外見の変化や二人の間に流れる空気が一変している事に気付きながらも、何も言ってはこなかった。

　彼女達はただ、チェックアウトまで自由に過ごすように言ってきて……その言葉に甘えるように、刃更は貸し切りの大浴場でたっぷりと長谷川との新たな絆を確かめ合った。

　そして女将おかみを始めとする従業員全員に見送られ、呼んで貰ったタクシーへと乗り込むと、昨日は行けなかった世界遺産の寺の観光を長谷川と楽しんで。

　やがて夕方になり、乗車券を取ってあった列車に乗って東京へと戻もどった。

　家に着くまでの間──長谷川と交かわした約束を守り続けながら。







　あとがき







　既すでに本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。
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　では、ここからは本巻の内容について少しだけ。一章は前巻で一段落した魔ま界かい編のエピローグ的なものですが、この『新妹魔王』の重要な設定に踏ふみ込んだ内容になっています。で、次の二章は完全に日常編。魔界から戻もどった刃バ更サラ達の新たな同居生活の中で、ロリエロサキュバスの万ま理り亜あをややメインに描きました。そして三章は長谷川とのラブラブお忍しのび旅行です。ここでも刃更の出生にまつわる迅じんの過去についてなど、物語的に１巻よりも前の重要な過去設定やストーリーに触ふれています。あと長谷川ファンは熱ねつ狂きよう的な方が多いので、何とかその期待に応こたえようとサービスシーンを頑がん張ばってみたら、こんな仕上がりになって自分でもビックリしました。理想を言えば、この巻でヴァンパイアハーフの橘たちばな七なな緒おや、副会長の梶かじ浦うら立りつ華かが、あのクリスマスの打ち上げを経てどう変わったかという話も描きたかったのですが……それは次巻の序じよ盤ばんにでも入れられたら良いな～と思っています。

　そして、この巻では柚ゆ希きと胡桃くるみの出番がちょっと少なめなのですが、後ろの次巻予告にあるように次巻は非常に多くなる予定です。──では、本作の関係者の皆みな様さまに謝辞を。

　ニトロプラスの大おお熊くまさん、どんどん忙いそがしくなって大変な中、今回も生なま唾つばもののイラストの数々をありがとうございます！　みやこ先生……とうとう先生が万理亜編を描く時が来ましたね！　毎月、本当に可愛かわいくて悶もだえまくってます。木き曽そ先生、白泉社さんのパーティでご挨あい拶さつできて嬉うれしかったです。これからも青年誌の強みをフル活用して『新妹・嵐あらし！』を良い感じに暴走させて下さい！　アニメスタッフの皆みなさん、一期の後もＯＶＡ、二期と休まず頑張っていただきましてありがとうございます！　担当さんやその他の関係各所の皆様におかれましては、今回もひどい進行で本当にすみません……他ほかの関係者さんにはお礼なのに、毎度謝罪ばかりで恐きよう縮しゆくです。そして、書店さんと本書を購こう入にゆうして下さった皆さんには最大級の感謝を。では、引き続き『新妹魔王』をどうぞよろしくお願いします。


上栖綴人　　
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